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序

本県には、旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財

包蔵地が各地に分布しております。これら先人達が遺した貴重な文

化遺産を保護し、後世に伝えていくことは県民に課せられた責務で

あります。

また一方では、農業基盤整理や幹線道路網など、社会資本を充実

させることもまた行政上の大事な施策であり、このため埋蔵文化財

の保存・保護と調整 。調和のとれた地域開発の発展が今日的な課題

でもあります。

このような見地から、財団法人岩手県文化振興事業団では埋蔵文

化財センターの創設以来、埋蔵文化財保護の立場にたって、県教育

委員会生涯学習文化課による調整と指導のもとに、開発事業によっ

てやむを得ず消滅していく遺跡について発掘調査を行い、その記録

保存を残す措置をとってまいりました。

本書は、ほ場整備姥沢上野地区整備事業に関連して、平成14年度

に行われた県南の前沢町に所在する明後沢遺跡群の調査結果につい

て収録したものであります。

調査の結果、縄文時代から中世まで多時期に亘る遺構が検出され、

平安時代の竪穴住居跡を中心とする集落跡であることが明らかにな

りました。また、手づくねかわらけや土坑から当地方では希な中国

産の磁器片が出土しており、奥州藤原氏との関係を考える上での貴

重な資料を提供したと思われます。

この本書が広く活用され、斯学の研究に寄与するとともに埋蔵文

化財に対する関心と理解をいっそう深めることに役立つことを切に

希望いたします。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成に協力

とご支援を賜りました岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室、前

沢町教育委員会をはじめとする関係各位に衷心より感謝申しあげま

す。

平成16年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合  田   武
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いわてけんいさわぐんまえさわまちこじょうこうだいじ                    みようごさわ

1.本報告書は、岩手県胆沢郡前沢町古城高代寺33-21ほかに所在する明後沢遺跡群発掘調査結果を収録

したものである。

2.本遺跡の発掘調査は、ほ場整備姥沢上野地区工事関連事業に伴い、県教育委員会生涯学習文化課・水沢

地方振興局水沢農村整備事務所の協議を経て、働岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが記録保存

を目的として実施した緊急発掘調査である。

3.岩手県遺跡登録台帳番号と調査時の遺跡各次略号は、以下のとおりである。

遺跡登録台帳番号・……NE36-21753

遺跡略号………………・MG S02

4.野外の調査期間・調査面積と調査担当者は、以下のとおりである。

調査期間  平成 14年 4月 12日 ～ 10月 31日

調査面積  7,330ポ

担 当 者  本多準一郎・小松則也

5。 調査の室内整理期間と整理担当者は、以下のとおりである。

整理期間  平成14年H月 1日 ～平成15年 3月 31日

担 当 者  本多準一郎 。小松則也

6.本報告書の原稿執筆は、 I章の調査に至る経過を岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室、 H～ V章を

本多準一郎と小松則也が分担している。

7.座標原点の測量および空中写真撮影は、次の機関に依頼した。

座標原点の測量……腑南部測量設計

空中写真………・……東邦航空い

8,自然科学関連の分析鑑定と保存処理は、次の方々と機関に依頼した。 (敬称略 )

樹種同定……………パリノ・サーヴェイ株式会社

石質鑑定……………花蘭岩研究会

土器胎土分析―・―・・パリノ・サーヴェイ株式会社

鉄製品保存処理……川鉄テクノリサーチ株式会社

9,本報告書の作成にあたり、次の方々ならびに機関からご指導とご協力をいただいた。 (敬称略 )

阿郡―・及川真紀・依田恵美子 (前沢町教育委員会 )、 本澤慎輔・八重樫忠郎 (平泉町教育委員会)

小野正敏・中野晴久・井上喜久男

10.野外調査にあたっては、前沢町内の方々に多大なるご協力をいただいた。

H.調 査成果の一部は、これまでに『現地公開資料』や『岩手県埋蔵文化財調査略報 (平成14年度分)』 イこ

概略を発表しているが、本報告書の内容が優先するものである。

12.土層観察の土色は、『新版標準土色帳』 (小山正忠・竹原秀雄 :1992)に よった。

13.本報告書で使用した地形図は、国土地理院発行のものであり、図中に図幅名と縮尺を記している。

14.本遺跡から出土の遺物および調査に関わる資料は岩手県立埋蔵文化財センターに保管・管理している。
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I 調査に至る経過
明後沢遺跡群は、「担い手育成基盤整備事業姥沢上野地区」の施行に伴つて、その事業区域に位置するこ

とから発掘調査することとなったものである。

「担い手育成基盤整備事業姥沢上野地区」は、胆沢郡前沢町古城地内の受益面積52haの地区が昭和 7～ 15年

頃10区画に整理されたが、区画形状が小さく農道の幅員も狭く大型機械化体制の導入に支障をきたしている。

又小水路は土水路で用排兼用となっているため浅く、排水不良地帯が大部分を占め、耕地の汎用が困難な

状況である。これらの阻害要因を除去し、効率的で安定的な経営体に農地を集積し、高生産性農業の確立を

図り、併せての村環境水準の向上を資するために、大区画ほ場整備を実施するものとして、平成 9年に新規

採択された地区で、平成12年度で 4年目である。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取扱については、岩手県水沢地方振興局胆江土地改良事業所から (平成

10年度から水沢農村整備事務所)平成 9年 5月 15日 付け胆土地第146号 「県営ほ場整備実施に伴う遺跡の分

布調査について (依頼)」 の文書によって岩手県教育委員会にたいして分布調査の依頼をしたのが最初であ

る。依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成 9年 6月 12、 17、 19日 に分布調査を実施したが、その結果は

平成 9年 7月 15日 付け教文第353号 「県営ほ場整備実施にに伴う遺跡の分布調査について (回答 )」 で岩手県

水沢地方振興局胆江土地改良事業所へ回答し、その際工事施工範囲内が明後沢遺跡群の範囲内であることが

付記された。

回答を受けた岩手県水沢地方振興局水沢農村整備事務所では、明後沢遺跡群を含む面工事実施年度でであ

る平成10年 10月 2日 付け水農整869-4号 「担い手育成基盤整備事業姥沢上野地区における埋蔵文化財のの

試掘調査について (依頼)」 の文章によって岩手県教育委員会にたいして、試掘調査を依頼した。依頼を受

けた岩手県教育委員会では平成 10年 12月 14日 ～18日 に試掘調査を実施したが、その結果は平成10年 12月 28日

付け教文第1039号 「担い手育成基盤整備事業姥沢上野地区における埋蔵文化財のの試掘調査について (回答)J

で水沢地方振興局水沢農村整備事務所へ回答し、その際県指定明後沢遺跡隣接地であり、同じ性格と考えら

れる遺構が確認されたため再調査の実施と発掘調査が必要である旨が付記された。

(岩手県水沢地方振興局農政部農村整備室 )

Ⅱ 遺跡の立地 と環境
1 遺跡の位置
明後沢遺跡群は、第 2図に示すように」R東北本線陸中折居駅の南西側約1.6kmに あり、胆沢扇状地の東

端部に形成された舌状台地上に立地する。国土地理院発行の 5万分の 1地形図「水沢」 NJ-54-14-14

(一関14号)の図幅に含まれ、北緯39度05分 15秒、東経141度07分 53秒付近にあたる。

遺跡が所在する前沢町は、県の南西部に位置しており、町の中央部を国道 4号と」R東北本線が南北に縦

走し、その東側を東北地方第一の河川である北上川が北東～南西方向に貫流している。東側は東山町、西側

が胆沢町、南側が平泉町・衣川村、北側が水沢市の 1市 3町 1村と隣接している。規模は東西 13.3km、 南北

9 kmのやや菱形を呈しており、総面積が74.67k�である。町域の大部分は水田と畑地で占められている。昭

和30(1955)年に旧前沢町と古城・白山・生母の 1町 3村が合併し、町内の人口は15,420人 (平成15年)である。

2 遺跡周辺の地形と地質
前沢町の地形区分 (第 3図)をすれば、東部の北上山地西縁の山麓丘陵地区、町の中央部を南流する北上
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川両岸に発達する沖積低地及び後述の低位段丘面を含む低地地区、町の画部に形成された段丘地区の 3つに

区分される。

岩手県を縦断する北上川と、これに注ぐ大小支流の河川は、中流域の両岸、特にも右岸部 (西側)に大規

模な扇状地形とこれを刻む河岸段丘を形成してきたが、本町はこの地形発達地区の中央部、すなわち胆沢扇

状地の扇端部の南端に位置している。

胆沢扇状地は、高位から順に一首坂段丘 (長根段丘)、 胆沢段丘 (村崎野段丘)、 水沢段丘 (金ヶ崎段丘 )

の 3つ に区分される。この胆沢扇状地に形成された河岸段丘の基盤地層は、新第二系、更新統の本畑層 (金

沢層)である。本層は、夏油川流域の本畑 (北上川瀬美温泉付近)を標識とする地層で、岩相構成は、礫岩、

砂岩、シル ト岩、凝灰岩を主とし、部分的に亜炭層を挟在する。このうち一首坂段丘の構成層は、上部、下

部 2枚の礫層とローム層で、レンズ状に凝灰岩の砂岩層がある。数枚の火山灰がのるが、焼石火山と栗駒火

山が供給源と見られる上部の黒沢尻火山灰層 (ローム層)と、これと整合する下部の前沢火山灰層が著名で

ある。

中位の胆沢段丘の構成層は、折居礫層とこれを被覆する黒沢尻火山灰層 (ローム層)で構成される。この

段丘には、一首坂段丘にある前沢火山灰はのらない。黒沢尻火山灰は鍵層となる淡紅色軽石と細かい明褐色

火山灰からなる。

低位の水沢段丘は基底撰層と砂・粘土の互層で黒色帯の泥炭層を挟む。この面を黒沢尻火山灰は被覆せず、

新規段丘で最終氷期以降の形成と見られる。沖積面の小段丘は完新生以降の北上川水系の浸食面である。東

側の生母地区には、古生界・中生界の古い地層が分布し、西方の段丘地区とは対照的となっている。北部の

母体地区は、母体層と呼ばれる変成岩が主体で構成され、南部の赤生津地区は、半深成岩類の輝緑岩層が主

体となって構成されている。

本遺跡群が所在する古城段丘は胆沢段丘に含まれる。この段丘を刻むように南から岩堰川・明後沢川 。松

ノ木沢川が北上川にそそぎ込み、明後沢川と松ノ木沢川に開析された段丘上、標高70～ 72m立地している。

明後沢遺跡群はこれまで 「明後沢遺跡」と呼称されてきたが、発掘調査の結果及び岩手県教育委員会・前

沢町教育委員会の分布調査をもとに遺跡を細分化し、 「明後沢遺跡群」と呼称するようになった。明後沢遺

跡群は、明後沢遺跡、八郎舘遺跡、宗角舘遺跡、熊野遺隊、鳥小沢遺跡、幅遺跡、前堀遺跡の 7つから構成

される。昨年度までに14次の調査が行われている。今回の16次調査は明後沢遺跡群の南東に位置する八郎舘

遺跡と宗角舘遺跡内を行った。なお、15次調査については前沢町教育委員会が行った。

<引用参考文献>
1.前沢町史編纂委員会 1978『前沢町史』上巻通史
2 前沢町教育委員会1997『田高H遺跡発掘調査報告書』岩手県前沢町文化財調査報告書第 4集
3 前沢町教育委員会1998『町内遺跡詳細分布図調査報告書 I古城・白山地区』岩手県前沢町文化財調査報告書第 6集
4 鳥居達人・亀大二郎2002『明後沢遺跡群第H次調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第411集
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3 周辺の遺跡
前沢町には現在140カ所あまりの遺跡が確認されているが、部分的な狭い範囲での調査が多いため、遺跡

の全容が明らかとなっているものは少ない。

旧石器時代の遺跡は自鳥永沢遺跡があるが、詳しいことは分かっていない。また、この時代のものと思わ

れる石刃数点が見つかったという記録は残っている。

縄文時代の遺跡としては中期の小林繁永遺跡44、 晩期の川岸場 I・ H遺跡40・ 41が知られている。弥生時

代の遺物は同じく川岸場Ⅱ遺跡から発見されている。

古墳時代の遺跡は、胆沢町南都田の角塚古墳が有名であるが、前沢町内で古墳と確認されるものは現在存

在していない。白鳥地区に「七つ盛」と呼ばれた 7つの古墳があつたと記録にあるが、明治23年の鉄道施設

工事の際に破壊され消滅したと伝えられる。

平安時代の遺跡としては、今回調査した明後沢遺跡群に含まれる県指定史跡 。明後沢遺跡 2が知られてい

る。この遺跡は、古代城柵説、古代寺院説、瓦の窯場説等あるが、幾度かの調査を経た今でもまだその性格

はわかっていない。ただ、水沢市の胆沢城と同一の竜を用いた布目瓦が多数出土することから、胆沢城とほ

ぼ同時代に朝廷によって建てられた施設が存在する可能性が高く、古代東北開発史上重要な遺跡である。

安倍氏の時代になると、安信頼時の子・伝白鳥八郎行任の白鳥舘69、 臣・伝麻生治長の大麻生柵45、 六日

入柵34等の遺跡が見られる。安倍氏滅亡の後には「後三年」に「白鳥村の在家四百戸を焼く」の文献記述か

らこの土地は清原氏の中心地であったことが推定されるが、それを実証するような遺跡は今のところ見つかっ

ていない。藤原氏の時代には秀衡の臣・伝照井太郎の照井舘65がある。

源頼朝によって藤原氏が減ぼされ、胆沢の地は葛西氏の臣 。柏山氏が治めるところとなる。中世と呼ばれ

るこの時代の城館については、柏山氏の家臣・三田将監の築いた前沢城73をはじめ九朗舘 9、 中畑家城25、

赤生津城106などがある。

4 基本層序
調査区内の現況は、水田と畑地で占められている。大部分が昭和30年代の開田により削平を受けていた。

また、一部には客土も敷かれていた。第 4図は調査区D区とH区で観察された土層断面図である。その他の

区については表土直下が地山となっていた。層序は上位から順に I層～V層に大別される。遺構はⅣ層から

V層上面で多く検出している。

I層

H層

皿層

Ⅳ層

V層

暗褐色砂質土 (10YR3/3～4/3)表土。 層厚は10～ 30cm、 全体に堅く締まっている。

黄褐色シル ト質土 (10YR5/8)と I層の混合土。 層厚は30～ 50cm。 昭和30年代に行われた開田時
に敷かれた客土。

黒褐色土シル ト質土 (10YR2/3)十 日耕作土。 層厚は10～ 20cm。 無遺物層。

黒色土シル ト質土 (10YR2/1)中 央部と南側の一部のみに存在。 層厚 10～ 30cm。 遺物を若干含む。

黄褐色粘土質土 (10YR6/6)層厚は不明。遺構検出面。
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第 1表 周辺の遺跡
No 遺 跡 名 遺 跡 の 種 別 H寺 代 所 在 地 備 考

1 古 城 外 ヶ 沢 散布地 縄文前期・古代 古城字外ヶ沢 H9年位置変更
2
明

後

沢

遺

跡

群

明 後 沢 散布地・城館跡 ? 平安 古城字明後沢・姥沢

3 八 舘 城館跡・散布地 縄文・平安・中世 古城宇高代寺 H9年範囲拡大
4 角 舘 城館跡 平安 中世 古城字姥沢 H9年範囲拡大
5 能

ト
野 散布地 平安 古城字幅 H9年新規

幅 散布地・瓦窯跡 ? 縄文・平安 古城字幅・雨沼・志人沢 H 年新規及び報告遺

7 鳥 子 沢 散布地・城館跡 平安 中世 古城字鳥子沢 H9年新規
8 ユ醐 堀 散布地 縄文 古 代 古城字前掘 HH年新規

九 舘 城館跡 中世 古城字南上野

0 土
寸 ノ 上 散布地 古 代 古城字寺ノ上 H9年新規
寺 ノ 上 経 塚 経 塚 中 世 古城字寺ノ上 H9年 新規
長 者 館 城館跡 中世 古城字南上野 H9年 新規

3 一局 日 向 散布地 弥生・平安 古城字高日向 H9年 新規
古 城 上 野 散布地 縄文中期・古代 古城字寺領上野 H9年範囲拡大

5 雪 神 散布地 縄文中期 古城字横道前 H9年位置変更
古 城 合 ノ 沢 I 集落跡 ? 縄文 古城字合ノ沢 H9年 新規
古 城 合 ノ 沢 H 散布地 縄 文 古城字合ノ沢 H9年 新規

舘 兵濠屋敷跡 中世 古城字北

北 舘 東 1 散布地 古代 古城字北舘東

北 舘 東 H 散布地 縄文・古代 古城字北舘東 H9年新規
舘 下 散布地 平安 古城字舘合下 H9年範囲拡大
砂 子 田 散布地 古 代 古城字砂小田 H9年新規
林 ] 散布地 古 代 古城字林後(一部白山松ヶ林) H9年新規
林 H 散布地 古 代 古城字林後 H9年新規
中 畑 城 (樫 山 城 ) 城館跡 中世 古城字水上西

内 ノ 山 環濠屋敷跡 中 世 古城字内ノ町 H9年位置変更
寺 領 ユ中 散布地 古代 古城字寺領沖

水 尻 散布地 縄文・古代 古城字水尻 H9年 新規
古 城 方 八 丁 散布地 縄文・古代 古城字宿ノ前

要 堂
口 散布地・乗濠屋敷跡 古代・中世 古城字要害

亀 田 環濠屋敷跡 中世 古城字亀田

上 ノ 台 環濠屋敷跡 中世 古城字上ノ台

水 ノ □ 集落跡 縄文 。平安 白山字水ノロ H9年範囲拡大
日 入 城館跡 古代・中世 白山字古館

桧 葉 田 散布地 平安 白山字桧葉田 H9年新規
松 葉 散布地 平安 白山字松葉 H9年新規
学 堂 散布地 平安 白山字学堂 H9年新規
内 屋 敷 散布地 平安 白山字内屋敷

野 散布地 古代 白山字合野 H9年位置変更
岸 場 I 散布地 縄文晩期・弥生・平安 白山字川岸場

岸 場 11 集落跡・環濠屋敷跡 縄文晩期・弥生・平安・近世 白山字川岸場

大 室 経 塚 一字一石経塚 中世 末 白山字川岸場 H9年 新規
白 山 上 野 散布地 縄文後期 白山字上野 H9年新規
卜 林 繁 長 散布地 縄文中期・晩翔・弥生。平安 白山字小林・古宿 H9年範囲拡大
上麻生城 (大麻生柵) 城館跡 古代 。中世 白山字舘

田 一局 I 散布地 縄文 白山字田高・篭林

田 一局 II 散布地 。環濠跡 縄文前期・中期`古代・中世 白山字田高

五 輪 経 塚 経 塚 平安末 白山字篭林 HH年新規
八 幡 散布地 縄文晩期 白山字八幡 H9年新規
彼 岸 田 散布地 縄文・平安 白山字彼岸田 H 年新規

迎 畑 散布地 奈良・平安 白山字迎畑・宮内 H 年新規

学 堂 II 散布地 古代 白山字合野・学堂 H 年新規

道 上 散布地 古代 白山字道上 H 年新規

ユ削 散布地 古代 白山字川前 H 年新規

ノ 沢 A 散布地 縄 文 字合ノ沢 H 0年範囲拡大

ノ 沢 B 散布地 縄文 宇合ノ沢

水ヽ 沢 東 散布地 縄文 字永沢

長 根 散布地 縄文 字長根 HH年位置変更
新 城 I 城館跡 縄文 平安 中世 字新城 HH年 位置変更

II新 城 散布地 平安 字新城 H10年新規
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No 跡 名 遺 跡 の 種 別 時 代 所  在  地 備 考

新 城 その他の墓 近 世 字新城 H10年新規
舞 鶴 公 園 散布地 縄文中期・古代 字徳沢

徳 沢 一 里 塚 一里塚 近世 字徳沢

徳 沢 I 散布地 縄文 字徳沢 H 0年新規
陥
ト

井 館 散布地・城館跡 縄 文 中世 字照井館 H 0年範囲拡大

南 陣 場 散布地 縄 文 字南陣場 H 0年新規

打ヽ 沢 口 散布地 縄 文 平安 字小沢口・照井舘 H10年範囲拡大
衣 関 散布地 平 安 字衣関 H10年範囲拡大
白 鳥 館 城館跡 古代 。中世 字白鳥館

塔 ケ 崎 寺院跡 ? 礎石 ? 字合ノ沢・泊ヶ崎

ケ 崎 散布地 縄文・平安 字辛自ヶ山奇

南 陣 場 窯 跡 窯跡 近代 字南陣場 H10年新規
ヱ削 沢 城 城館跡 中 世 字陣場

三 沢 氏 居 館 跡 城館跡 近世 字下小路 H10年新規
専 念 寺 山 窯 跡 窯跡 近世 字山下 H10年新規
栗 山 ケ 島 散布地・環濠屋敷跡 中世 近 世 字新町裏 H10年新規
卜可 館 城館跡 ? 古代～中世 字阿部館

竹 沢 集落跡 平安 字竹沢 H10年範囲拡大
谷 地 散布地 縄 文 宇谷地 H10年新規
五 田 その他の墓 近 世 字五合田 H10年新規
目 呂 木 本 松 散布地 古代 字本杉

長 壇 畑 散布地 平安 字長壇 。高畑 H10年新規
道 場 散布地 縄 文 宇道場・宿

大 桜 集落跡 平安 宇大桜・屋敷・赤面 H10年範囲拡大
養 ケ 森 B 散布地 縄文 字養ヶ森 H10年新規
養 ケ 森 C 散布地 縄 文 字養ヶ森 H10年新規
養 ケ 森 集落跡 平安 字養ヶ森 H 1年位置変更

簾 森 散布地 縄 文 字簾森 H 0年新規

上 ノ 原 散布地 縄 文 字養ヶ森

狐 石 散布地 縄 文 字狐石 H10年新規
赤 坂 I 散布地 縄文 宇赤坂 H10年範囲拡大
赤 坂 II 散布地 平安 字赤坂 H10年新規
赤 坂 散布地 縄文 字赤坂 旧清水沢

駒 水 散布地 縄 文 字駒水 H 0年新規

陣 場 散布地 縄文 字陣場 H 0年新規

秘「 沢 散布地 縄文 生母字柳沢 H 年新規

上 水 散布地 縄文後期 生母字上水・吉田 H 年新規

箱 根 散布地 縄 文 生母字箱根 旧笹森
圭
戸 木 散布地 縄文後期 。晩期 生母字青木・吉ノ沢

田 谷 散布地 平安 生母字田谷 HH年新規
生 母 長 根 I 散布地・経塚 ? 縄文・平安末 ? 生母字長根 H 年新規

生 母 長 根 II 経塚 ? 平安末 生母字長根 H 年新規

気 防 塚 その他の塚 近世 生母字長根 H 年新規

生 母 宿 散布地・屋敷跡 旧石器・近世 生母字荒谷
讐
れ 谷 散布地 弥 生 生母字荒谷 HH年新規
東 館 (赤 生 津 城 ) 城館跡 中世 生母字斉田

硬 水 散布地 縄文 生母字新地 HH年新規
峠 I 散布地 縄文 生母字峠 HH年新規

輪 散布地 縄文前期・中期 生母字蓑輪 HH年 新規
日 向 散布地 縄文 生母字日向 HH年新規

場 館 城館跡 中世 生母字羽場

竹 ノ 内 散布地 縄 文 生母字竹ノ内 HH年新規
古 館 城館跡 中世 生母字険林
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Ⅲ 調査 の方法 と室内整理

1 野外調査の方法
(1)調査区の区割設定

明後沢遺跡群の区割設定は、平成13年度の第11次調査を踏襲し整合性を持たせている。遺跡群の最西端を

始点とし、遺跡全域をカバーできるように平面直角座標第X系 (日 本測地系)に合わせてグリットの設定を

行っている。また、一辺50× 50mの 大区画に区割を行い、東から西側に I～ Vの アラビヤ数字、北から南側

に西側にアルファベットの大文字A～Dを付している。さらに大区画を 5× 5mの 20小区画に細分し、東西

方向に数字の 1～ 10、 南北方向にアルファベットの小文字 a～ jを与えている。

調査区の名称は大区画と小区画の組合せで、 IAlaや ⅡB2bと いうように呼称する。調査区内におけ

る各基準点と補助杭の成果値は、次のとおりである。 (日 本測地系)

区域 杭  名 X座標 (m) Y座標 (m) 区域 杭  名 X座標 (m) Y座標 (m)

A 基準点 1 -101,530.000 26,100.000 G 補 点 7 -101,750,000 25,950.000

E 基準点 2 -101,670.000 26,105.000 H 補 点 8 -101,800,000 25,950.000

A 補 点 1 -101,874.000 26,035.000 I 補 点 9 -101,830.000 26.175.000

A 補 点 2 -101,545.000 26,070.000 I 補 点10 -101,880.000 26,175,000

B 補 点 3 -101,530.000 26,150.000 I 補 点 11 -101,850.000 26,090.000

B 補 点 4 -101,580.000 26,175,000 I 補 点12 -101,850.000 26,130,000

B 補 点 5 -101,620.000 26,175.000 B 補 点13 -101,530.000

E 補 点 6 -101,670,000 26,150.000

(2)粗掘りと遺構検出

本調査に先立ち岩手県教育委員会生涯学習文化課による試掘調査 (ト レンチ)が実施されてお り、今年度

第16次調査区も遺構の分布がある程度把握されていたことから、表土除去と粗掘りは重機 (ユ ンボ)を使用

することとし、その後に人力 (鋤簾掛け)で遺構検出作業を行っている。

(3)遺構の命名

検出された遺構の命名は、昨年度調査が行われた明後沢遺跡群第 H次調査からの継続ということもあり昨

年に習い以下のアルファベットの略号を使用したが、昨年度の調査で検出されていなかった遺構で今回の調

査において新たに検出した遺構については略号を使用していない。遺構番号については昨年度検出された遺

構についてはその続き番号を付し、新たに検出した遺構については新しく番号を付した。なお、柱穴状土坑

については昨年度も検出されているが、数が多いことから新たに番号を付した。陥し穴状遺構・粘土採掘場

など略号は、全て SXと して扱っている。

竪穴住居跡……SI 溝 跡・・・・・・SD

その他の遺構・――SX(陥 し穴状遺構 。粘土採掘場など)

また、野外調査時に遺構として認定したものの精査途中で変更したものは新遺構名を記し、室内整理段階段

階で登録抹消したものは欠番とした。なお、遺物の注記は変更前の遺構名 (旧名)で している。
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(4)遺構の精査と実測

検出された竪穴住居跡の精査は4分法、土坑や焼土の精査は 2分法で実施している。遺構の平面実測は従

来の簡易遣り方測量で行い、溝跡と柱穴状土坑の一部は光波測量 。平板測量で作成した。各遺構の実測図縮

尺は 1/20を基本とし、溝跡と溝状遺構の平面図は 1/20である。遺構内から出土した遺物は必要に応じて番

号を付し、写真撮影と記録後に取り上げている。

(5)写真撮影

野外調査における写真撮影は、 6× 7 cm判カメラ 1台 (モノクロ)と 35mm判カメラ2台 (モノクロ・リバー

サル)を使用し、遺構検出、遺物の出土状況、断面、掘り上げ等を必要に応じて行つている。他にデジタル

カメラ 1台をメモ的に活用し、遺跡上空からセスナ機による空中写真も実施している。撮影にあたっては撮

影内容を記載した「撮影カード」を多用し、アルバム整理を行いやすくした。

(6)広報活動

埋蔵文化財に対する啓蒙活動は、平成14年 10月 17日 (木)に今年度の調査成果を報告する現地公開会を開催

している。

2 室内整理の方法
(1)作業手順

遺物の整理作業は現場で残った遺物の水洗から行い、次に①注記、②各遺物ごとの仕分け・登録、③接合

復元、④拓本、⑤写真撮影、⑥実測、⑦ トレース、③遺物図版作成の順に行っている。

遺構の整理作業は最初に①原図の点検・合成、②第 2原図の作成、③ トレース、④遺構図版作成の順に進

めた。また、これらと並行して各種の⑤計測、⑥鑑定・分析、⑦鉄製品の保存処理、⑥原稿の執筆を行い報

告書に掲載している。

(2)遺構図版

各遺構図版は次の縮尺を原則とし、各図面にスケールを付している。遺構位置図は調査時に作成した図面

を基に1/200で掲載してしている。 SI竪穴住居跡 。SKI竪穴状遺構は平面・断面 1/60、 SK土坑 。SK

墓墳 ,SX陥 し穴状遺構は平面・断面 1/50、 SD溝跡は平面1/200・ 断面 1/40、 SX焼土は平面・断面1/20、

土取り場平面 。断面は1/80、 柱穴状土坑は平面 1/250。 断面不定等である。図版中の方位は座標北 (基準点

1の真北方向角は 0度 15分 55秒西偏)を示している。

(3)遺物図版

土器の残存率は口縁上端部の表現で区別し、器面調整は中軸線の両側の半分を図化している。掲載遺物図

版の縮尺率は、小型土製品 。鉄製品・陶磁器破片が原寸、土器 (土師器・須恵器)。 拓影が1/3である。なお、

細片のため図化せず写真掲載のみに止めたものもある。土器の調整技法の表現は、凡例に示すとおりである。
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Ⅲ 検出された遺構 と遺物

1 概要
明後沢遺跡群第 16次調査で検出された遺構は、平安時代の堅穴住居跡 6棟をはじめとし、堅穴状遺構 1棟、

平安～中世の上坑52基、墓坑 2基、溝跡81条、粘土採掘坑群、焼土遺構 7基、柱坑状土坑852基等である。

柱穴状土坑については調査範囲が狭いこともあり建物跡を復元することができなかった。しかし、陶器片等

中世の遺物が多く出土していることから建物跡が存在する可能性は高いと思われる。

出土した遺物の大部分は平安時代の土師器、須恵器を中心に12世紀の陶磁器片、手づくね 。ロクロかわら

け古瓦、土鈴等が出土している。縄文土器片も出土しているが、ごく僅かである。土師器・須恵器の器種は、

杯、高台付郭、甕、長胴甕、大甕、長頸瓶、土鍋、小皿である。縄文時代の遺物は土器、石器である。また、

特筆すべきは渥美産、常滑産の陶器片と中国産の磁器片と手づくねかわらけの出土である。これらの遺物は

平泉遺跡群からはよく出土するがそれ以外の遺跡からまとまって出土することは少ない。古代の古瓦が出土

する遺跡として有名な本遺跡群であるが、今回の調査によって12世紀における藤原氏との関係についてもこ

れからの検討課題になると思われる。

2 遺構

(1)堅穴住居跡

調査区中央部から3棟、北側から 1棟、南側から2棟が検出されている。大半が東側にカマ ドが設置され

ており、時期は 9世紀後半～10世紀初頭に属するものがほとんどである。

S106竪穴住居跡 (第 H図、写真図版 7)

<位置・重複関係> 調査区中央部東よりのVF3c～ VF3dグ リッド、標高70。 lmに位置する。重複関

係はない。

<検出状況> 暗褐色土の方形プランとして確認し、竪穴住居跡とした。検出面はⅣ層面である。

<平面形・規模> 後世の開田により大部分が削平されているが、平面形はほぼ長方形を呈し、規模は、
4.0× 3.Omで ある。主軸方位はN-11° ―E、 床面積はH.43だである。

<埋 土> 単層で黄褐色土粒を含む堅く締まった暗褐色土を主体に構成される。開田の際に大部分が削平
されており、 4～ 12cm程の残存である。

<壁・床> 壁は床面から緩やかに立ち上がるが、削平されているため全容は不明である。壁高は残存部分
で、南北壁 10cm、 東西壁 4 cmで ある。床面は平坦で堅く締まる。貼り床は検出されなかった。

<柱穴・他の施設> 貯蔵穴 Pl～ 4、 柱穴状土坑P5～ 8の計 8基と焼± 1基を検出した。埋土は暗褐色

土の単層である。 P5～ 8は後世の撹乱の可能性も考えられる。規模・形状などからPl～ 4は貯蔵穴と

思われ、埋土中から土師器片が出土している。

<カマ ド> カマ ドは北壁と東壁側で 2基検出した。Aは北壁の東よりに設置され、残存状況は良くなく、

燃焼部焼土と芯材として使用されていたと思われる自然石しか残存していなかった。 Bは東壁のやや北より

に設置され、本体上部は削平により、残存していない。袖部には芯材として土師器等の土器が使用され、黒

褐色土主体で構築されていた。当初 Bカマ ドに付随するPl・ 2を貯蔵穴と考え精査を進めていたが、これ

らのピットを埋めて、その上にカマ ドBを構築していることが判明した。このことから、何らかの理由でカ

マ ドAを作り替える際にPl・ 2を埋め、その上に新しいカマ ドBを構築したものと思われ、カマ ドAよ り
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カマ ドBが新しい。両カマ ドともに煙道と煙出しピットは認められなかった。 燃焼部はカマ ドAが 25× 18

cmの ほぼ円形を呈し、層厚は 5 cm、 カマ ドBは 55× 28の 円形の焼上が形成され、層厚は 2 cmを測る。

<遺 物> 1～ 3、  5。 9、 6～ 8の不、 10・ Hの小型甕、 15の甕等が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

S107竪穴住居跡 (第 12図、写真図版 9)  ´

<位置 。重複関係> 調査区中央部 VE3j～ VF3aグ リッド、標高70。 9mに位置する。南側を S D73に

切られる。

<検出状況> 文化課 トレンチ38を調査中にカマ ド跡 (袖の芯材)を見つけ、その後に暗褐色の歪んだ方形

のプランを検出し、竪穴住居跡とした。検出面はⅣ層面である。

<平面形・規模> 後世の開田により上部は削平されている。平面形は歪んだ方形を呈し、規模は長軸4.1

m、 短軸3.3mを測る。主軸方位は S-18° 一W、 床面積はH.55言である。

<埋 土> 7層 に区分した。赤褐色焼土・黄褐色土粒を含む、堅く締まった暗褐色土を主体に構成される。

炭化物と焼土が多く混入していることから焼失住居跡と考えられる。

<壁 。床> 壁は床面から緩やかに立ち上がるが、削平されているため全容は不明である。壁高は残存部分

で、北壁 25cm、 東西壁20c■ を測る。床には焼土や炭化物が多量に広がっていることから焼失住居跡と考えら

れる。床面はほぼ平坦で堅く締まる。貼 り床は検出されなかった。

<柱穴 。他の施設> 柱穴状土坑・貯蔵穴 Pl～ 5と焼± 1基を検出した。貯蔵穴の埋土は暗褐色土の単層

である。主柱穴は確認できなかった。 Plは貯蔵穴と思われ、埋土中から土師器片が出土している。

<カ マド> カマ ドは 1基検出した。南壁側に設置される。文化課の試掘による撹乱とS D73に切られてい

るため残存状況は良くない。燃焼部焼土と芯材として使用されていたと思われる自然石 。土師器等のみ残存

していた。燃焼部は45× 25cmの ほぼ円形の焼土が形成され、層厚は 5 cmを測る。煙道、煙出しピットはSD

73に切られているため残存していない。

<遺 物> 22の高台付皿 ?と 23の長胴甕が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

S108竪穴住居跡 (第 12図、写真図版 10)

<位置・重複関係> 調査区中央部 VE2d～ VE3dグ リッド、標高71.4mに位置する。重複関係はない。

<検出状況> 文化課 トレンチ75を調査中に南北に走る幅40～ 70cmの細長いプランを検出したため、当初は

溝跡と考えていたが、検出を進める内に清跡がU字形のプランとなり、南側に壁と思われる立ち上がりと埋

土の一部を検出した。掘り方の一部が溝跡のように見えたもので竪穴住居跡と判明したものである。検出面

は V層面である。

<平面形・規模> U字 形の掘り方と南側に残った壁から推測すると、平面形はほぼ隅丸方形を呈し、規模

は 5× 4m、 主軸方位はE-6° 一 S、 床面積は20.18だ と推定される。

<埋 土> ほとんど残存していない。南側に一部残った埋土は暗褐色土を主体に構成されているが、掘り

方埋土の可能性がある。

<壁・床> 壁は後世の撹乱と文化課 トレンチにより残存していないため全容が不明である。検出段階で壁

と思われた立ち上がりは、床面まで削平されていることから掘り方の一部であると思われる。床面は一部残
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S106AA′

1.10YR2/3 黒褐色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/6)
30～ 50%混入粘性ややあり締まりあり

S106BB′

1.10YR2/3 黒褐色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/6)
30～ 50%混 入 粘性 やや あ り 締 ま りあ り

SIカ マド
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S106P3FF
l 10YR2/2 黒褐色シルト明黄褐色粘土質土

(10YR7/6)ブ ロック状混入
炭化物少量混入 粘性ややあり締
まりややあり

Eトーー  L三 71.000m   ――→E′

S106)完土 EE′
1.5YR4/6 赤褐色焼土燃焼なし締まりやや

あり
2.10YR3/2 黒褐色シルト焼土粒・炭化物粒・

黄種シルトプロック混入粘性なし

締まりややあり

Cトー  L=71.200m    ―引 C′

S106カ マドCC′
1.10YR3/2 黒褐色シルト炭化物粒・焼土粒少量混入

粘性あり締まりややあり
2  5YR4/6 赤褐色焼土主体に黒褐色土(10YR3/2)30

%混入粘性あり締まりあり
3. 5YR4/6 赤褐色焼土と黒褐色土(10YR3/2)20～ 50

%混入粘性あり締まりあり(天丼部崩落
上 )

4.5YR4/8 赤褐色焼土 粘性あ り 締ま りかな りあ り
(燃焼部 )

盈
獨

ｖ

Ｐ

Dトー LE71.200m

3

引 D′

１

一１０

S106カ マドDD′
1 10YR3/2 黒褐色シルト炭化物粒・焼土粒少量混入粘性あり締まり

ややあり
2 5YR4/6 赤褐色焼土主体に黒褐色土(10YR3/2)30%混入粘性あり

締よりあり
3 10YR3/2 黒褐色土と赤褐色焼土(5YR4/6)の 混合土炭化物微量混入
4.10YR6/6 責褐色粘土と黒褐色土(10YR2/3)の混合土焼土(2.5YR5/8)

混入炭イ吻 袖に少量混入粘性かなりあり締まりかなりあり
5 10YR2/3 黒褐色土責橙粘土質土(10YR7/81509/9と焼土(25YR5/8)

少量含む
6 10YR2/2 黒褐色土責橙ブロック焼土粒微量混入粘性あり締まりや

やあり
7 10YR2/3 黒褐色土と黄橙粘土質土(10YR7/8)の混合土炭化物粒30%

混入

0        1 :60      2m
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SD07EE′
1. 10YR2/8 黒褐色シルト 黄褐色粘土質土(10YR5/8)ブ ロック

状微畳混入粘性なし締まりややあり
2.10YR3/4 暗褐色シルトと黄褐色粘土質上(19YR5/8)の 混合土

粘性なし締まりややあり

S107FF′

1.10YR2/2 黒褐色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/8)粒 状微量混入
粘性なし締まりあり

軋

S107 CCI
l,10YR3/3 暗褐色シルト炭化物・焼上粒混入粘性あり締まりあり
2.10YR6/8 明黄褐色シルト粘性あり締まりあり
3.10Y良5/8 明責褐色ンルト粘性ややあり締まりあり

卜 ―引B′

ヨ津

S107A▲′

1. 10YR'/3
2. 10YR2/3
3. 10YR2/3
4. 10YR6/8

10YR2/3
10YR3/3
10YR5/8

黒褐色シルト粘性なし締まりややあり
黒褐色シルト明貢褐色土ブロック状2079混入 粘性なし締まりややあり
黒褐色シルト明責褐色土ブロック状10%混入粘,生なし締まりややあり
明責褐色粕土質土と明褐色シルト(10YR 3/4)の 混合土 粘性なし締まり
ややあり
黒褐色シルト明褐色焼土(7.5YR5/8)プロック状混入

雲糧琶難生督皇§堡最た僧落雹917之睾良竜,も協究紹監落繁 ず
ややあり

SЮ7BJ
l.10VR3/3 暗褐色シルト焼土混入 粘性なし締まりあり
2.10YR2/3 黒褐色シルト粘性なし締まりあり
3.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/め30勢混入粘性なし締まりあり
4,10YR2/2 黒褐色シルトと黄褐色粘土質土(10マR5/8)の混合土 Hf■なし締まりあり
5 10YR5/8 黄褐色粘土質土粘性なし締まりあり

L=71.300m ―引D′

SD07 Dう
′

1, 10YR3/8 暗褐色シルト炭化物・焼土粒混入粘性あり
締まりあり
明黄褐色シルト粘性あり締まりあり

明黄褥色シルト粘性ややあり締まりあり

可

一．輛
Ｓ

10YR6/8
10YR5/8

S107竪穴住居跡
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存している部分では平坦で堅くしまっている。貼り床は検出されなかった。

<柱穴 。他の施設> 柱穴状土坑Pl～ Hと焼± 1基を検出した。柱穴状土坑の埋土は暗褐色土の単層であ
る。 Pl～ 6・ 8。 10は規則性が見受けられないことと削平がかなり進んでいたことを鑑みて後世の撹苦し
の可能性も考えられる。大きさ位置等からP7・ 9が柱穴と思われる。埋土中から土師器片が出土している。

<カマド> カマド本体部は検出されなかったが、燃焼部跡を確認した。燃焼郡位置から推測するに東壁側
の北よりに設置されていたと考えられる。燃焼部は長軸66×短軸60cmの だ円形の焼土が形成され、層厚は10

cmを測る。

<遺 物> 完形の杯24～27が南東隅より出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

B       ぼ

S108 AA′

1.10YR2/1 黒色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/6)ブ ロック状 10%混入粘性あり締まりややあり
2.10YR2/1 黒色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/6)プ ロック状 30%混入粘性あり締まりややあり
S108 BB′

1.10YR2/1 黒色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/6)ブ ロック状 10%混入粘性あり締まりややあり

Cトー 一引C′ DI―  L三71.900m  ―引 D′

S鵠
橙色焼± 7.5YR黒褐色シルト混入粘性なし締まりややあり
黒褐色シルト10YR斎褐色粘土質土混入粘性ややあり締まりややあり

黄橙焼± 7.5YR黒褐色シルト混入粘性なし締まりややあり
黒色シルト粘性なし締まりあり
黒褐色シルト10YR黄褐色粘土質土混入粘性なし締まりあり0
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S108 CC′

1, 7 5YR7/6
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S108 DD′

1 7 5YR7/6
2. 1.5YR2/1
3. 10YR3/1
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1 :60        2m
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S110堅穴住居跡 (第 14区、写真図版H。 12)

<位置 。重複関係> 調査区北の東側区ⅣF6dグ リッド、標高71.8mに位置する。南側をSD■ 1と SD

106に切られる。

<検出状況> 検出面は V層面である。南北に走る現代の農業用水溝により削平を受けていた。

<平面形・規模> 竪穴住居跡の東部分が調査区外に延び、全体を検出できなかった。また、南側が溝跡に

切られているため全容は不明だが、平面形はほぼ方形を呈し、規模は長軸4.5m、 短軸4.Om前後と推定され

る。主軸方位は N、 床面積は12.61だ と推側される。

<埋 土> 2層 に大別される。黄褐色土粒を含む、堅く締まった暗褐色土を主体に構成されている。

<壁・床> 壁は床面から鋭角的に立ち上がる。上部全体が後世の開田による削平を受けて全容は不明であ

る。残存する壁高は、北壁 10cm、 西壁 2 cmを測る。床面は平坦で堅く締まっている。断面の観察から部分的

に貼り床を施していたと思われるが、平面上からは確認できなかった。

<柱穴 。他の施設> 西側から北側にかけて壁溝が巡り、全容は不明だが、おそらく全体に巡つているもの

と思われる。幅 16～ 22cm、 深さ12～ 26cmを測る。柱穴はPl～ 15を検出した。埋土は暗褐色土の単層である。

規則的な並びが見受けられないため、後世における杭穴等の境乱の可能性も高いと思われる。

<カマド> カマドは 1基検出した。北壁側の若干東よりに設置される。ちょうどカマ ドの中央部分は農業

用水溝により破壊されていたが、両袖部分と燃焼部焼土は残存していた。袖部には芯材として土師器片が使

用され、黄褐色粘土と暗褐色土で被覆されていた。燃焼部は28× 22cnの ほぼ円形の焼土が形成され、層厚は

2 cmである。煙道と煙出しピットは撹乱により残存していない。

<遺 物>35。 37の郭、36の高台付皿、38の小型甕、39～42の長胴甕43～44の甕が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

S111堅穴住居跡 (第 15図、写真図版 13。 14)

<位置 。重複関係> 調査区南の東端ⅧF4d～ⅧF5dグ リッド、標高71.3mに位置する。重複関係はな
立ゝ。

<検出状況> 検出面はⅣ層面である。プランの中央部分は文化課 トレンチにより削平を受けている。

<平面形・規模> 竪穴住居跡の西側部分が調査区外に延びており、全体を検出できなかったため全容は不
明である。検出した部分から平面形はほぼ方形を呈し、規模は長軸4m前後、単軸3.6mと推定される。主

軸方位は E、 床面積は12だ前後と思われる。

<埋 土> 4層 に大別した。黄褐色土粒を含む、堅く締まった暗褐色土を主体に構成されている。

<壁・床> 壁は床面から緩やかに立ち上がる。残存する壁高は、北壁 16cm、 南壁 8 cm、 東壁12cmを測る。

床面は平坦で堅く締まる。貼り床は検出されなかった。

<柱穴 。他の施設> 柱穴はPl～ 6を検出した。埋土は暗褐色土の単層である。規則的な並びが見受けら
れないため、後世の杭穴の可能性も高いと思われる。また、住居跡やや中央に 2基の焼土を検出した。焼土

1は層厚 l cm、 焼± 2の層厚は l cmを測る。文化課トレンチにより削平を受けているため用途については不

明である。P3は貯蔵穴と思われる.

<カ マド> カマドは 1基検出した。東壁側のほぼ中央に付設される。袖部には芯材として土師器片や自然
石が使用され、黄褐色粘土と暗褐色土で構築されていた。燃焼部は50× 45cmの ほぼ円形の焼土が形成され、

層厚は 6 cmである。煙道と煙出しピットは検出されなかった。
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粘性ややあり締まりややあり
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2. 10YR3/8

FY2叫′

彰
S110 FF′

1. 10YR2/3

2. 10YR5/6

引 B′

黒褐色シル ト黄褐色粘土質土(10
YR5/6)10～ 20%混入 粘性ややあ
り締まりあり
黄褐色粘土質± 1層5%混入 粘性
あり締まりあり

Gトー L=71.800m ―引 G′

S=売 1_ 10YR4/3

2. 10YR3/3
3. 10YR4/3

4. 10YR4/6

5.  5YR3/6

Bトーー           L三 72.300m

創ЮA

溝

S110 AA′

1. 10YR2/2

S110 BB′

1. 10YR2/2

1

黒褐色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/6)10～ 20%混入
炭化物粒少量混入 粘性ややあり締まりあり

黒褐色シルト黄褐色粘土質土(10YR5/6)10～ 20%混入
炭化物粒少量混入 粘性ややあり締まりあり

S110 GG′

1. 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質土 明赤褐色焼土粒60%
混入粘性なし締まりあり

2.10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質上明赤褐色焼土粒微量
混入粘性なし締まりあり

S=売

Hトー    L=72.100m    一引H

S=売

にぶ い黄褐色粘上質土 明赤褐色焼土粒 60%混 入
粘性 な し 締 ま りあ り

暗褐 色 シル ト粘性 あ り 締 ま りあ り

にぶ い黄褐色粘土質土 明赤褐色焼土粒微量混入

粘性 な し 締 ま りあ り

褐色粘土質土 と暗褐色 シル ト(10YR3/3)の 混合土
粘性 ややあ り 締 ま りかな りあ り

暗赤褐色 粘性 あ り 締 ま りあ り
0        1 :60       2m

S110堅穴住居跡
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SHl(1)

Bトー    L三 72.000m ―引B′

S11l AA′

1.10YR2/2 黒褐色シルトと黄褐色粘土質土(10YR5/6)
の混合土 粘性ややあり締まりややあり

2.10YR2/3 黒褐色シル ト粘性あり締まりややあり
3.10YR2/2 黒褐色シル トと黄褐色粘土質土(10YR5/8)

の混合土 粘性ややあり締まりなし
4.10YR4/6 褐色粘土質土 粘性あり締まりややあり

S11l BB′

1.10YR2/2 黒褐色シルト粘性ややあり締まりややあり
2.10YR2/2 黒褐色シル トと黄褐色粘土質土(10YR5/6)

の混合土 粘性ややあり締まりややあり

Gトー   L三71,700m ―引G′

H浮■5鯉蜘H′

S11l HH′
     説

1.2.5YR2/6 暗赤褐色焼土 粘性
あり締まりあり

Eド・6001n E′

彰
S11l EE′

1.10YR3/2 黒褐色シル ト
2.10YR3/4 晴褐色シルト

S11l CC′
 S=

1. 7.5YR3/3
2. 5YR2/2

4. 2.5YR4/4
5. 10YR4/3

6. 10YR5/8

S11l DD′

1. 7.5YR3/3
2. 5YR4/6

3. 7.5YR4/4
4. 2.5YR4/3

FI―     L三71.600m    ――干
′

S11l FF′

1.10YR3/3 暗褐色シルトと褐色粘土質土(10YR4/4)の混合土
炭化材混入 粘性なし縮まりややあり

2.10YR2/2 黒褐色シルト粘性なし締まりあり
3.10YR4/4 褐色粘土質土 粘性ややあり締まりあり

L三71.700rn 引 C′

炭化材混入 粘性なし締まりややあり
黄褐色粘土質土混入 粘性なし締まりややあり

)                4

暗褐色シル ト粘性なし締まりなしくカマド盛土)
赤褐色焼± 1層を含む混合土 粘性なし締まり
なし (カマド天丼)
赤褐色焼土 粘性なし締まりややあり(燃焼部)
にぶい黄褐色粘土 粘性あり締まりかなりあり

(袖部分)
黄褐色粘土 粘性あり締まりかなりあり(袖部分)

DI―    L三71.800m    ―引 D′

S=為

暗褐色シル ト粘性なし締まりなし (カマド盛土)
赤褐色焼± 1層を含む混合土 粘性なし締まり
なし (カマド天丼)
褐色シル ト粘性なし締まりややあり

赤褐色焼土 粘性なし締まりややあり (燃焼部)

0        1 :60       2m
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2.  5YR4/6
4. 2.5YR4/4
6. 10YR5/8

赤褐色焼± 1層 を含む混合土 粘性なし締まりなし

赤褐色焼土 粘性なし締まりややあり

赤褐色焼土 粘性あり締まりかなりあり

第15図  S lll堅穴住居跡
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<遺 物> 48～ 50の杯、51の柱状高台、52～ 54・ 56の小型甕、55,57・ 59・ 60・ 62の甕、 58・ 61・ 63の長

胴甕、64の鍋等が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

S112竪穴住居跡 (第 16図、写真図版 15)

<位置 。重複関係> 調査区北の東側区Ⅷ F9e～ Ⅷ F9dグ リッド、標高70,7mに位置する。中央部をS

D1301こ切られる。

<検出状況> 試掘で検出していたもので、検出面はⅣ層面である。

<平面形・規模> 竪穴住居跡の東部分が調査区外に延びており、全体を検出できなかった。全容は不明だ

が、平面形はほぼ方形を呈し、規模は長軸4.5m、 短軸3.8m前後と推定される。主軸方位は不明、床面積は

17.1ポ前後と思われる。

<埋 土> 2層 に細分され、黄褐色土粒を含む堅く締まった暗褐色土を主体に構成される。

<壁・床> 壁は床面から鋭角的にに立ち上がる。上部全体が後世の開田による削平を受けて全容は不明で

ある。残存する壁高は、北壁 5 cm、 南壁 10cm、 西壁 15cmを 測る。床面は平坦で堅く締まる。断面の観察から

部分的に貼り床を施していたと思われるが、平面上からは確認できなかった。

<柱穴・他の施設> Pl～ 2を検出した。埋土は暗褐色上の単層である。規則的な並びが見受けられない

ため、後世の杭穴の可能性も高いと思われる。一部、持ち込んだと思われる白色粘土が少量残っていた。

<カ マ ド> カマ ドは検出されなかった。

<遺 物> 68の高台付郭や細片のため図化しなかったが69～74の外が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

S113堅穴住居跡 (第 16図、写真図版 16)

<位 置> 調査区中央 VE4d～ VE4eグ リッド、標高71.2mに位置する。重複関係はない。

<検出状況> 部分的に残るⅢ層黒色面で赤褐色焼土の広がりを検出し、焼土付近からは土師器片等がまと

まって出土した。また、焼土脇には貯蔵穴と思われるピットを有していたため竪穴住居跡と判断したもので

ある。床や壁などその他の付属施設は開田時の削平を受けたため残存しなかったと考えられる。

<規模 。平面形> 焼上部の規模は長軸59～ 81cm、 短軸27～57cmを測 り、平面形は不整である。焼土両脇に

Pl～ P2を有し、土師器片等が出土していることから貯蔵穴と思われる。袖部や袖部の芯材として使用さ

れることが多い自然礫や土器片等は検出されなかった。主軸方位は東方向と推定される。

<遺 物> 170～ 173の杯、 174。 175の甕が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。
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(2)SK 101堅 穴状遺構

調査区中央部から 1棟検出された。平面形が円形を呈しているが、焼土周辺から土師器片などが出土して

る。カマ ドなどの施設が検出されないことから竪穴状遺構としたものである。

S K 101堅穴状遺構 (第 17図、写真図版 17)

<位置 。重複関係> 調査区中央部VE2d～ VE3dグ リッド、標高71.4mに位置する。重複関係はない。

<検出状況> 7号 焼土を精査後に掘り下げ、廃棄されたと思われる焼土の広がりとはっきりと確認しにく

いが円形の暗褐色のプランを検出した。当初は竪穴住居跡と考えていたが、カマド等の施設が検出されなかっ

たことから竪穴状遺構としたものである。

<平面形・規模> 平面形は楕円形を呈する。南壁の立ち上がりが明瞭でないため長軸 3m、 短軸2.8m前

後と推測される。

<埋 土> 2層 に大別した。暗褐色土主客に焼土ブロックが混入する。

<壁 。床> 明瞭な立ち上がりがみられないが、北壁 5 cm、 東壁 5～ 10cm、 西壁 3 cmを測る。床面はほぼ平

らで堅く締まる。

<柱穴 。他の施設> Pl～ 2を検出した。Plか ら大きな礫が出土し、P2か ら土師器片が出土している。

その他の施設は検出されなかった。

<遺 物> 土鈴と28～ 34の邪が (内 2点内黒処理)、 図化しなかったが粘土焼成塊が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

<その他> プランは円形を呈しており、焼土が広範囲で検出されたことや焼成粘土塊等が出土しているこ

とから土器焼成遺構の可能性も考えた。しかし現地性焼土等もなくそれを裏付けることはできなかった。よっ

て本遺構の詳細については不明である。

V!乳絲 3A黒 褐色ジ〒【 H Ftゃゃぁり締まりあり         T
2.10YR3/1 黒褐色シルト明責褐色粘土質土(10YR6/8)と 赤褐色焼土(5YR4/8)プ ロック状況入 粘性ややあり締まりあり
S109 BB′

】:器畳銑繋且シ打1機継継姦鵠晶/燐激 出   L三7Z500m
粘′性ややあり締まりあり

第 17図  SK 101竪穴状遺構
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(4)焼土遺橋

焼土遺構は 7基検出した。全て調査区中央部からの検出である。中には焼土中や焼土周辺に土師器等の土

器が出土しているものがある。これらの焼土遺構は住居のカマド跡の可能性が高いと考えられる。恐らく一

帯が開田時の削平、または後世の耕作による撹乱を受けたため焼上部分しか残存しなかったものと推測され

る。

S X01焼土遺構 (第 18図、写真図版18)   ´

<位 置> 調査区中央郡VF4fグ リッド、標高71.2mに位置する。

<検出状況> 赤褐色土の広がりとして検出した。土師器等の土器片が多く出土することから竪穴住居カマ

ド跡の可能性が高い。

<規模・平面形> 規模は長軸83cm、 短軸22～69cmで、層厚 7～ 15cmを測る。平面形は不整を呈している。

<遺 物> 149～ 151の郭、152の高台付lTh?が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のと思われる。

S X02焼土遺構 (第 18図、写真図版18)

<位 置> 調査区中央部VF4bグ リッド、標高71.2mに位置する。

<検出状況> 赤褐色焼土の広がりとして検出した。

<規模・平面形> 規模は長軸76cm、 短軸20cm～ 42cm、 層厚 5～ 8 cmを測る。平面形は不整な精円形を呈す

る。

<遺 物> 出上していない。

<時 期> 不明である。
S X03焼土遠構 (第 18図、写真図版19)

<位 置> 調査区中央部VF5fグ リッド、標高71.2mに位置する。

<検出状況> 赤褐色焼土の広がりとして検出した。

<規模 。平面形> 規模は長軸24cm、 短軸21cm、 層厚 5 cmを測る。平面形はほぼ円形を呈する。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S X04焼土遺構 (第 18図、写真図版 19)

<位 置> 調査区中央部VF5fグ リッド、標高71.2mに位置する。

<検出状況>赤褐色焼上の広がりとして検出した。焼土中から土師器片が出土していることから、竪穴住居

カマド跡の可能性が高いと考えられるが、詳細については不明である。

<規模・平面形> 規模は長軸52cm、 短軸49cm、 層厚 6～ 10cmを測る。平面形は歪んだ精円形を呈する。

<遺 物> 焼土中から郭破片154・ 155が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

S X05焼土遺構 (第 18図、写真図版19)

<位 置> 調査区中央VF5gグ リッド、標高71.2mに位置する。

<検出状況> 赤褐色焼上の広がりとして検出した。焼土検出面上、焼土中から土師器イや甕の破片が多く

出土していることから竪穴住居カマド跡の可能性が高い。

<規模・平面形> 規模は長軸64cm、 短軸35～ 57cm、 層厚 5～ 7 cmを測る。平面形は不整である。

<遺 物> 154・ 156。 164の甕破片、155・ 159～ 163の tTh、 158の須恵器片が出土している。
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<時
―
期> 1出土遺物から平安時代の可能性が高いと思われる。

SX.00焼土遺構 (第 18図t写真図版1‐9)

<位 置>― 調査区中1央中央部VE5gグリッド、標高71.3mに位置する。
<検出状況> 赤褐色焼土の広がりとして検出した。一部境乱を受けている。
<規模・平面形> 規模は撹乱のためはっきりしなぃが、確認|できる部分では長軸67蜘、短軸47oal、 層厚7
cmを測る。平面形は菱形を呈する。      ・

<遺 物> 165の須恵器片が出土している。.
<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる..
S X07焼土追構 (第18図(写真1図版20)

<位 置> 調査区中―央部VE4eグリッド、標高71.lmに位置する。
<検出状況> 赤褐色焼土の広がりとして検出した。燒土検出面上、焼土中から土師器の杯、寮破片がdj主
していることから、竪穴住居カマド跡だったと思われる。

<規模・平面形> 規模は長軸52～52cm、 短軸28.～ 38cm、 層厚12cmを測る。平面形は不整である。
<遺! 物> 焼土検出面上、焼土中から166・ 107・ 169の甕永 ユ6Sの邦片が出土している。
<時 期> 出土遺物から平安時代の可能性が高いと思われる。
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第 18図  S X01～ OI焼土遺構
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(4)墓墳

調査区北側で 2基を検出した。どちらも渥美産と思われる陶器片と骨片が出土した。骨片については少量

のうえ細片で詳細については不明である。

S K01墓壊 (第 19図、写真図版 28)

<位置 。重複関係> 調査区北の東側ⅣF2c～ ⅣF3cグ リッド、標高72.lmに位置する。重複関係はな

い。

<検出状況> 表土除去中に暗褐色上の楕円形のプランを検出し土坑と考えていたが、精査中に陶器片と骨

片が出土したため、後で墓墳としたものである。

<平面形・規模> 平面形は卵型に近い楕円形を呈する。規模は開口部径2.7× 1.2m、 深さ64cm、 面積3.24∬

を測る。長軸の軸線方向はN― Wである。

<底面・壁> 底面は緩く湾曲し、やや堅く締まる。壁は底面から緩やかに立ち上がる。

<埋 土> 黄褐色土ブロックを含む、暗褐色土を主体に構成される。埋土上位には自然石が 6個入れられ

ていた。

<出土状況> 土坑底部、埋土下位～上位にかけて渥美産と思われる陶器片30点が出土し、埋土中位から骨

片が出土している。また、埋土上位からはロクロかわらけが出土している。炭化物も混入しており、種実は

コナラと同定された .

<遺 物> 渥美産の陶器片格子状押印文20数点が出土している。

<時 期> 出土遺物などから12世紀の遺構と考えられる。

S K02墓境 (第 19図、写真図版 28)

<位置 。重複関係> 調査区北の東側ⅣF2cグ リッド、標高72.lm、 1号墓墳の北東1.8m位置する。重

複関係はない。

<検出状況> 表土除去中に暗褐色土の楕円形のプランを検出し土坑と考えていたが、精査中に陶器片と骨

片が出土したため、後で墓墳としたものである。

<平面形・規模> 平面形は精円形を呈する。規模は開口部径 1.5× 1.2m、 深さ55cm、 面積1.36ゴ を測る。

長軸の軸線方向はN― Wである。

<底面・壁> 底面は緩く湾曲し、やや堅く締まる。壁は底面から緩やかに立ち上がる。

<埋 土> 黄褐色土ブロックを含む、暗褐色土を主体に構成される。埋土上位には自然石が 2個入れられ

ていた。配置等に規則性は見られなかった。

<出土状況> 埋土中位から修復痕のある渥美産と思われる陶器片 1点が出土し、埋土中位から骨片が出土

している。

<遺 物> 渥美産の陶器片 1点が出土している。この陶器片には修復痕がみられる。

<時 期> 出土遺物などから12世紀の遺構と考えられる。

(5)土坑

調査区全体で51基を検出した。遺物が出土する土坑が少なく詳細について不明なものが多い。また、単独

の遺構としては精査した土坑の中には後述する粘土採掘土坑群に属する可能性が高いものも含まれていると

思われる。
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第 2表 土坑観察表 (1)

遺 構 名 S K31土坑 遺 構 名 S K32土坑 遺 構 名 S K33土坑

図 版 第 19図 図 版 第 19図 図 版 第19図

写 真 図 版 第 21図 写 真 図 版 第21図 写 真 図 版 第21図

位 置 VE2b～ VE2c 位 置 VF5d 位 置 VF5d

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平  面  図 円形 平  面  図 不整な楕円形 平  面  図 円形

規

模

ｃｍ

開口部径 165× 168 規

模

ｃｍ

開日部径 148× 200 規

模

ｃｎ

開口部径 H5× 124

底 部 径 100× 105 底 部 径 94× 120 底 部 径 65× 80

深 さ 深 さ 深 さ
川
社

埋 土 黒褐色土主体の単層である 埋 土
暗褐色土と黄褐色土が主体
の 4層に大別される

埋 土
黒褐色土と黄橙粘土が主体
の 3層に大別される

底 面
ほぼ平坦で、締まりはあま

りない
底 面
やや湾曲し締まりはあまり

ない
底 面
平坦であり締まりはあまり

ない

壁
底面から外傾して立ち上が

る
壁
底面から左側は内湾し,右側
は緩やかに外傾し立ち上がる

壁
底面から外傾しながら立ち

上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 75の須恵器甕、土師器片

時 期 不明である 時 期 不明である 時 期 平安時代

遺 構 名 S K34土坑 遺 構 名 S K35土坑 遺 構 名 S K36土坑

図 版 第 19図 図 版 第 19図 図 版 第 19図

写 真 図 版 第21図 写 真 図 版 第22図 写 真 図 版 第22図

位 置 ⅣD3e 位 置 VF5g 位 置 VF4b～ VF4c

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平  面  図 ほぼ円形 平 面 図 不整な楕円形 平 面 図 不整な精円形

規

模

ｃｍ

開口部径 106× 118 規

模

ｃｍ

開口部径 185× 230 規

模

ｃｎ

開口部径 405× 475

底 部 径 22× 32 底 部 径 80× 145 底 郡 径 335× 470

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色が主体の 3層 に大別
される

埋 土
黒褐色土と明黄褐色土が主

体の 3層に大別される
埋 土
黒褐色土が主体の 4層に大
男Uされる

底 面
狭く湾曲し締まりはあまり

ない
底 面
ほぼ平坦で締まりはあまり

ない
底 面
ほぼ平坦で堅く締まってい

る

壁
底面から内湾気味に外傾し

立ち上がる
壁 底面から外傾し立ち上がる 壁

底面からやや直立気味に立

ち上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 79・ 80の須恵器片、 遺 物 青磁片302 常滑陶器片230

時 期 不明である 時 期 平安時代 時 期 12世紀

※ユニ=ユニパック
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S K01墓 坑

Aトー  L三 72.400m 引 〆

S K02墓坑 SK31

八

ド

Aトー  LE71.900m   引 〆

SK3
1.10YR2/2 黒褐色 シル ト

10YR4/6褐色粘土質土を含む
粘性ややあ り 締 まりややなし

SK57
1. 10YR2/2

2 10YR3/3

3 10YR3/3

黒褐色シル ト

炭化物混入

暗褐色 シル ト

焼土粒混入

暗褐包 シル ト

焼土粒混入 A卜  L三 72.600m―引A′

黒褐色シル ト 粘性なし 締まりあ り
職 褐色シル ト 黄褐色粘土質土極小粒微量含む
粘性ややあり 締まりややなし
黄褐色粘土質上に黒褐色ンル ト混合土

粘性ややあり 締まりややあり

さ明黄褐色粘土質±20%混入
粘性あ り 締 ま りあ り
明責褐色粘土質土 ブロック混入

粘 FtLあ り 締ま りあ り
明黄褐色粘土質±30%混入
粘性あ り 縮ま りあ り

ド

A十一 L=70,600m ―引 A′

黒褐色シル ト 粘性なし 締まりあ り
暗褐色シル トに黄褐色粘土質上の混合土

粘′陛ややあ り 締ま りあ り
暗褐色シル トに黄褐色粘土質上の混合土

水分を多 く含む 粘性あ り 締ま りなし
黄褐色粘土質土 水分を多 く含む
粘性あ り 締ま りなし

SK34
1 10VR2/2
2 10YR2/3

3_ 10YR5/6

SK32
1. 10YR3/1
2 10YR3/3

3 10YR3/4

4. 10YR5/8
銘

A卜 LE71.000m 引 〆

SK35
1. 10YR2/1 ～ 2/2黒褐色シルト 炭化物粒焼土粒微量含む

粘性あり 締まりあり
2.10YR6/8 明黄褐色粘土質土 人為堆積の可能性あり

粘性あり 締まりかなりあり
3 10YR2/1 黒褐色シルトに責褐色粘土質土ブロック少量混入

粘性あり 締まりややなし

Aトー L三72.200m _A′

SK58
1 10YR2/2 黒褐色シル ト 炭化物粒、焼土粒混入

粘イ陛あ り 締ま りあ り
2.10YR3/3 暗褐色シルト 明黄褐色粘土質±60%混入

粘性あり 締まりあり

名

Aトー L三 70。900m―引パ

1 10YR2/2 黒褐色シルト 炭化物微量混入
粘性あり 締まりややあり

2 10YR2/2 黒褐色シルトを主体に黄橙粘±40%混入
粘性 あ り 締 まりあ り

3.10YR7/8 黄橙粘上に黒褐色シル トの混合土
粘性 あ り 締 まりあ り

SK86
1. 10YR2/3
2. 10YR2/2
3. 10YR3/3
4. 10YR3/4

S K01・ 02墓坑・ S K31～ 36土坑

ド

L=71.400m 引 〆

黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土 プロック微量混入  粘性 ややあ り 締ま りかな りあ り
黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土 ブロック50%、 炭化物微量混入  粘性あ り 締 ま りあ り
暗褐色シル ト 黄褐色粘土質土 ブロック70% 粘性かな りあ り 締まりあ り
暗褐色シル ト 黄褐色粘土質土 プロック80%、

露彗子索§写含り       を~~~~_二|〆⊇一――――ギ
m

第19図
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第 2表 土坑観察表 (2)

遺 構 名 S K37土坑 遺 構 名 S K38」二,完 遺 構 名 S K39土坑

図 版 第20図 図 版 第20図 図 版 第20図

写 真 図 版 第23図 写 真 図 版 第23図 写 真 図 版 第23図

位 置 VD2g～ vD3g 位 置 VF4b～ VF5b 位 置 V F5d

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 円形 平 面 図 不整な隅丸方形 平  面  図 円形

規

模

ｃｍ

開口部径 238× 258 規

模

ｃｍ

開口部径 200× 268 規

模

ｃｍ

開口郡径 H5× 12雪

底 部 径 95× 121 底 部 径 128× 152 底 郡 径 65× 80

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土と暗褐色上が主体
の 3層に大別される

埋 土
黒色土主体の 5層 に大別さ
れる赤褐色焼土混入

埋 土
黒色土を主体の 6層に大別
される。黄橙粘土質土混入

底 面 やや湾曲し締まっている 底 面
凹凸があり東に傾斜する

堅く締まっている
底 面 ほぼ平坦で締まっている

壁
底面から直立気味に外傾し

立ち上がる
壁
底面から直立気味に立ち上

がる
壁
底面から直立気味に立ち上

がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 土師器細片ユニDl袋 遺 物 土師器郷86・ 87、 須恵器片88 遺 物 土師器細片ユニEl袋

時 期 平安時代 時 期 平安時代 時 期 平安時代

遺 構 名 S K40土坑 遺 構 名 S K41二上坑 遺 構 名 S K42土坑

図 版 第20図 図 版 第20図 図 版 第20図

写 真 図 版 第23図 写 真 図 版 第24図 写 真 図 版 第24図

位 置 VF5b～ VF6b 位 置 VE4d 位 置 5F4b

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平  面  図 不整な隅丸方形 平  面  図 長楕円形 平 面 図 不整な円形

規

模

ｃｍ

開口部径 135× 152 規

模

ｃｍ

開 口部径 65× 325 規

模

ｃｍ

開口部径 75× 80

底 部 径 95× 100 底 部 径 28× 278 底 部 径 50× 55

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土と明黄褐色粘土質土

が主体の5層 に大別される
埋 土
黄橙粘土質土が主体の 5層
に大別される

埋 土
黒色土と黄褐色粘土質土が

主体の 2層に大別される

底 面 中心部が狭く湾曲する 底 面 やや平坦で締まっている 底 面 湾曲し締まっている

壁
底面から緩やかに外傾し立

ち上がる
壁
底面から直角気味に立ち上

がる
壁
底面から緩やかに外傾し立

ち上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不明である 時 期 不明である 時 期 下明である
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第 2表 土坑観察表 (3)

遺 構 名 S K43±■丸 遺 構 名 S K44土坑 遺 構 名 S K45」 J丸

図 版 第20図 図 版 第20図 図 版 第20図

写 真 図 版 第24図 写 真 図 版 第24図 写 真 図 版 第25図

位 置 VE4g～ VE5g 位 置 VE5j 位 置 VE4h

重 複 関 係 SD73を 切る 重 複 関 係 SD72イこ切られる 重 複 関 係 な し

平 面 図 不整な円形 平  面  図 ほぼ半円形 平  面  図 ほぼ円形

規

模

ｃｍ

開口部径 290× 300 規

模

ｃｍ

開 口部径 95× 130 規

模

ｃｍ

開 口部径 135× 162

底 部 径 70× 105 底 部 径 70× 105 底 部 径 HO× 130

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
暗褐色土が主体の 5層に大別
される 黄褐色粘土質土混入 埋 土

黒褐色土が主体の 2層に大
別される 炭が多く混入 埋 土

黒色上が主体の 2層に大別
される

底 面 ほぼ平坦で締まっている 底 面 やや平坦で締まっている 底 面 凸凹があり締まっている

壁 底面から外傾し立ち上がる 壁
底面から直立気味に立ち上

がる
壁
底面から緩やかに外傾し立

ち上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 炭窯の可能性がある 遺 物 93・ 94の土師器片

時 期 不明である 時 期 不明である 時 期 平安時代

遺 構 名 S K 46EL,丸 遺 構 名 S K47土坑 遺 構 名 S K48■ 1丸

図 版 第21図 図 版 第21図 図 版 第21図

写 真 図 版 第 25図 写 真 図 版 第 25図 写 真 図 版 第26図

位 置 VE3f 位 置 VE5e～ VE5f 位 置 Ⅲ C10h

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 SD79を 切る 重 複 関 係 な し

平 面 図 隅丸方形 平  面  図 ほぼ円形 平  面  図 不整形

規

模

ｃｍ

開口部径 110× 185 規

模

ｃｍ

開口部径 195× 235 規

模

ｃｍ

開田部径 130× 285

底 部 径 65× 145 底 部 径 85× ■0 底 部 径 50〉く255

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土が主体の 3層に大
別される

埋 土
黒褐色土が主体の 3層 に大
別される

埋 土
黒色土が主体の 4層に大別
される

底 面 平坦で締まっている 底 面
狭くやや傾斜し礫を含み堅

く締まっている
底 面 凸凹あり締まっている

壁
底面から直立気味に立ち上

がる
壁
底面から段状に緩やかに外

傾し立ち上がる
壁 底面から外傾し立ち上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 土師器甕95～ 100、 年 101 遺 物 な し

時 期 不明である 時 期 平安時代 時 期 不明である
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第 2表 土坑観察表 (4)

遺 構 名 S K49土 坑 遺 構 名 S K50土坑 遺 構 名 S K51土坑

図 版 第21図 図 版 第21図 図 版 第21図

写 真 図 版 第26図 写 真 図 版 第26図 写 真 図 版 第26図

位 置 VF5b 位 置 VF5d～ VF5d 位 置 VF5c

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 粘土採掘土坑

平 面 図 不整な円形 平  面  図 ほぼ円形 平 面 図 不整形

規

模

ｃｍ

開口郡径 135× 152 規

模

ｃｍ

開口部径 172× 184 規

模

ｃｍ

開口部径 106× 190

底 部 径 50× 75 底 部 径 55〉〈 95 底 部 径 45× 105

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土が主体の 2層 に大
号町さ4/1る

埋 土
黒色土と黄橙粘土質土が主

体の 5層 に大別される
埋 土
黒褐色土を主体の単層であ

る黄褐色粘土質土混入

底 面
やや湾曲しやや締まってい

る
底 面 傾斜湾曲し締まっている 底 面

起伏があり粘土で堅く締まっ

ている

壁
底面から緩やかに内湾する

ように立ち上がる
壁
底面から緩やかに立ち上が

る
壁
底面から緩やかに立ち上が

る

副 穴 な し 副 穴 な し 副 六 な し

遺 物 土師器細片 遺 物 土師器甕片甕105、 邦106、 須恵器片 遺 物 土師器細片 2点

時 期 平安時代以降 時 期 平安時代 時 期 平安時代以降

遺 構 名 S K52土坑 遺 構 名 S K53土坑 遺 構 名 S K54■ 1丸

図 版 第21図 図 版 第21図 図 版 第21図

写 真 図 版 第27図 写 真 図 版 第27図 写 真 図 版 第 27図

位 置 VF5b 位 置 VF5c 位 置 IIID l c～ ⅢDld

重 複 関 係 粘土採掘土坑 重 複 関 係 粘土採掘土坑 重 複 関 係 な し

平 面 図 楕円形 平 面 図 ほぼ円形 (欠損) 平 面 図 不整な隅丸方形

規

模

ｃｍ

開口部径 110× 152 規

模

ｃｍ

開口部径 152× 190 規

模

ｃｍ

開口部径 102× 130

底 部 径 45× 62 底 部 径 105× 130 底 部 径 22× 80

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
明黄褐色粘土質土が主体の

3層 に大別される
埋 土
黒色土と黄橙粘土質土が主

体の 3層に大別される
埋 土
暗褐色土が主体の 3層 に大
別される

底 面 起伏があり湾曲する 底 面 平坦で堅く締まっている 底 面
狭くやや湾曲し締まりはあ

まりない

壁
底面から凸凹に外傾して立

ち上iがる
壁
底面から緩やかに外傾し立

ち上がる
壁
やや直角に外傾し立ち上が

る

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不明である 時 期 不明である 時 期 不明である
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SK38

L三71.700m

1 10VR2/2 黒褐色シルト 粘性なし 締まりやや弱
2 10YR2/3 暗褐色シルト 酸化黄褐色土含む 粘性ややあり

締まりややなし
3 10YR1 7 黒色粘土質シルト オリーブ黄色粘±40%混合する

礫含む 粘性あり 締まりあり

SK40
ヽ

Aトー  L三70,800m ―引 A′

SK40
1 10YR2/2 黒褐色シルト 粘性あり 締まりかなりあり
2 10YR7/6 明黄褐色粘土質± 1層 に混入

粘性かなりあり 締まりかなりあり
3 10YR6/6 明黄褐色粘上質土 粘桂かなりあり締まりかなりあり
4 10YR2/2 黒褐色シルトと明黄褐色粘土質上の混合土

人為堆積の可能性あり 粘性あり 締まりあり
5 10YR2/1 黒色ンルト 水の浸透層の可能性あり

粘性あり締まりややあり

LE71.100m

引 A′

人為堆積の可能性 粘性かなりあり
締まりかなりあり

SK61  必

ム

黒色シル トにぶい赤褐色焼±70%、 炭化物混入
粘性あり 締まりあり

2 10YR2/1 黒色ンルトにぶい赤掲色焼±70%、 焼土粒微量混入
粘性あり 締まりあり

3 10YR2/1 黒色シルトに黄橙焼±20%混入 粘桂あり 締まりあり
4 10YR7/6 黄橙粘土 粘性かなりあり 締まりかなりあり
5 10YR2/1 黒色シルト10YR7/6黄橙粘上の混合土 灰自色粘土混入

SK39

1 10YR2/2 黒褐色シルト 黄橙粘土質土ブロック混入
粘性あり 締まりかなりあり

2 10YR2/1 黒色シルト 黄橙粘土質土ブロック10～ 20%混入
粘性あり 締まりあり

3 10VR2/3 黒褐色ンルト 黄橙粘土質土小ブロック60%混入
粘性あり 締まりあり

4 10YR2/1 黒色シルト 黄橙粘土質土プロック混入
粘性あり 締まりややあり

5 10YR2/2 黒褐色ンルト 黄橙粘土質土小ブロック50%混入
粘性あり 締まりあり

＼

ド

一引 A′

X

引 パ

ド

L=71.500m

AトーL=72.200m_引 A′

マ
黒褐色シル ト 明黄褐色粘土質±30%混入
粘性あり 締まりあり

1 10YR3/2 黒褐色シルト 黄褐色粘土質土粒状20%含む
粘性なし 絡まりあり

2 10YR3/8 暗褐色シルト 黄褐色粘土質土粒状IO笏含む
粘性なし 締よりあり

3 10YR3/4 贈褐色ンルト 黄褐色粘土貿土泣状10%含 む
―粘性ややあり 締まりややなし

5 10YR5/8 黄褐色粘土質上 礫を合む 粘性あり
締まりややあり

SK61
1. 10YR2/2

SK44

SK42
1 10YR2/1

Aト ーL=71.200m―引 A′

Aトー  LE71.400m  一引 A′黒色シル ト 黄褐色粘土質土プロック混入
炭化物粒、焼土粒微量混入
粘性あり 締まりあり M44  ~~

A卜  L=71.500m  ~A′

黒色シルト 黄橙粘土質土ブロック少量混入 楢性あり 締まりややあり
黒色シルトと黄褐色粘土質上の混合土 結性あり 締まりあり

性 ____生 渾 壁 ___聟
m

ＳＫ

二

五

2 10YR2/1 黒色シル トと黄褐色粘土質上の混合土
粘性あり 締まりあり 1 10YR2/2 黒褐色シルト 炭化材混入 粘性なし締まりあり

2 10YR2/1 黒褐色シルト 粘性なし 締まりあり

第20図  S K37～45土坑

-37-



為

「
AトーーL=71.800Hュ ーー→A′

SK46

1 10YR2/1 黒色ンルト炭化物微量混入 粘性あり
締まりあり

2.10YR2/2 黒褐色シルト粘性あり 締まりややあり
3.10YR7/8 黄橙粘土質土と黒褐色シルト混合土 粘性

かなりあり締まりあり

― ― ―        <

SK50

ド

Aトー L=7■ 500m 引 A′

AトーーL=73.200m~Ar

暗褐色ンルト黄褐色粘土質プロック

粒混入 粘性あり締まりややあり

褐色シルト粘性あり締まりややあり

暗褐色ンルト黄褐色粘土質ブロック

粒混入 粘性あり 締まりややあり

SK54

1. 10YR3/8

2. 10YR4/4

3 10YR3/3

2.10YR3/4 暗褐色シルト 粘性あり

SK49      
まりややあり

/4

Aトー L=70.700m ―引N

L=71.100m

暗褐色粘土質土 粘性あり締まりかなりあり

明黄褐色粘土質土 暗褐色粘土質±10%混入

粘性あり締まりかなりあり

明黄褐色粘土質上 暗褐色シルト60%混入

粘性かなりあり 締まりかなりあり

暗褐色シルト 粘性あり
締まりややあり

黒褐色シルト黄橙粘土質土粒微量含む

粘性あり締まりややあり
黄橙粘土質土と黄粘土質混合土 粘性あり
締まりあり

SK47
1. 10YR3/8

<

崖
為

A卜 引 A′

¥∵ЪYR7/8黄 橙粘土質土粘性あり締まりかなりあり      2 10YR7/8
2 10YR3/1 黒色シルト 1層がプロック状混入粘性あり締まりかなりあり
3.10YR2/1 黒色シルト 1層がプロック状少量混入粘性あり締まりややあり
4 10YR2/1黒 色シルトを主体に黄橙位精土質±70%混入粘性あり締まりややあり
5,10YR2/1黄 橙粘土質土(101rR7/8)と 灰白粘土(10YR8/2)の 混合土粘性あり 締まりあり

SK52

SK51

1 10YR3/1 黒褐色ンルトを主体に黄褐色粘土質上、
黄橙ブ粘土質上の混合上(盛土)
粘性なし 締まりあり

2,10YR8/6 黄橙粘土質土粘性ややあり締まりあり
3  5Y6/1 灰色粘土粘性あり締まりあり

Aトーー    L=70。900m 引 A′

――引A′

SK48

SK48

1,7.5Y貶 /1
2.75YR2/1

A

ド  再

調
査
区
外

A卜 L=73.000m

黒色シルト粘牲なし締まりあり
黒色シルト褐色粘土質土微量混入粘性あり

L=71.100m   ――引A′

SK52

1,10YR3/4

2.1叫R7/6

3 10YR7/6

1.10YR7/8 黄橙粘土質土 粘性かなりあり

締まりかなりあり

2 10YR2/1 黒色シルトと黄橙粘土質土の混合土

粘性かなりあり締まりかなりあり

3 КⅣR7/8 黄橙粘土質土 黒色シルト50%混入
粘性かなりあり 締まりかなりあり

第2¶ 図 S K46～ 54土坑

締まりあり
3.75YR2/1 黒色シルトと黄褐色粘土質上の混合土粘性あり

締まりあり
4 10YR5/6 黄褐色粘土質土粘性あり締まりあり

o         l :60        2m

SK51

L=7■000m
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第 2表 土坑観察表 (5)

遺 構 名 S K59土坑 遺 構 名 S K60土坑 遺 構 名 S K62土坑

図 版 第22図 図 版 第22図 図 版 第22図

写 真 図 版 第28図 写 真 図 版 第29図 写 真 図 版 第29図

位 置 Ⅲ F10c 位 置 ⅣFld 位 置 III F 8 d

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 ほぼ円形 平  面  図 不整な楕円形 平  面  図 円形

規

模

ｃｍ

開 口部径 205X228 規

模

ｃｍ

開口部径 115× 245 規

模

ｃｍ

開口部径 120× 123

底 部 径 165× 170 底 部 径 65× 72 底 部 径 85× 103

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土が主体の単層であ

る
埋 土 黒褐色土が主体 埋 土

暗褐色土と明黄褐色粘土質土

が主体の 5層に大別される

底 面
凸凹していて堅く締まって

いる
底 面 やや湾曲する 底 面 ほぼ平坦で締まっている

壁
底面から浅く緩やかに立ち

上がる
壁
底面から緩やかに外傾し立

ち上がる
壁
底面から直立気味に立ち上

がる

副 穴 な し 副 穴 ピット1基 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不明である 時 期 不明である 時 期 不明である

遺 構 名 S K63土坑 遺 構 名 S K65土坑 遺 構 名 S K67土坑

図 版 第22図 図 版 第22図 図 版 第22図

写 真 図 版 第29図 写 真 図 版 第30図 写 真 図 版 第30図

位 置 ⅣF6d 位 置 Ⅳ F5e 位 置 Ⅲ F4c

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 円形 平 面 図 円形 平  面  図 隅丸方形

規

模

ｃｍ

開田部径 105× H5 規

模

ｃｍ

開 口部 径 95× 105 規

模

ｃｍ

開口郡径 98× 125

底 部 径 90× 95 底 部 径 75× 80 底 部 径 75× 105

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黄褐色粘土質土と暗褐色土

が主体の 4層 に大別される
埋 土
黄褐色粘土質土と暗褐色土

が主体の 3層 に大別される
埋 土
黄褐色粘土質土と黒色土が

主体の 2層 に大別される

底 面 ほぼ平坦で締まっている 底 面 湾曲していて締まっている 底 面 平坦で締まっている

壁
底面から直立気味に立ち上

力ゞる
壁
底面から緩やかに外傾して

立ち上がる
壁
底面から浅く外傾し立ち上

がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不明である 時 期 不明である 時 期 不明である
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第 2表 土坑観察表 (6)

遺 構 名 S K69土坑 遺 構 名 S K70土坑 遺 構 名 S K71土坑

図 版 第 22図 図 版 第22図 図 版 第22図

写 真 図 版 第31図 写 真 図 版 第31図 写 真 図 版 第31図

位 置 HF8f 位 置 ⅣFle～ VF2e 位 置 皿 F8e

重 複 関 係 SD100に切られる 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 円形 平  面  図 不整な円形 平 面 図 不整な円形

規

模

ｃｍ

開日部径 75× 78 規

模

ｃｍ

開口部径 145× 160 規

模

ｃｍ

開口部径 H5× 120

底 部 径 55× 60 底 部 径 90× 105 底 部 径 95× 100

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土と暗褐色土が主体

の 6層 に大別される
埋 土
黒褐色上が主体の 3層 に大
別される

埋 土
黒褐色土が主体の単層であ

る

底 面
平坦でやや傾斜し締まって

いる
底 面 湾曲し堅く締まっている 底 面

ほぼ平坦で堅く締まってい

る

壁
底面から直角気味に立ち上

がる
壁
底面から緩やかに内湾し立

ち上iがる
壁 底面から外傾し立ち上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 土師器片等ユニDl袋 遺 物 土師器片、手づくねかわらけ

時 期 不明である 時 期 平安時代 時 期 平安～中世

遺 構 名 S K72土坑 遺 構 名 S K73土坑 遺 構 名 S K74五二士克

図 版 第23図 図 版 第23図 図 版 第23図

写 真 図 版 第32図 写 真 図 版 第32図 写 真 図 版 第32図

位 置 ⅢD2f 位 置 ⅢDle― IHD l f 位 置 IIF l g～ HF4g

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 円形 平  面  図 不整形 平 面 図 不整な隅丸方形

規
模

ｃｍ

開口部径 125× 130 規

模

ｃｍ

開口部径 100× 152 規

模

ｃｍ

開口部径 92)〈 205

底 部 径 83× 85 底 部 径 38× 65 底 部 径 15× 85

深 さ 深 さ 深 さ 42

埋 土
黒褐色土が主体の 3層に大
別される

埋 土 黒色土が主林の単層である 埋 土
黒褐色土が主体の 2層 に大
別される

底 面 平坦で締まっている 底 面
やや湾曲し締まりはあまり

ない
底 面
やや湾曲していて締まって

いる

壁
底面から直角気味に外傾し

立ち上がる
壁
底面から直立気味に緩やか

な外傾し立ち上がる
壁
底面から緩やかに外傾し立

ち上がる

副 久 な し 副 穴 な し 副 穴 ピット2基

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不明 時 期 不 明 時 期 不 明
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第 2表 土坑観察表 (7)

遺 構 名 S K75土坑 遺 構 名 S K76土坑 遺 構 名 S K78_Li九

図 版 第23図 図 版 第23図 図 版 第23図

写 真 図 版 第32図 写 真 図 版 第33図 写 真 図 版 第33図

位 置 Ⅲ F10d 位 置 Ⅲ F9e 位 置 ⅢDlg

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平  面  図 円形 平  面  図 ほぼ円形 平  面  図 不整な円形

規

模

ｃｍ

開口部径 85× 90 規

模

ｃｍ

開口郡径 105× 120 規

模

ｃｍ

開 口部径 123× 130

底 部 径 45× 50 底 部 径 38× 45 底 部 径 83× 85

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土が主体の単層であ

る
埋 土
黒褐色上が主体の 2層に大
別される

埋 土
黒褐色土が主体の単層であ

る

底 面 平坦で締まっている 底 面 ほぼ平坦で締まっている 底 面 平坦でやや締まっている

壁
底面から急に外傾し立ち上

がる
壁 緩やかに外傾する 壁

底面から垂直気味に立ち上がりさ

らに段状に外傾し立ち上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 六 な し

遺 物 傑 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不明 時 期 不明 時 期 不 明

遺 構 名 S K79土坑 遺 構 名 S K80■ l丸 遺 構 名 S K81二L坑

図 版 第 23図 図 版 第 23図 図 版 第23図

写 真 図 版 第33図 写 真 図 版 第34図 写 真 図 版 第34図

位 置 ⅣDld 位 置 ⅣF2d 位 置 VC5b～ VC6d

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 ほぼ円形 平  面  図 円形 平 面 図 半円形

規

模

ｃｍ

開口部径 90× 102 規

模

ｃｍ

開口部径 75× 76 規

模

ｃｍ

開口部径 72× 150

底 部 径 60× 62 底 部 径 40× 50 底 部 径 45× 72

深 さ 94 深 さ 深 さ

埋 土
黒色土と黒褐色土が主体の

3層に大別される
埋 土
黒色土が主容の 3層に大別
される

埋 土
黒褐色上が主体の 3層であ
る

底 面 平坦で締まっている 底 面 平坦で締まっている 底 面
|まぼ平坦でやや締まってい

る

壁
底面からほぼ直角に外傾し

立ち上がる
壁
底面から直角気味に外傾し

立ち上がる
壁
底面から直角気味に外傾し

立ち上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 土師器片数点 遺 物 な し

時 期 不明 時 期 平安時代 時 期 不 明
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ゝ

ド 為

L=72.400m

SK59
1.10YR2/3 黒褐色シルト 明責褐色粘土質土ブロック混入

粘性あり 締まり

SK63

引 A′

A

AI― L=72.200m―引 A′

SK63
1. 10YR5/8

2. 10YR3/2
3. 10YR5/8

4. 10YR2/2

黄褐色粘土質土 粘性かなりあり 締まり
かなりあり

黒褐色ンルト 粘性ややあり 締まりあり
黄褐色粘土質土と黒褐色シルト(10YR3/2)の

混合土 粘性あり 締まりあり

黒褐色シルト粘性あり 締まりあり

SD100

L=72.300m   ―引〆

暗褐色シルト黄褐色ブロック粒混入

炭化物混入 粘性あり 締まりあり

黒褐色シルト粘性あり 締まりややあり
暗褐色シルト炭化物混入 粘性あり 締まりあり

暗褐色シルト粘性あり 締まりあり

暗褐色シルト30%混入 粘性あり 締まりあり

黒色シルト粘性あり 締まりあり

Aトー   L=72.500m  ― バ

AttL=72.200m tt A′

SK67
1.10YR5/6 黄褐色粘土質土 粘性かなりあり

締まりかなりあり

2.10YR5/6 責褐色粘土質土と黒褐色シルト
(10YR3/1)の 混合土 粘性あり

締まりあり     締まりあり

Aトー L=72.200m ―引 A

SK71
1.10YR2/2 黄褐色シル ト 黄褐色粘上質土ブ

ロック309/9混入 炭化物少量混入

粘性ややあり 締まりかなりあり

ＲＹ

ＳＫ

二

Ｙ
Ｌ
Ｉ

SK69
1. 10YR3/2

2. 10YR2/2
3, 10YR3/3
4. 10YR3/4
5, 10YR3/4
6 10YR2/1 0         1:60       2m

|

第22図  S K59・ 60・ 62・ 63

⑬

y

Aトー L=72.300m ttA′

1    2 3

Aトー     L=72.500m ―引A′

SK62

s        :#‡専繋:::;中1或ζ輔:|:才あり
1.10YR2/2 黒褐色シルト明黄褐色粘土質± 4,10YR3/3 暗褐色シルトと明黄褐色粘土質土

プロック混入 粘性あり            (loYR6/8)少 の混合土 粘性あり締まりあり
締まりかなりあり         5,10YR3/3 暗褐色シルトと明黄褐色粘土質土(10YR6/8)

多の混合土 粘性あり締まりあり

Aトー L=72.100m― 引 A′

黄褐色粘土質土 粘性かなりあり

締まりかなりあり
10YR3/2 黒褐色シルト粘性ややあり

締まりあり

10YR5/8 黄褐色粘土質土と黒褐色シルト

(10YR3/2)の 混合土 粘性あり

SK70

暗褐色シルト粘性ややあり 締まりかなりあり

黒褐色シルト 炭化物少量混入 粘性あり 締まりあり
黄褐色粘土質± 2層50%混入 粘性かなりあり
縮まりかなりあり

SK70
1, 10YR3/3
2. 10YR3/1
3. 10YR5/6
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ア

L=72.100m

A卜 L=73.100m― 引 N

SK72
1. 10YR2/3

10YR2/3

10YR6/8

Aトー L=72.200m ―引〆
1

尋チ訃忌催各ぎ糾
土
編発きりあり予η5YR狛

黒褐色シルト 明黄褐色粘土質土ブロッ

ク状混入 粘性ややあり 締まりあり

明黄色粘土質土 粘性ややあり 締まりあり

黒色シルト粘性なし

締まりややあり

SK76

ド

A卜 L=72.200m――引A′

SK75
1.10YR2/3 黒褐色シルト黄褐色粘土質土

60%混入 粘性あり 締まりあり

<

れ

SK79

1. 10YR2/1

2. 10YR2/2

3. 10YR2/2

Aトーー L三 72.100m――→A′

黒色シルト炭化材微少量混入

粘性あり 締まりあり
黒褐色シルト黄褐色粘土質土

20%混入 粘性あり締まりあり

黒褐色シルト黄褐色精土質土

少量混入 炭化物少量混入

粘性あり 締まりあり

SK81
1, 7.5YR2/1

2.7.5YR2/1

3, 7.5YR2/1

AトーL=72.200m~A′

SK76      ~
1,10YR2/3 黒褐色ンルト粘性ややあり縮まりあり
2.10YR5/6 黄褐色粘上質± 1層少量混入

粘性ややあり締まりあり

ド

AトーL=72.100mtt A′

SK80

1.10YR2/2 黒色シルト 明黄褐色粘土質±30%混入
炭化材微量混入 粘性ややあり 締まりあり

2 10YR6/8 明黄褐色粘土質± 1層 2079混入 粘性あり

締まりあり

3 10YR2/2 黒褐色シルト粘性ややあり 締まりあり

離

一引 A′

SK74
1.10YR3/2 黒褐色シルト黄褐色粘土質ブロック混入

粘性あり 締まりあり
2.10YR5/6 黄褐色粘土質± 1層 20%混入 粘性かなりあり

締まりあり

Aトー  L=73.200m ―引 A′

SK78
1,10YR2/2 黒褐色シルトと黄褐色粘土質土

(10YR5/6)の 混合土 人為堆積の可能性あり

1層少量混入 粘性ややあり締まりややあり

A卜   L=72.400■1   -―→A′

黒褐色シルト明黄褐色粘土質土プロック状
10%混入 盛上の可能性あり

黒褐色シルト明黄褐色粘土質土ブロック状29/D混入

粘性あり締まりややあり

黒褐色シルト明責褐色粘土質土ブロック状50%混入
粘性あり締まりややあり

m

第23図  S K72～ 81土坑



第 2表 土坑観察表 (8)

遺 構 名 S K82土坑 遺 構 名 S K83土坑 遺 構 名 S K84土坑

図 版 第24図 図 版 第24図 図 版 第24図

写 真 図 版 第34図 写 真 区 版 第34図 写 真 図 版 第35図

位 置 VC5a～ VC6d 位 置 VC9d～ VC9d 位 置 VC101

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 半円形 (欠損 ) 平 面 図 半円形 (欠損) 平  面  図 不整な円形

規

模

ｃｍ

開口部径 50× 175 規

模

ｃｍ

開口郡径 102× 165 規

模

ｃｍ

開口郡径 205× 248

底 部 径 20× 102 底 部 径 60× 65 底 部 径 H5× 160

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土が主体の 3層 に大
別される

埋 土
黒褐色土が主体の 3層に大
別される

埋 土
黒色土が主体の 3層 に大別
される

底 面 やや湾曲し締まっている 底 面
やや湾曲していて締まりは

ない
底 面 ほぼ平坦で締まりはない

壁
底面から緩やかに外傾し立

ち上がる
壁
底面の一方は緩やかに、もう一方

法は急に外傾し立ち上がる
壁
底面からす り鉢状に外傾し

て立ち上がる

副 穴 な し 副 六 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不 明 時 期 不 明 時 期 不明

遺 構 名 S K85土坑 遺 構 名 S K86:上坑 遺 構 名 S K88土 坑

図 版 第24図 図 版 第24図 図 版 第 24図

写 真 図 版 第35図 写 真 図 版 第35図 写 真 図 版 第36図

位 置 Ⅸ E3c 位 置 Ⅷ F5e 位 置 WIEF 1 0 e― WIllF l e

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平  面  図 ほぼ楕円形 平 面 図 不整な円形 平  面  図 長半楕円 (欠損)

規

模

ｃｍ

開口部径 65× 145 規

模

ｃｍ

開口部径 132× 172 規

模

ｃｍ

開口部径 40× 270

底 部 径 35〉〈 95 底 部 径 15× 底 部 径 20× 225

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
暗褐色土が主体の 4層 に大
別される

埋 土
黒褐色土が主体の型層に大

別される
埋 土
黒褐色土が主体の 3層に大
別される

底 面 ほぼ平坦で締まっている 底 面
狭く湾曲しやや締まってい

る
底 面
多少起伏があり締まってい

る

壁
底面から直角気味に外傾し

立ち上がる
壁
底面から波状に外傾し緩や
かに立ち上がる

壁
底面から浅く外傾し立ち上

がる

副 穴 な し 副 穴 ピッ ト 1基 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不 明 時 期 不 明 時 期 不 明
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第 2表 土坑観察表 (9)

遺 構 名 S K89■ 1丸 遺 構 名 S K90土坑 遺 構 名 S K91土坑

図 版 第24図 図 版 第24図 図 版 第 24図

写 真 図 版 第36図 写 真 図 版 第36図 写 真 図 版 第36図

位 置 Ⅷ D6i 位 置 Ⅷ D5h 位 置 Ⅷ B5d

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平  面  図 半円形 (欠損) 平  面  図 楕円形 平  面  図 円形

規

模

ｃｍ

開 口部径 110X145 規

模

ｃｍ

開口部径 98X120 規

模

ｃｍ

開口部径 120)(128

底 部 径 90× 105 底 部 径 65× 70 底 郡 径 38× 40

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
褐色土が主体の 3層に大別
される

埋 土
暗褐色土と黒褐色土が主体

の 4層 に大別される
埋 土
黒褐色土が主体の 3層に大
汚町される

底 面 起伏があり締まっている 底 面 ほぼ平坦で締まっている 底 面 ほぼ平坦で締まっている

壁 底面から外傾し立ち上がる 壁 底面から外傾し立ち上がる 壁
底面から直角気味に外傾し

緩やかに立ち上がる

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 不明 時 期 不明 時 期 不明
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ム      ド

AI―    L=72.200m  ―引A′

SK82
1.10YR6/8 明責褐色粘土質土 粘性あり

締まりあり
2.7.5YR2/1 黒色シルトに1層 粒状混入

粘性あり 締まりあり
3.7.5YR3/1 黒褐色シルト 粘性あり

締まりあり

Aトー  L=72.500m   一引A′

黒褐色シルト 明赤褐色酸化土合む
粘性あり 締まりややあり
黒褐色シルト 粘性ややあり
締まりなし
黒褐色シルト 明黄褐色粘土質土
(10YR7/6)の混合土 粘性あり
締まりなし

SK86       >

L=71.900m  ― A′

SK83
1. 10YR3/1

2. 7.5YR2/2

3. 10YR3/1

―引A′ 1.10YR3/3 暗褐色シルト にぶい黄褐色
粘土質土含む 粘性ややあり
締まりあり

SK86
1. 10YR2/8
2. 10YR2/2

3. 10YR3/3

4. 10YR5/6

2.

3.

4

10YR3/4 黒褐色シルト 褐色粘土質土
含む 粘性ややあり 締まりあり

ЮYR5/6 黄褐色粘土質土 粘性ややあり
締まりあり

ЮYR3/4 黒褐色シルト 褐色粘土質土
10%含む 粘性ややあり
締まりあり

SK91

AI―― L=73.500m ―引A′

SK84
1 10YR2/1 黒色シルト 粘性あり 締まりなし
2.10YR2/1 黒色シルト 黄褐色粘土質土(10YR5/6)の混合土

粘性あり 締まりなし
3,10YR1 7/1 黒色シルト 粘性あり 締まりなし

L=71.600m      ―引A′      Aトー  L=72.600m ―引A′

SK88
1. 10YR3/2

2. 10YR3/2

3 10YR3/2

黒褐色シルト 褐色粘土質土を微量含む
粘性なし 締まりあり
黒褐色シルトと褐色粘土質土 (10YR4/6)
15%の混合上 粘性なし 締まりあり
黒褐色シルトと褐色粘土質土 (10YR4/6)
粘性なし 締まりあり

SK89
1. 10YR4/6

2. 10YR6/8

3. 10YR5/6

褐色シルト 粘性ややあり
締まりあり
明黄褐色粘上質土
粘性ややあり 締まりあり
黄褐色粘土質土
粘性ややあり 締まりあり

SK91
1. 10YR2/3

2. 10YR3/4

3. 10YR4/6

黒褐色シルト 粘性なし
締まりあり

暗褐色シルトと責褐色粘土質土

(10YR5/6)の混合土 粘性なし
締まりあり
褐色粘土質土 粘性ややあり
締まりあり

S K82～ 91土坑
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卜札=72,60011HA

▽
フ
ン

1.10YR4/6 褐色シルト 粘性かなりあり
締まりあり

2.10YR3/3 暗褐色シルト 褐色シルトブ
ロック状混入 粘性あり 締まりあり

3.10YR4/3 暗褐色シルト 粘性あり 締まりあり
4 10YR3/4 晴褐色シルト 粘性あり 締まりあり

AトーL=72.600m―引A′

黒褐色シルト 粘性あり 締まりややあり
黒褐色シルト 責褐色粘土質土少量混入
粘性あり 締まりややあり
黒褐色シルト 責褐色粘土質±30%混入
粘性あり 締まりややあり
黒褐色シルト 黄褐色粘土質±50%混入
粘性あり 締まりややあり

SK89

調査区外

第24図



(6)粘土採掘土坑群 (第25図、写真図版66)

調査区中央部において検出された。なお、検出段階で確認できた土坑には遺構名を付しているが、それ以

外については、断面等の観察でも土坑の新旧の判別が難しく、完掘後にわかった土坑も多いため、一括して

土坑群としている。

<位 置> 調査区中央部 VF4b～ VF6dグ リッド、標高70.9～ 71.lmに位置する。

<検出状況> 当初は単独で検出された土坑を精査していたが、土坑の壁面が人為堆積の様な黄褐色土と黒

褐色土の混合上であることから、 トレンチを入れて確認したところ、人為堆積の様相を示してることがわかつ

た。また、その範囲は広範囲に渡ることが確認できた。これらのことから整地層と考えて精査を進めたが、

完掘の結果、底部が複数の土坑の切り合いの様相を呈し、また全てが自色の粘土層で終わっていることから

粘土採掘土坑と判断した。周辺の上坑についても白色粘土層で終わっているものは粘土採掘土坑の可能性が

高いと思われる。

<規模 。平面形> 規模はおおよそ東西 9m、 南北は検出された部分で 4m、 面積36だ程である。南側は調

査区外に延びており本来はもっと広い範囲に及ぶものと思われる。平面形はいくつもの上坑が切り合い不整

となっている。

<埋 土> 人為堆積の様相を呈している。断面の観察で土坑の切り合いが確認できなかったことについて

は、粘土を採掘し終えた土坑に新たに採掘した土坑の土を捨てることの繰り返しを行ったためと思われる。

そのため断面における土坑の切り合いが明瞭に現れなかったと考えらる。なお、断面については一部しか図

化できなかった。

<底 面> 土坑の切 り合いのため起伏に富んでいる。白色粘土層下位から礫が出土し始めるためかほとん

どがその礫上面で採掘を終えている。

<遺 物> 176・ 179。 180の 郭、 147。 181の 高台付 rTh、 178の甕、 182の 須恵器長頸瓶が出土している。

<時 期> 出土遺物やその検出状況から平安時代に属すると思われる。

(7)陥 し穴状遺構

調査区全体で 6基を検出した。遺物等が出上していないため具体的な時期等は不明だが規模・形状などか

ら縄文時代に属すると思われる。楕円形を呈する 2基については逆杭痕を確認できたものと湧水がひどく確

認できなかったものがあるが、形状や位置的な関係から2基とも陥し穴状遺構だったと思われる。なお、 1

号陥し穴状遺構埋土上位から須恵器片等が出土しているが、流れ込みと思われる。
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第 3表 陥し穴遺構観察表

遺 構 名 S X01陥 し穴 遺 構 名 S X02陥 し穴 遺 構 名 S X03陥 し穴

図 版 第25図 図 版 第25図 図 版 第25図

写 真 図 版 第27図 写 真 図 版 第29図 写 真 図 版 第30図

位 置 Ⅳ F5e 位 置 Ⅲ F10e 位 置 Ⅳ F5e

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 長い楕円形 平 面 図 長い精円形 平 面 図 長楕円形

規

模

ｃｍ

開口部径 75× 360 規

模

ｃｍ

開口部径 85× 280 規

模

ｃｍ

開口部径 68× 150

底 部 径 15× 370 底 郡 径 48× 185 底 部 径 10× 150

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒褐色土が主体の 4層に大
別される

埋 土 黒褐色土が主林 埋 土
黒褐色土が主体の 3層 に大
別される

底 面
狭くほぼ平坦で締まってい

る
底 面 ほぼ平坦 底 面 狭く平坦で締まっている

壁
底面からほ垂直気味に立ち

上がり、上部で外向する
壁 底面から外傾し立ち上がる 壁

底面からほぼ垂直気味に立

ち上がり、上部で外向する

副 六 な し 副 穴 な し 副 穴 な し

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 縄文時代 時 期 縄文時代 時 期 縄文時代

遺 構 名 S X04陥 し穴 遺 構 名 S X05陥 し穴 遺 構 名 S X06陥 し穴

図 版 第25図 図 版 第25図 図 版 第25図

写 真 図 版 第35図 写 真 図 版 第30図 写 真 図 版 第31図

位 置 Ⅷ Fle 位 置 Ⅲ F8c 位 置 ⅢF5c～ ⅣF5d

重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し 重 複 関 係 な し

平 面 図 楕円形 平 面 図 隅丸方形 平 面 図 長楕円形

規

模

ｃｍ

開口部径 70× 185 規

模

ｃｍ

開口部径 78× 110 規

模

ｃｍ

開口部径 105× 195

底 部 径 20× 185 底 部 径 60× 85 底 部 径 63× 160

深 さ 深 さ 深 さ

埋 土
黒色土と黄褐色土が主然の

6層に大別される
埋 土
黒色土と黄褐色粘土質土が

主体の 4層 に大別される
埋 土
黒色土と黄褐色粘土質上が

主体の 4層 に大別される

底 面 狭く湾曲し締まっている 底 面 平坦で締まっている 底 面
平坦でやや傾斜し締まって

いる

壁
底面から垂直気味に立ち上

がり、上部で外向する
壁
底面から鋭角的に立ち上が

り、上部でやや外向する
壁
底面から鋭角的に立ち上が

る

副 穴 な し 副 穴 な し 副 穴 ピット2基

遺 物 な し 遺 物 な し 遺 物 な し

時 期 縄文時代 時 期 縄文時代 時 期 縄文時代
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粘土採掘土坑

Aトー L=71.500五   引 A′

A卜 72.200m―引A′

SX05陥 し穴

◎ ◎

Aト L=72.200m ~A′

10YR2/2 黒褐色シルト 粘性ややあり 締まりややあり
10YR2/1 黒色シルト 粘性あり 締まりあり
10YR2/2 黒色シルトと黄褐色粘土質土(10YR5/8)の 混合上

粘性あり 締まりややあり
4.10YR5/8 黄褐色粘土質土 黒色シルト20%混入

粘性あり 締まりあり

SX03陥 し穴

ド

AトーL=72.10041R A′

iOYR9/1 黒褐色シル ト 粘'隆あ り 締 まりあ り
10YR2/2 黒褐色シル ト 責褐色粘土質土少量混入

粘イ陛あ り 締 まりあ り
10YR7/6 明責褐色粘土質土 地山崩落土

粘性あ り 締 まりかな りあ り
10YR2/1 黒褐色シル トと黄褐色粘土質土 (10YR6/6)

の混含土  粘′陛あ り 締ま りあ り

≦

SX06陥 し穴

ム

AI一 L=71.600m― 引A′

ム

SX01陥 し穴
>

AI一レ71.500mttA′
1 10YR2/2

2 10YR3/2

3 10YR2/2

1.10YR■ 7/1黒褐色 シル ト 粘性 あ り 締 ま りあ り
2.10VR5/4 にぶ い黄褐色粘土質土 と黄褐 色粘土 質

上 の混合 つち 粘′陛あ り 締 ま りあ り
3.10YR5/4 にぶ い責褐色粘 土質土  粘性 あ り 締 ま りあ り
4_10YR7/8 黄橙粘土質土 粘性あり 締まりあり
5,sx04陥

し穴

粘土質土

与ゞ二

あり 締まりあり
  名

ム =洋型 ≒ ド

ハ
ーーー‐
キーー‐
Ｖ

ム

Aトー L=72.200m ―引A′
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色
あ
色
あ
シ
ン

色
性
色
混
褐
性
褐
性
色
色

黒
結
果
の
黄
粘
黄
粘
黒
褐

1, 10YR2/1
2. 10YR2/2
3 10YR5/6
4 10YR5/6

黒色シルト 粘性あり 締まりややあり
黒褐色シルト 粘性あり 締まりややあり
黄褐色粘土質土 黒褐色シルト50%混入 粘性あり 締まりあり
黄褐色粘土質土 黒褐色シルト10%混入 粘性あり 締まりあり

第25図 粘土採掘土坑群 S X01～ 06陥 し穴状遺構
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(8)溝跡

調査区全体から81条検出した。調査範囲が狭く全容が明らかでない溝跡が多い。重複関係も複雑で遺物等

も大部分が出土していない。一部の溝跡は平安時代から12世紀にかけてのものと思われる。なお、溝跡につ

いては区ごとの掲載としているため連番になっていない。また、全体を検出していない部分は点線で示した。

「A区 (S D95～ 100。 101～ 105)」

S D96溝勧 (第 27図、写真図版49)

<位置 。重複関係> A区 東部 H D 10e～ III D 2eグ リット、標高71.8mに 位置する。柱穴状ピット6基及び

不整形ピットを有する。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅75～ 92cm、 下幅 16～ 24cm、 深さ52～ 68cm、 検出した総延長は4.4mを 測

る。方向はほぼ北～南で幅広で深くピットを有する。両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面

形は不整形を呈し、底面の高低差は14cmで北側に傾斜している。

<埋 土> 3層 に大別した。黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D96溝跡 (第 27図、写真図版50)

<位置 。重複関係> A区 東部ⅢDlg～ III D 2gグ リット、標高72.7mに 位置する。 S D97を切る。

<規模・方向・形態> 規模は上幅120～ 160cm、 下幅60～ 70cm、 深さ15～ 35cm、 検出した総延長は6.3mを

測る。方向は北北東～南で北側が湾曲して調査区外に延びる。よって全容については不明だが、断面形は皿

状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 暗褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D97溝跡 (第 27図、写真図版50)

<位置 。重複関係> A区 東部 H D7g～ Ⅲ D2gグリット、標高72.7mに 位置する。 S D96に 切られる。柱

穴状ピット5基を有する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅 15～ 145cm、 下幅22～ 68cm、 深さ8～ 15cm、 検出した総延長は24.6mを測

る。方向はほぼ北～南で直線的に延びるが、溝は中央付近で一端消滅し再び現れ北に延びて終わる。断面形

は皿状を呈し、底面の高低差は17cmで、北側に傾斜している。

<埋 土> 暗褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D98溝跡 (第 27図、写真図版50)

<位置 。重複関係> A区 東部 H D8gグ リット、標高72.5mに位置する。 S D97に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅28～ 38cm、 下幅8～ 15cm、 深さ5～ 10cm、 検出した総延長は3.8mを測る。

方向は東南東～西北西で直線的に延びる。両端が調査区外に延びているため全容は不明である。断面形は皿

状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。
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<時 期> 不明である。
S D99溝跡 (第 27図、写真図版50)

<位置 。重複関係> A区 東部 H D7gグ リット、標高72.5mに位置する。 S D97に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅20～ 45cm、 下幅8～ 16cm、 深さ 5～ 8 cm、 検出した総延長は3.6mを測る。

方向はほぼ東～西で直線的に延びる。両端が調査区外に延びているため全容は不明である。断面形は皿状を

呈し、底面の高低差は 6 cmで、東側に多少傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D101溝跡 (第26図、写真図版51)

<位置 。重複関係> A区 中央郡 H D4hグ リット、標高72.4mに位置する。柱穴状ピット3基を有する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅60～ 95cm、 下幅30～ 40cm、 深さH～ 18cm、 検出した総延長は3.Omを測
る。方向はほぼ東～西で短く調査区外に延びる。断面形は不整形を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 2層 に細分され黒色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D102溝帥 (第26図、写真図版51)

<位置・重複関係> A区 中央部 H D3hグ リット、標高72.4mに位置する。柱穴状ピット6基を有する。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅80～ 130cm、 下幅20～ 40cm、 深さ20～ 25cm、 検出した総延長は3.5mを測
る。方向はほぼ東～西で短く調査区外に延びる。断面形は不整形を呈し、底面の高低差は 7 cmで、東側に傾

斜している。

<埋 土> 黒色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D103溝跡 (第26図、写真図版52)

<位置 。重複関係> A区 中央部H D2hグ リット、標高72.5mに位置する。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅55～ 70cm、 下幅25～ 35cm、 深さ12～ 25cm、 検出した総延長は3.8mを測
る。方向は北北東～南南西で短く直線的に延びる。両端は調査区外に延びているため全容は不明である。断

面形は不整形を呈し、底面の高低差は33cmで東側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D104溝跡 (第 26図、写真図版52)

<位置・重複関係> A区 北部 l D9h～ l D 101グリット、標高72.Omに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅32～ 46cm、 下幅12～ 16cm、 深さ6～ 9 cm、 検出した総延長は40mを測る。

方向はほぼ東～西で短く西端でやや曲がる。両端が調査区外に延びているため全容は不明である。断面形は

皿状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。
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<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D105溝跡 (第 26図、写真図版52)

<位置 。重複関係> A区 北部 l D61～ l D6jグ リット、標高71.8mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅35～ 48cm、 下幅12～ 15cm、 深さ 2～ 8 cm、 検出した総延長は4.7mを測

る。方向は東南東～西北西である。短く直線的で調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は皿状を

呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

「B区 (S D100。 106～ 108・ 110～ H6)」

S D100溝跡 (第 29図、写真図版51)

<位置 。重複関係> B区 北部 H F7f～ H F9gグ リット、標高72.lmに位置する。 S K69を切る。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅142～ 152cm、 下幅32～ 40cm、 深さ50～ 65cm、 検出した総延長は10.5mを

測る。方向は北北西～南南東で幅広く平面形は不整な溝状である。両端が調査区外に延びるため全容は不明

である。断面形は不整形を呈し、底面の高低差は19cmで、北側に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 須恵器片 1点が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のものと思われるが、流れ込みの可能性もある。

S D106溝跡 (第 29図、写真図版 53)

<位置 。重複関係> B区 北郡 H F6f～ H F7gグ リット、標高72.lmに位置する。 S D 108と SDHlに 切 ら

れる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅125～ 130cm、 下幅25～ 35cm、 深さ42～ 60cm、 検出した総延長は10.4mを

測る。幅広で深い溝である。全容は不明だが方向はほぼ北～南南東で調査区外に延びる。断面形は逆台形状

十皿状呈し、底面の高低差は10cmで南側に傾斜している。

<埋 土> 暗褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D107溝跡 (第 29図、写真図版53)

<位置 。重複関係> B区 北部 2F6fグ リット、標高72.Omに位置する。 S D 108と SDl10に 切られる。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅90～ 110cm、 下幅 15～ 22cm、 深さ21～ 23cm、 検出した総延長は2.3mを測

る。幅広で深い溝である。方向は東北東～西南西で短く調査区外に延びる。断面形は不整形を呈し、底面の

高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
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Ⅲ

Ⅳ
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Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

~召
f56j

≪≪ζ望クぇ

A卜と=72.100m引 A′

u、
一

SD105AA′
1.10YR2/3 黒褐色シル ト粘性あり締まりあり
2.10YR5/8 黄褐色粘土質± 1層微量混入 粘性

あり髯衛まりかなりあり

B庁 72.300鞘 B′

SD104BB′
~

1.10YR2/3 黒褐色シルト粘性あり締まりややあり

C「―一 L三72.700m一引C'

SD103CC′
1.10YR3/1 黒褐色シル ト粘性ややあり締まりあり
2.10YR5/6 黄褐色粘土質± 1層少量混入 粘性あり

締まりあり

Dトー L=72.700m ―引 D′

SD102DD′
1.10YR2/2 黒褐色シル ト粘性ややあり締まりあり

E ttL=72.700m――引E′

SD101EE′
1. 10YR2/1
2. 10YR5/6

黒色シル ト粘性ややあり締まりあり

黄褐色粘土質± 1層が少量混入 粘性
あり締まりあり

0   断面図   lm

l :40

o   平面図  5m

l :200

第26図  A区溝跡 (1)
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SD95AA′
1. 10YR3/2
2. 10YR3/2
3. 10YR3/2

黒褐色シル

黒褐色シル

黒褐色シル

し=72.900m ―引A′

卜明黄褐色粘土質±30%全面混入 粘性あり締まりあり
卜明黄褐色粘土質±80%全面混入 粘性あり締まりあり
卜と(10YR6/8)の 混合土 粘性あり締まりあり

SD95BB′
1. 10YR3/2
2. 10YR3/2
3. 10YR3/2

黒褐色シル

黒褐色シル

黒褐色シル

L=73.000m 引 B′

卜明黄褐色粘土質±30%全面混入 粘性あり締まりあり
卜明黄褐色粘土質±80%全面混入 粘性あり締まりあり
卜と(10YR6/8)の 混合土 粘性あり締まりあり

1.10YR3/3 暗褐色シル ト黄褐色粘土粒
50%混入 粘性ややあり締ま
りあり

ⅡD10d
(補2)

0   平面図   5m

l :200

50%混入 粘性ややあり締
りあり

第27図  A区溝跡 (2)

cトーL三72.700m―引 C′

―

SD99CC′
1.10YR3/2 黒褐色シルトと
明黄褐色粘土質土(10YR6/8)
の混合土 粘性あり締まりかな
ありり

Dトー LE72.700m―引 D′

斉
SD98DD′
1,10YR3/2 黒褐色シル ト
粘性あり締まりあり

EトーLE72.800m一引E

ー
SD97EE′
1.10YR3/3 暗褐色シル ト

黄褐色粘土粒50%混入
粘性ややあり締まりあり

0   断面図   lm
l :40

Fトーー   L=73.000m 引 F′  Gトー

9            1oom

―

1 :5000

L=72.900m

SD97FF′

｀`` 、`、、、、―ユーーー_″″́́
ノた
     sD
1.10YR3/3 暗褐色シルト黄褐色粘土粒

Dle
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S D108溝跡 (第29図、写真図版53)

<位置 。重複関係> B区 北部 H F5f～ Ⅱ F5gグ リット、標高72.Omに位置する。 S D 106。 S D 107・ SD

l10を 切る◇

<規模・方向・形態> 規模は上幅90～ 105cm、 下幅30～ 42cm、 深さ50～ 54cn、 検出した総延長は4.lmを 測

る。方向は北北西～南南東に延び南側で溝が切りあって終わる。断面形は逆台形を呈し、底面の高低差は20

cmで南側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 細片のため図化しなかったが、土師器片 3点が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のものと思われるが、流れ込みの可能性もある。

S Dl10溝跡 (第29図、写真図版53)

<位置 。重複関係> B区 北部 H F4g～ H F5gグ リット、標高72.Omに位置する。 S D 106・ S D 107を 切

り、 S D 108に 切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅45～ 72cm、 下幅20～ 30cm、 深さ 7～ 27cm、 検出した総延長は5.5mを 測

る。方向は北北東～南南西に延び南側で溝が切りあって終わる。断面形は逆台形を呈し、底面の高低差は16

cmで南側に傾斜している。

<埋 土> 3層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 出土遺物はないが、 S D 108との重複関係を鑑みて平安時代のものと思われる。

S Dlll溝跡 (第 28図、写真図版54)

<位置 。重複関係> B区 南部Ⅳ F6c～Ⅳ F6dグ リット、標高71.9mに位置する。 S110竪穴住居とSDl

06を切る。両端は調査区に延びている。

<規模・方向・形態> 規模は上幅95～ 98cm、 下幅35～ 48cm、 深さ19～ 45cm、 検出した総延長は7.2mを 測

る。方向は東北東～西南西で延びる。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差は10cmで、西側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色上が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 細片のため図化しなかったが、土師器、須恵器片等が 9号袋で0.5袋 出上 している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のものと思われるが、 S110か らの流れ込みの可能性も否めない。

S Dl12溝跡 (第28図、写真図版54)

<位置 。重複関係> B区 南郡皿 F3c～ Ⅲ F3dグ リット、標高72.lmに位置する。柱穴状ピット3基を有

する。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅20～ 70cm、 下幅22～ 25cm、 深さ4～ 30cn、 検出した総延長は9。 9mを測る。

方向はほぼ東～西に延びるが、両端が調査区外に延びているため全容は不明である。平面形は溝状だが浅く

部分的に残存していない。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差はHcmで西側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
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S Dl13溝跡 (第 28図、写真図版54)

<位置 。重複関係> B区 南部 III F 4c～ III F 4dグ リット、標高72.lmに位置する。不整形ピットを有する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅25～ 40cm、 下幅10～ 15cm、 深さ 3～ 15cm、 検出した総延長は9.5mを測
る。方向はほぼ東～西に延びるが、両端が調査区外に延びているため全容は不明である。平面形は溝状だが

浅く一部に消滅が見られる。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差は 9 cmで西側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主林に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出上していない。

<時 期> 不明である。
S Dl14溝跡 (第 29図、写真図版53)

<位置 。重複関係> B区 北部Ⅱ F4f～ H F5gグ リット、標高72.Omに位置する。 SD HOに切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅35～ 65cm、 下幅15～ 30cm、 深さ6～ 16cm、 検出した総延長は6.8mを測
る。方向は北北西～南南東に湾曲気味に延び南側で終わる。断面形は逆台形を呈し、底面の高低差はほとん

どない。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出上していない。

<時 期> 不明である。
S Dl15溝跡 (第 29図、写真図版55)

<位置・重複関係> B区 北部H F4f～ H F4gグ リット、標高72.Omに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅40～ 55cm、 下幅30～ 40cm、 深さ6～ H cm、 検出した総延長は6.8mを測
る。方向はほぼ東～西に直線的に延び、円形のはみ出しを持つ。断面形は皿状を呈し、底面の高低差はほと

んどない。

<埋 土> 2層 に細分され暗褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 丸礫数十個を有するが、その他の遺物は出土していない。

<時 期> 時期は不明だが、現代の暗渠排水溝の可能性が高い。
S Dl16溝跡 (第 28図、写真図版54)

<位置・重複関係> B区 南部Ⅳ F6c～ Ⅳ F6dグ リット、標高71.9mに位置する。 SDHlに切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅50～ 55cm、 下幅25～ 32cm、 深さ 7～ 15cm、 検出した総延長は6.8mを測
る。方向は東北東～西南西で延びる。断面形は逆台形状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

C区 (S D80～ 87)

S D80溝跡 (第30図、写真図版43、 44)

<位置 。重複関係> C区 中央部ⅢD 10c～ Ⅳ D3bグ リット、標高72.8mに位置する。 S D81を切っている。
18基のピットを有する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅65～ 105cm、 下幅15～ 35cm、 深さ28～ 90cm、 検出した総延長は13.2mを

測る。方向は北北東～南南西に延びて終わる。断面形は逆台形状を呈し、底面の高低差は28cmで、南側に傾
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BF別 0町 B′
寸

黒褐色シルト黄褐色粘土質土全面混入 粘性なし締まりあり

L=72.100m

SDlllCC′
1.10YR2/2 黒褐色シルト粘性ややあり締まりあり
2.10YR2/2 黒褐色シルトと黄褐色粘土質土(10YR5/6)

の混合土粘性ややあり締まりややあり

CI―

m

1 :200

断面図   lm

第28図  B区溝跡 (1)
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SD107AA′
1. 10YR2/3

Aトー L=72.200m  一引 A′

黒褐色シルト責褐色粘土質土ガロック状20%混入
粘性あり締まりややあり

2.10YR5/6 黄褐色粘土質± 40%混入粘性かなりあり
締まりあり

Bトーー   LE72.800m    tt B′

SD108BB′
1. 10YR2/2

2. 10YR3/2

黒褐色シル ト炭化物粒微量混入 下位に黄褐
色粘土質±2079混入 粘性あり締まりあり

黒褐色シル トと責褐色粘土質土(10YR 5/6)
の混合土 粘性ややあり締まりあり

1 :5000 Eトーー L=72.300nl ――→E′

Cトー L=72.300m

SDl10EE′
1. 10YR2/2

2. 10YR5/6

3. 10YR2/3

SDl14FF′
1. 10YR2/3

2. 10YR4/6

黒褐色シル ト黄褐色粘
土質上 ガロック】犬混入 粘
性ややあり締まりあり

黄褐色粘土質シル ト粘
性あり締まりあり
黒褐色シル ト 2層混入
粘′陛あり締まりややあ

り

SD106CC′
1. 10YR2/2 F麟=72300鞠 F′

虔

暗褐色シル ト黄褐色粘土質土ダロック状20%混入
粘性あり締まりかなりあり

L=72.600m

SD100DD
l.10YR3/2 黒褐色シル ト黄褐色粘土質土ダロック粒混入

炭化物混入 粘性あり締まりあり

0   平面図   5m

l :200

黒褐色シル トと褐色粘土

質土(10YR4/6)の 混合土
粘性なし締まりややあり

褐色粘土質シル ト粘性や

やあり締まりあり

GトーL=72.300m―引 G′

マ
SDl15GG′
1.10YR3/3 暗褐色シル ト粘性なし

締まりあり
2.10YR5/8 黄褐色粘土質土 粘性や

やあり締まりあり

0   断面図   lm
l :40

第29図  B区 清跡 (2)
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斜している。

<埋 土> 3層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D81溝跡 (第30図、写真図版43)

<位置 。重複関係> C区 東部ⅢD 10c～ Ⅳ D2bグ リット、標高72.8mに位置する。 S D80に切られる。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅55～ 90cm、 下幅40～ 85cm、 深さ8～ 23cm、 検出した総延長は10.2mを 測
る。方向は北北東～南南西に延びて終わる。断面形は皿状を呈し、底面の高低差は 5 cmで、南側に傾斜して

いる。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D82溝跡 (第30図、写真図版44)

<位置 。重複関係> C区 東郡ⅢD10b～Ⅳ D2bグ リット、標高72,7mに位置する。 S D83と S D85を切る。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅70～ 125cm、 下幅34～ 50cm、 深さ27～ 41cm、 検出した総延長は11,7mを

測る。方向はほぼ南北に延びて終わる。断面形は逆台形を呈し、底面の高低差は20cmで、南側に傾斜してい

る。

<埋 土> 4層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D83溝跡 (第30図、写真図版45)

<位置 。重複関係> C区 中央部Ⅲ C101～ ⅣDlbグリット、標高72.8mに 位置する。 S D82、 S D84、 S
D86に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅48～ 55cm、 下幅20～ 28cm、 深さ6～ 15cm、 検出した総延長は19。 2mを測
る。方向は東南東～西北西で直線的に延びる。 S D85と平行する。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差は

ほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D84溝跡 (第30図、写真図版45)

<位置 。重複関係> C区 中央郡ⅢD10a～ Ⅳ Cljグ リット、標高72.7mに位置する。 S D83を切る。

<規模・方向・形態> 規模は上幅62～ 82cm、 下幅30～ 42cn、 深さ 7～ 18cm、 検出した総延長は8.8mを測
る。方向は北北東～南南西で直線的に延びるが、中央部辺りから南方向にかけて溝が浅く不明瞭なまま終わ

る。断面形は皿状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 3層 に細分され暗褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
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S D85溝跡 (第30図、写真図版43)

<位置 。重複関係> C区 東部Ⅲ D 10a～ ⅣDlcグ リット、標高72.9mに位置する。 S D80、 S D81、 SD

82に切 られるためそれぞれの遺構よりも旧い。

<規模・方向・形態> 規模は上幅50～ 68cm、 下幅 15～ 35cm、 深さ6～ 12cm、 検出した総延長はHmを測る。

方向は北北東～南南西で直線的に延び S D83と 平行する。断面形は皿状を呈し、底面の高低差はほとんどな

ヤゝ。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不朝である。

S D86溝跡 (第30図、写真図版45)

<位置 。重複関係> C区 中央部Ⅲ C 10j～ Ⅳ Cljグ リット、標高72.8mに位置する。不整形ピットを有す

るがその性格は不明である。 S D83を切ることから本遺構が新しい。

<規模・方向・形態> 規模は上幅55～ 90cm、 下幅 16～ 28cm、 深さ 7～ 15cm、 検出した総延長は 5。 7mを測

る。方向はほぼ北～南で平面形は溝状だが不整である。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差は 5 cnで、南

側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され黒色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D87溝跡 (第30図、写真図版46)

<位置 。重複関係> C区 西部Ⅲ C10hグ リット、標高72.7mに位置する。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅60～ 72cm、 下幅44～ 46cm、 深さ 9～ 12cm、 検出した総延長は3,2mを 測

る。方向は北～南で平面形は直線的で短い。断面形は皿状を呈し、底面の高低差は17cmで、南側に傾斜して

いる。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

D区 (S D68～ 71。 94)

S D68溝跡 (第31図、写真図版37)

<位置 。重複関係> D区 ⅣD6d～ ⅣD6eグ リッド、標高72.3～ 72.4mに位置する。重複関係は S D70

を切る。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅48～ 94cm、 下幅25～ 54cm、 深さ28cm、 検出した総延長は6.7mを測る。

東西両端が調査区外に延びるため全容は不明である。方向は北北西～東南東である。断面形はほぼ逆台形を

呈し、底面の高低差はHcmで、西側に傾斜している。

<埋 土> 3層 に細分され黄褐色土粒が混入する暗褐色土が主体となって構成されている。自然堆積の様

相を呈している。

<遺 物> 埋土中位～下位にかけて須恵器片110～ H2の他、細片のため図化しなかったが、土師器片など

ユニパックDで 1袋出土している。
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A卜 L=73.200m tt A′

SD84AA′
1 10YR3/3 暗褐色ンルト 明褐色粘土質土ブロック状混入 粘性なし 締まりあり
2 10YR3/3 晴褐色シルト 粘性なし 締まりあり
3 7 5YR5/6 明褐色粘土質土 暗褐色ンルト混入 粘性あり 締まりあり

Bトー L三73.000m ―引 B′    c

帥 B
l 10YR3/2 黒掲色ンル ト 粘性なし

締まりあり
2 75YR5/6 明褐色粘土質土 粘性ややあり

締まりあり

トー L三73.000m ―引 C′

SD87CC′
1 10YR2/2 黒褐色ンルト 粘性あり

締まりあり

Dトー

0            100m

l :5000

L三73.100m 引 D′ Eトーー   Lこ73.100m   ――→E′

SD80EE
l 10YR2/2SD80DD′

1  10YR2/2

2 10YR3/3

黒褐色ンル ト 黄橙粘±60"混入
粘性ややあり 締まりややあり
暗掲色シル ト 粘性ややあり
締まりあり

10YR3/3
10YR3/8

黒褐色シル ト 黄橙粘±60%混入
粘性ややあり 締まりややあり
暗褐色シル ト 粘性ややあり 締まりあり
晴褐色シル トと黄橙粘土質土 (10YR7/8)
混合土 粘性あり 締まりあり

SD82FF′
1 10YR2/3
2 10YR2/2
3 10YR2/3
4 10YR3/2

黒褐色シル ト

黒褐色ンル ト

黒褐色シル ト

黒褐色ンル ト

Fトーー   L三 73.2001n    ――→F′ Hド&20町 H′

朗 3HHV
l 10YR2/2 黒褐色シル ト 粘性あり

締まりあり

LFM°略 L′

2-
SD85LL′
二
蟹増軸 入
粘性なし 締まりややあり
2絨
こ暫ぢ6蔚簡 歳

M岸
三73.100m_引

M′

ヤ
SD85Mヽr
l 10YR3/2 黒褐色ンル ト
黄褐色粘土質土極小粒混入
粘性なし 締まりややあり

Nトー Lこ73.100m _引 N′

SD81NN′
1 10YR2/2 黒褐色シルト
黄褐色粘土質土ブロック状30%混入
粘性ややあり 締まりややあり

Oトー L三73.000m 一引 o′

朗 01
1 10YR2/2 黒褐色シル ト

黄褐色粘土質土プロック状10～ 20%混入
粘性ややあり 締まりややあり

0   断面図   lm
l :40

黄褐色粘土質粒混入 粘性ややあり 締まりややあり
黄褐色粘土質粒微量混入 粘性ややあり 締まりややあり
黄褐色粘土質粒ブロック状混入 粘性ややあり 締まりややあり
粘性ややあり 締まりややあり

Gトー  L三73.200m   _引 G′

SD8ワCG
l 10YR2/8 黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土粒 lFL入  粘性ややあり

締まりややあり
2 10YR3/4 暗褐色シル トと黄褐色粘土質土 (10YR5/8)の 混合土

粘性ややあり 締まりややあり

1泄マ&200駒 ド

SD831r
l 10YR2/3
2 10YR2/3

黒褐色シル ト 粘性ややあり 締まりややあり
黒褐色ンル ト 黄褐色粘土質土ブロック状混入
粘性ややあり 締まりややあり

Fa100名 」′

学
SD86」 J′
1 7 5YR3/6 黒褐色シルト 粘性なし 締まりあり

0   平面図   5m

l :200

K十一一LE73.000m―引 K′

SD86KK
1 7 5VR3/2 黒褐色シルト 粘性なし 締まりあり
2 7 5YR5/8 明褐色粘土質土 粘性あり 締まりあり

第30図  C区溝跡
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<時 期> 出土遺物などから平安時代の遺構と考えられる。
S D69溝跡 (第31図、写真図版38)

<位置 。重複関係> D区 ⅣD5d～ ⅣD6dグ リッド、標高72.3mに位置する。重複関係は S D71を切る。

<規模・方向・形態> 規模は上幅30～ 46cm、 下幅20～ 28cm、 深さ15～ 22cm、 検出した総延長は7.2m測 る。
西側が調査区外に延びるため全容は不明であるが、円形周溝の可能性も考えられる。方向は西から途中で緩

やかに南へ向きを変える三日月型を呈する。断面形はほぼ逆台形を呈し、底面の高低差は12cmで、南側に傾

斜している。

<底面 。壁> 底面はほぼ平坦で、堅く締まる。壁は底面から鋭角的に立ち上がっている。

<埋 土> 暗褐色土を主体に構成される。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D70溝跡 (第31図、写真図版38)

<位置 。重複関係> D区 ⅣD4d～ ⅣD6dグ リッド、標高72.3m位置する。南端をS D68に切られるた
め、本遺構が S D68よ りも旧い。

<規模・方向・形態> 規模は上幅30～ 50cm、 下幅18～ 28cm、 深さ13～ 30cm、 検出した総延長は11.lmを 測
る。西側が調査区外に延びるため全容は不明である。方向は西から途中で急に南へ向きを変える逆L字型を

呈する。断面形は逆台形を呈し、底面の高低差は26cmで、南側に傾斜している。

<埋 土> 暗褐色土を主体に構成される。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 重複関係から平安時代かそれより古い時代の遺構と考えられる。
S D71溝跡 (第31図、写真図版38)

<位置・重複関係> D区 ⅣD4d～ ⅣD5dグ リッド、標高72.3mに位置する。南側で S D69と交錯し、

本遺構が切られる。このことから本遺構が S D69よ りも旧い。

<規模・方向・形態> 規模は上幅20～ 38cm、 下幅10～ 35cm、 深さ18～ 26cm、 検出した総延長は6.7mを測
る。西側が調査区外に延びるため全容は不明である。方向は西から途中で南へ向きを変える逆L字型を呈す

る。断面形は半円形を呈し、底面の高低差は 5 cmで、南側に傾斜している。

<埋 土> 暗褐色土を主体に構成される。自然堆積の様相を呈している。
<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D94溝跡 (第31図、写真図版49)

<位置・重複関係> D ttV D 2c～ V D3dグ リット、標高69.6mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅95～ 140cm、 下幅45～ 80cm、 深さ15～ 25cm、 検出した総延長は6.4mを測
る。方向は東南東～西南西で平面形は幅広の溝状である。両端が調査区外に延びるため全容は不明である。

断面形は皿状を呈し、底面の高低差は10cmで、西側に傾斜している。

<埋 土> 黒色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。
<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
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Eトーー  L二72.500m ―_JE′

SD
1 7_5YR2/2 黒褐色ンル ト 粘性なし

締まりあり
2 75VR2/2 黒褐色シル ト

黄褐色粘土質土粒状30%混入
粘性なし 締まりあり

F眸7Z80町 F′

2埋 プ
SD70FF′
1 10YR4/4 褐色ンルト 粘性なし 締まりあり
2 10YR4/4 褐色シルト 黄褐色粘土質±30%混入

粘性あり 締まりありA卜 L=72.500m   _引 A′

SD68AA′
7 5YR2/2
7 5YR2/2 入
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G眸ぎ2.40⊆当 G′

SDttGσ  W2
B卜   L=72.400m tt B′

SD68BB′
1 7.5YR2/2 黒褐色シル ト 粘性なし 締まりややあり
2 7.5YR2/2 黒褐色シル ト 黄掲色粘土質±40%混入

粘性なし 締まりややあり

Dトー    L三71.700m   ―引D′

帥 9!
1.10YR2/1 黒色シル ト 炭化物混入

粘性あり 締まりあり

平面図 5m

1 :200

1 10YR4/4 褐色シル ト
2.10YR4/4 褐色シル ト

粘性ややあり

粘′陛なし 締まりあり
黄褐色粘土質±20%混 入
締まりあり

Cトー   L三71.700m 引 C'

SD94CC
l.10YR2/1 黒色シルト 炭化物混入 粘性あり 締まりあり

SD71HH′
1 10YR2/3
2. 10YR2/3

H降ど2.69`と当H′

¬́
くこ笙些>∠12

黒褐色シル ト 粘性なし 締まりあり
黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土粒状30%混入
粘性なし 締まりあり

I洋
7Z80(喝 ド

黒褐色シル ト 粘性なし 締まりあり
黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土粒状20%混入
粘性なし 締まりあり

0   断面図   lm
l :40

第31図 D区溝跡
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E区 (S D72～ 77・ 88～ 91・ 98)

S D72溝跡 (第32図、写真図版39)

<位置 。重複関係> E ttV E5g～ V G5bグ リッド、標高70.0～ 70.8mに位置する。本遺構はS K51・ S

DOと粘土採掘土坑群を重複し、それぞれの遺構を切る。よって、これらの遺構より本遺構が新しいと考え

られる。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅22～ 70cm、 下幅12～ 54cm、 深さ 9～ 26cm、 検出した総延長は76.5mを測
る。本遺構の東側が調査区外に延びるため全容は不明である。方向はほぼ東～西で、断面形は逆台形を呈し、

底面の高低差は80cmで、東側に傾斜している。

<埋 土> 暗褐色土を主体に構成される。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 土師器片等が 9号袋で 2～ 3袋、手づくねかわらけ等が出土しているが、部分的に溝の深さが

浅い所もあり、流れ込みのものもあると思われる。

<時 期> 出土遺物などから平安時代～中世の遺構と考えられる。
S D73溝跡 (第32図、写真図版40)

<位置・重複関係> E区 中央部 5E4f～ V F4fグ リッド、標高70.7～ 71,lmに位置する。本遺構は S K36
に切られ、 S D76。 77、 S K43を切る。よって S K36よ り旧く、 S D76・ 77よ り新しいと考えられる。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅78～ 125cm、 下幅40～ 100cm、 深さ25～ 53cn、 検出した総延長は52mを測
る。本遺構の東端が調査区外に延びるため全容は不明である。 S D72と並びながら、方向はほぼ東～西であ

る。断面形は逆台形を呈し、底面の高低差は58cmで、東側に傾斜している。

<埋 土> 暗褐色土主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 土師器片等が 9号袋で3.5袋出土しているが、手づくねかわらけ等も含まれるためS D72と 同
じく流れ込みの遺物も多く含まれていると考えられる。

<時 期> 出土遺物から平安時代～中世と思われる。
S D74溝帥 (第32図、写真図版41)

<位置 。重複関係> E区 中央部 V E5g～ V E5hグ リット、標高70.9mに位置する。本遺構は S D72の 西
端で重なるような位置関係にありS D72に切られる。したがって、本遺構が S D72よ り旧い。

<規模・方向・形態> 規模は上幅35～ 55cm、 下幅25～ 48cm、 深さ 5～ Hcm、 検出した総延長は7.3mを測
る。方向はほぼ東～西に延び S D72と重複する。断面形は浅鉢状である。底面の高低差は 5 cmで、東側に傾

斜している。 S D75と本遺構はその位置関係から同一のものと考えられる。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。
<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D75溝跡 (第32図、写真図版41)

<位置・重複関係> E区 中央部V E5jグ リット、標高70.8mに位置する。本遺構は S D72の西端の一部分
から発している短い溝である。新旧関係はS D72に切られているので本遺構が旧い。

<規模・方向・形態> 規模は上幅25～ 32cm、 下幅10～ 20cm、 深さH～ 20cm、 検出した総延長は5.8mを測
る。方向は西南西から北東に短く延びて終わる。断面形は浅鉢状である。底面の高低差は13cmで東側に傾斜

している。 S D74と本遺構はその位置関係から同一のものの可能性が高い。

<埋 土> 黒褐色上が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。
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<遺 物> 出土していない。

<時 期> 遺構の重複関係を鑑みて平安時代以降のものと思われる。

S D76溝跡 (第 32図、写真図版41)

<位置 。重複関係> E区 中央部 V E3h～ V E5hグ リット、標高71.2mに位置する。 S D73に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅42～ 98cn、 下幅25～ 68cm、 深さH～ 20cm、 検出した総延長は12.6mを測

る。方向はほぼ南北にやや蛇行して延びる。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差は35cmで、南側に傾斜し

ている。

<埋 土> 黒色土を主体とした単層である◇自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 出土遺物はないが、遺構の重複関係を鑑みて平安時代以降のものと思われる。

S D77溝跡 (第 32図、写真図版42)

<位置 。重複関係> E区 中央部 V E3g～ V E5gグ リット、標高71.lmに位置する。 S D73に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅55～ 80cm、 下幅22～ 35cm、 深さ17～ 35cm、 検出した総延長は13.6mを測

る。方向はほぼ南北で S D76と 平行して延びる。断面形は概ね浅鉢状を呈し、底面の高低差は33cmで、南側

に傾斜している。

<埋 土> 黒色土を主客とした単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 細片のため図化しなかったが、土師器片等がユニパックCで 1袋出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のものと考えられるが、流れ込みの可能性もある。

S D78溝跡 (第 34図、写真図版42)

<位置・重複関係> E区 中央部 V E2g～ V E4gグ リット、標高71.4mに 位置する。柱穴状ピットを 1基

有する。重複関係はない。

<規模・方向・形態> 規模は上幅55～ 80cm、 下幅33～ 45cm、 深さ 5～ 15cm、 検出した総延長は7.9mを 測

る。方向はほぼ南北で直線的に伸びる。断面形は皿状を呈し、底面の高低差は36cmで、南側に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土を主体とした単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 細片のため図化しなかったが、土師器片等が 9号袋で 1袋出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のものと考えられるが、流れ込みの可能性もある。

S D79溝跡 (第 34図、写真図版43)

<位置・重複関係> E区 中央部 V E2e～ V E5eグリット、標高71.3mに位置する。重複関係はない。

<規模・方向・形態> 規模は上幅92～ 124cm、 下幅35～ 50cm、 深さ33～ 53cm、 検出した総延長は11.lmを

測る。方向は北北西～南南東に直線的に延びる。断面形は逆台形状を呈し、底面の高低差は4.4cmで、南側

に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D88溝帥 (第32図、写真図版46)

<位置・重複関係> E区 東部 V F4a～ V F5aグ リット、標高70.8mに 位置する。 S D73に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅 15～ 35cm、 下幅 8～ 18cm、 深さ 3～ 5 cm、 検出した総延長は4.3mを 測

る。方向は北北西～南南東で細くやや蛇行気味に延びる。断面形は皿状を呈し、底面の高低差は10cmで、南
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側に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土が主林の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 内黒の土師器片が数点出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のものと思われるが、流れ込みの可能性もある。

S D89溝跡 (第32図、写真図版47)

<位置 。重複関係> E区 東部 V E3a～ V F3bグ リット、標高70。 9mに位置する。 S D73に 切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅85～ 95cm、 下幅55～ 60cm、 深さ25～ 31cm、 検出した総延長は1.5mを測

る。方向は北北東～南南西で調査区と溝に切られ極短い。断面形は逆台形を呈し、底面の高低差は 4 cmで、

南側に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D90溝跡 (第32図、写真図版47)

<位置 。重複関係> E区 東部 V F3bグ リット、標高70.9mに位置する。 S D73と S D89に 切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅20～ 50cm、 下幅 8～ 25cm、 深さ7～ 10cm、 検出した総延長は0.9mを 測

る。方向は北北西～南南東で両端を溝に切られ極短い。断面形は椀状を呈し、底面の高低差は 2 cmで、南側

に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D91溝跡 (第34図、写真図版47)

<位置 。重複関係> C区 西部 V E2a～ V D4jグ リット、標高71.6mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅22～ 40cm、 下幅 8～ 24cm、 深さ8～ 23cm、 検出した総延長は12.lmを測

る。方向は北北東～南南西で直線的に延びて終わる。断面形は深鉢状を呈し、底面の高低差は6cmで、南側

に傾斜している。

<埋 土> 3層 に細分され黒色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D92溝跡 (第32図、写真図版48)

<位置 。重複関係> E区 東部9F5d～ 9F5eグ リット、標高70。 lmに位置する。粘土採掘土坑に切られる。

一部撹乱を受けている。

<規模・方向・形態>規模は上幅20～ 60cm、 下幅16～ 50cm、 深さ2～ 25cm、 検出した総延長は9.8mを 測

る。方向はほぼ東～西で直線的に延びる。断面形は不整形を呈し、底面の高低差は21cmで、東側に傾斜して

いる。一部撹乱を受けている。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 土師器片を中心に 9号袋で 1袋出土している。縄文土器片も数点出土しているが埋土上位から

の出土のため流れ込みのものと思われる。

<時 期> 平安時代と思われる。
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S D93溝跡 (第34図、写真図版48)

<位置 。重複関係> E区 西部 V E5a～ V E5cグ リット、標高71.lmに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅50～ 176cm、 下幅40～ 85cn、 深さ10～ 37cm、 検出した総延長は85mを 測
る。方向はほぼ東～西で平面形は幅広の溝状である。両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面

形は逆台形と皿状を合わせた形状呈し、底面の高低差は 5 cmで、やや西側に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

F区 (S Dl17～ 120)

S Dl17溝跡 (第35図、写真図版55)

<位置 。重複関係> F区 北部 V C5a～ V C5bグリット、標高71.6mに位置する。重複関係はない。

<規模・方向・形態> 規模は上幅75～■Ocm、 下幅40～ 55cm、 深さ13～ 19cm、 検出した総延長は2.5mを測
る。方向はほぼ東～西で直線的に延びるが、両端が調査区外に延びているため全容は不明である◇断面形は

皿状を呈し、底面の高低差は13cmで東側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に区分した。黒色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 時期を特定できる遺物が出土していないため不明である。
S Dl18溝跡 (第36図、写真図版55)

<位置・重複関係> F区 南部Ⅵ B5j～ Ⅵ B6jグ リット、標高72.8mに位置する。不整形ピット有する。重

複関係はない。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅35～ 55cm、 下幅15～ 22cm、 深さ12～ 17cm、 検出した総延長は7.9mを測
る。方向は北東～南西で直線的に延びる。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S Dl19溝跡 (第36図、写真図版55)

<位置・重複関係> F区 中央部Ⅵ C2aグリット、標高72.7mに位置する。重複関係はない。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅95～ 130cm、 下幅18～ 25cm、 深さ15～ 30cm、 検出した総延長は4.Omを測
る。方向は東北東～西南西で直線的に延びるが、両端が調査区外に延びているため全容は不明である。

る。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D120溝跡 (第35図、写真図版55)

<位置 。重複関係> F区 中央部 V C10aグ リット、標高72.3mに位置する。重複関係はない。

<規模・方向・形態> 規模は上幅235～ 270cm、 下幅175～ 210cm、 深さ24～ 58cm、 検出した総延長は3.lm

を測る。方向は北西～南東で直線的に延びるが、両端が調査区外に延びているため全容は不明である。断面
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第32図  E区溝跡 (1)
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A騨主71.3001当 A′

す
SD90AA′
1 10YR2/3 黒褐色シルト 粘性あり

締まりあり

SD75DD′
1 10YR2/3 黒褐色シル ト 粘性あり

締まりあり

SD72GG′
1 10YR2/3 黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土微量混入

粘性あり 締まりあり

」卜_  L=71.300m   _引 J′

SD89」 J′
1 10YR2/2 黒褐色ンル ト 明黄褐色粘土質土

ブロック状況入
粘性ややあり 締まりあり

SD73MM
l 10YR2/3 黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土粒状混入

粘性ややあり 締まりあり
2 10YR3/3 暗褐色シル ト 水分多量含む

粘性あり 締まりなし

B卜__L=7■
200m tt B′

ー
SD74BB′
1,10YR2/3 黒褐色シル ト 粘性あり

締まりあり

E畔細 00名 E′

Kトー
L三71.800m_引

K′

▼
SD76KK′
1.10YR2/1 黒色シル ト 粘性あり

締まりややあり

LF71.200m
Cト ー引 c′

▼
SD75CC′
1 10YR2/3 黒褐色シル ト 粘性なし

締まりあり

F洋7■609名 F′

黄褐色粘土質土プロック状微量混入
締まりかなりあり

SD77EE′
1 10YR2/1 黒色シル ト 粘性あり

締まりややあり

GI――  L三70.400m  ―引 G′ Hトー L=70,700m一引 H′

SD77FF′
1 10YR2/1 黒色シル ト

粘性あり

SD72HH
l 10YR2/2 黒褐色ンル ト 粘性あり

締まりあり

I評■OC蠣 ド

V
SD72■
′

1.10YR2/3 黒褐色ンル ト 粘性なし
締まりあり

L トーー L=71.400m  __引  L′

SD76LL′
1 10YR2/1 黒色シル ト 黄褐色粘土質土プロック状微量混入

粘性あり 締まりかなりあり

01-  L三71.200m tt O′Nトーー  L三71.000m   _引 N′

SD73NN
l,10YR2/3 黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土粒状混入

粘性あり 締まりあり
2.10YR3/2 黒褐色シル トと黄褐色粘土質土 (10YR5/6)

の混合土 水分多量合む
粘性あり 締まりややあり

SD7300′
1 10YR2/2

2 10YR2/1

黄褐色粘土質土粒状混入

締まりあり
粘性ややあり 締まりあり
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SD88PP′
1 10YR2/2 黒褐色シル ト 粘性あり

締まりあり

Q卜r71.800m tt σ

SD92QQ′
1 10YR2/1 黒褐色シルト 粘性あり 締まりあり
2.10YR6/8 明責褐色粘土質土 粘性あり 締まりなし

SD92RR´
1 10YR2/1 黒褐色ンル ト 粘性あり 締まりあり
2 10YR6/8 明責褐色粘土質土 粘性あり 締まりなし

0             1m

l :40

第33図  E区溝跡 (2)
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SD91AA′
1, 10YR2/1 黒色シルト 黄褐色粘土質±60%混入 粘性あり 締まりややあり
2.10YR2/1 黒色シルト 粘性あり 締まりややあり
3. 10YR2/3 黒褐色シルト 責褐色粘土質上少量混入 粘性あり 締まりあり
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ー
SD78BB′
1.7.5YR2/1 黒色シルト
粘性なし 締まりあり

SD79Eご
1. 10YR2/1

SD93CC′
1.10YR2/1 黒褐色シル ト 粘性あり

締まりあり

黄褐色粘土質土粒微量混入
締まりあり

L三72.100m 引 D′

SD79DD′
1.10YR2/2 黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土粒微量混入

粘性なし 縮まりあり

L三71.900m 引 E′

中脚‥‐‐‘防Ｍ脚脚
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第34図  E区溝跡 (3)
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十ムァ乙9d

AI_ LE71.900m 引 〆

SDl17AA′
1 7 5YR2/1 黒色ンルト 粘性あり 締まりあり
2 2 5YR5/4 黄褐色粘土質土 粘性あり 締まりあり

L三72.700m

0   平面図 5m

1 :200

SD120BB
l 10YR2/2 黒褐色シル ト

粘性ややあり
2 10YR2/1 黒色シル ト

粘性ややあり
3 10YR2/1 黒色シル ト

黄褐色粘土質土粒帯状15%混入
締まりややあり

黄褐色粘土質土粒帯状 2%混入
締まりややあり
黄褐色粘土質土粒帯状20%混入 (崩落による)

粘性ややあ り 締まりややあり 0   断面図   lm

l :40

F区溝跡 (1)
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粘性なし 締まりあり
粘性なし 締まりあり

引 A′

Bトー LE93.100m tt B′

10YR3/2 黒褐色シル トと黄褐色粘土質土 (10YR5/6)
の混合土 (盛土)
粘性ややあり 締まりややあり
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形は浅鉢状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 3層 に細分され黒色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

G区 (S D67・ 121～ 123)        ‐

S D67溝跡 (第37図、写真図版37)

<位置 。重複関係> G区 ⅥA91～ ⅥBllグ リッド、標高73.2～ 73.3mに位置する。重複 S D 121・ 122・

123を 切る。

<規模・方向・形態> 規模は上幅58～ 102cm、 下幅24～ 48cm、 深さ102cm、 検出した総延長は47,7mを測る。

東西両端が調査区外に延びるため全容は不明である。方向はほぼ西～東である。断面形はほぼ逆台形を呈し、

底面の高低差は13cmで、西側に傾斜している。

<埋 土> 4層 に細分され黄褐色土粒が混入する暗褐色土が主体となって構成されている。自然堆積の様

相を呈している。

<遺 物> Ⅵ B10dグ リッド付近、埋土中位～上位で「永楽通宝」が出土している。

<時 期> 遺物などから中世以降のものと考えられるが、流れ込みの可能性もある。

S D121溝跡 (第37図、写真図版56)

<位置 。重複関係> G区 区西部Ⅵ A7j～ⅥA10jグ リット、標高73.3mに位置する。 S D67に 切られる。

柱穴状ピット2基を有する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅40～ 105cm、 下幅20～ 45cm、 深さ 5～ 18cm、 検出した総延長は17.2mを

測る。方向はほぼ北～南で蛇行気味に延びる。両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は皿

状を呈し、底面の高低差は 7 cmで南側に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D122溝跡 (第37図、写真図版 56)

<位置 。重複関係> G区 区西部Ⅵ A7j～ Ⅵ A 10jグ リット、標高73.2mに位置する。 S D 123に切 られ、ま

た部分的に合流する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅50～ 80cm、 下幅10～ 52cm、 深さ18～ 26cm、 検出した総延長は18.4mを 測

る。方向はほぼ北～南で蛇行気味に延びる。両端が調査区外に延びるため全容は不明である。 S D 123と部

分的に重なり合う。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差は 5 cmで、やや南側に傾斜している。

<埋 土> 3層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D123溝跡 (第37図、写真図版56)

<位置 。重複関係> G区 西部Ⅵ B7a～Ⅵ B10aグ リット、標高73.2mに位置する。 S D122を 切り、また

部分的に合流する。柱穴状ピット10基を有する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅50～ 105cm、 下幅20～ 65cm、 深さ20～ 30cm、 検出した総延長は18.4mを
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SD122・ 123Dヴ
1.10YR2/2 黒褐色ンル ト 黄褐色粘土質土
ブロック状混入 粘性ややあり 締まりあり
2 10YR3/3 暗褐色シル ト 斎褐色粘土質土
プロック状混入 粘性ややあり 締まりあり
3 ЮYR5/4 黄橙粘土質± 1層 プロック状
況入 粘性あり 締まりあり

粘性あり 締まりかなりあり

1.ЮYR2/2 黒褐
明黄褐色粘土質
40～ 50%混入
粘性あり

締まりかなりどり

黒色シル ト 粘性ややあり 締まりややあり
黒色シル トと明黄褐色粘
の混合土 粘性あり 締
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りややあり
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1 1 5000    SD121BB′
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粘土質土ブロック状40%混入

,レ ト
ロック状

SD122

第37図  G区溝跡
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一〇
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ず

L=73.500m

SD122・ 123CC′
1 10YR2/2 黒褐色シルト 黄褐色粘土質±60%混入 粘性ややあり 締まりあり
2 10YR2/2 黒褐色シルト 黄褐色粘土質土ブロック混入 粘性ややあり 締まりあり
3 10YR3/2 黒褐色シルト 黄褐色粘土質土ブロック状混入

粘性あり 締まりかなりあり

D ttL=73.500m tt D′ EI―――  L三 73.500m   tt E′

SD67EE′
1  10YR2/1
2 10YR2/1

3 10YR2/1 戸
刃 ど

Fトーー    L三73.500m    ――→ F′

SD67FF′
1 10YR2/1
2 10YR2/1

黒色ンル ト 粘性ややあり 締まりややあり
黒色ンル トと明黄褐色粘土質上 (10YR6/8)
粘性あり 締まりややあり

10YR'/1 黒色シルトと明黄褐色粘土質土 (10YR6/8)
ブロック状混入 粘性あり 締まりあり

10YR2/1 黒色シルト 粘性あり 締まりあり

Gトー  と三73.500m ―引 G′

SD67GG
l 10YR2/2 黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土ブロック状

50%混入 粘性あり 締まりあり
黒褐色ンル トと明東褐色粘土質土 (10YR6/8)
混合± 1層混入 粘性あり 締まりあり
黒褐色ンル トと明黄褐色粘土質土 (10YR6/8)
混合土 粘性ややあり 締まりややあり
黒色シル ト 粘性あり 締まりあり

0   平面図   5m
l :200

の混合土

の混合士

SD123

９
〓
一

SD121 い一甲
ゴ

2 10YR2/2

3 10YR2/2

4 10YR2/1

0   断面図   lm
1 :40
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測る。方向はほぼ北～南で蛇行気味に延びる。両端が調査区外に延びるため全容は不明だが、 SD122と

部分的に重なり合う。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差は 3 cmでやや南側に傾斜している。

<埋 土> 3層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

H区 (S D 138～ 140。 143～ 148)

S D138溝跡 (第38図、写真図版63)

<位置・重複関係> H区 東部Ⅷ C7a～Ⅷ C8aグ リット、標高72.lmに位置する。重複関係はない。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅75～ 135cm、 下幅40～ 70cm、 深さ29～ 45cm、 検出した総延長は6.2mを測
る。方向は北～南に延び、両端が調査区外に延びるため全容は不明である。一部は撹乱を受けている。断面

形は皿状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 2層 に細分され暗褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D139溝跡 (第 39図、写真図版63)

<位置 。重複関係> H区 西部Ⅷ A2jグ リット、標高73.lmに位置する。重複関係はない。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅70～ 95cm、 下幅15～ 20cm、 深さ27～ 37cm、 検出した総延長は5.6mを測
る。方向は南～北に延びて終わる。断面形はすり皿状を呈し、底面の高低差は10cmで南側に傾斜している。

<埋 土> 黒褐色上が主体単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D140溝跡 (第 39図、写真図版63)

<位置 。重複関係> H区 西部ⅧA2jグ リット、標高73.lmに位置する。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅45～ 52cm、 下幅15～ 30cm、 深さ10～ 13cm、 検出した総延長は4.5mを狽1
る。方向は北～南で直線的に延び、両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形はすり鉢状を呈

し、底面の高低差は 5 cmで南側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され暗褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

S D143溝跡 (第 39図、写真図版64)

<位置 。重複関係> H区 中央部Ⅷ B5dグ リット、標高73.2mに位置する。重複関係はない。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅95～ 105cm、 下幅40～ 45cm、 深さ34～ 43cm、 検出した総延長は5.5mを測
る。方向はほぼ東～西で直線的に延び、両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は不整形を

呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
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S D144溝跡 (第 38図、写真図版65)

<位置・重複関係> H区 中央部Ⅷ B6f～Ⅷ B7fグ リット、標高73,2mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅35～ 45cn、 下幅15～ 20cm、 深さ6～ 15cm、 検出した総延長は5.7mを測

る。方向は北北西～南南東にやや湾曲して延び、両端は調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は

皿状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D145溝跡 (第 38図、写真図版65)

<位置・重複関係> H区 東部ⅧB6g～Ⅷ B7gグリット、標高73.2mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅32～ 50cm、 下幅15～ 18cm、 深さ2～ 9 cm、 検出した総延長は2.7mを測

る。方向は北北西～南南東に短く延びて終わる。断面形は皿状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D146溝跡 (第 38図、写真図版65)

<位置 。重複関係> H区 東部ⅧB6h～Ⅷ B7iグリット、標高73.2mに位置する。重複関係はない。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅22～ 42cm、 下幅 8～ 15cm、 深さ 3～ 5 cm、 検出した総延長は3.9mを測

る。方向は北北西～南南東に短く延びて終わる。断面形は不整形を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D147溝跡 (第 39図、写真図版64)

<位置 ,重複関係> H区 中央部Ⅷ B3dグリット、標高3.2111に位置する。重複関係はない。

<規模・方向・形態> 規模は上幅38～ 50cm、 下幅20～ 25cn、 深さ 7～ 14cm、 検出した総延長は3.lmを測

る。方向は北北西～南南東に短く延び終わる。断面形は皿状を呈し、底面の高低差は 5 cmでやや西側に傾斜

している。

<埋 土> 黒褐色土が主保の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D148溝跡 (第38図、写真図版65)

<位置・重複関係> H区 東部ⅧB7g～Ⅷ B71グリット、標高73.2mに位置する。重複関係はない。

<規模・方向・形態> 規模は上幅35～ 65cm、 下幅15～ 35cm、 深さ4～ 12cm、 検出した総延長は8.2mを測

る。方向はほぼ西～東にやや湾曲して延び終わる。断面形は皿状を呈し、底面の高低差は 9 cmで東に傾斜し

ている。

<埋 土> 暗褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
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I区 (S D 124～ 137、 147、 148)

S D124溝跡 (第40図、写真図版57)

<位置 。重複関係> I区 北西部Ⅶ E2jグ リット、標高73.2mに位置する。柱穴状ピット1基を有する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅48～ 70cm、 下幅15～ 30cm、 深さ13～ 29cm、 検出した総延長は3.lmを測
る。方向は北北東～南南西に延び、両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は逆台形状を呈

し、底面の高低差は 3 cmでやや南側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され暗褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D125清跡 (第42図、写真図57)

<位置 。重複関係> I区 南郡Ⅷ F 10c～Ⅸ Fldグ リット、標高71.lmに位置する。 S D 128を切る。

<規模・方向・形態> 規模は上幅80～ 140cm、 下幅20～ 50cm、 深さ20～ 55cm、 検出した総延長はH.8mを

測る。方向は北北東～南南西に向かい、その後東に向きを変え調査区外に延びる。全体の様相は不明だが、

幅広で深い溝である。断面形はすり鉢状を呈し、底面の高低差は56cmで大きく南側に傾斜している。

<埋 土> 3層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D126溝跡 (第42図、写真図版58)

<位置 。重複関係> I区 南部Ⅸ Elg～Ⅶ F10aグ リット、標高71.5～ 71.9mに位置する。柱穴状ピット1

基を有する。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅35～ 60cm、 下幅7～ 26cm、 深さ13～ 30cm、 検出した総延長は22.5mを測
る。方向は東から一端南に蛇行し西に延びて終わる。細長い溝である。断面形はすり鉢状を呈し、底面の高

低差は36cmで西側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され暗褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D127清跡 (第42図、写真図版58)

<位置・重複関係> I区 南郡Ⅸ E2b～Ⅷ F10cグ リット、標高71.2～ 71.9mに位置する。 S D 125に 切ら

れる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅30～ 66cm、 下幅10～ 12cm、 深さ5～ 35cm、 検出した総延長は45.8mを測
る。方向は東からやや蛇行気味に西に延び、調査区外をまたいでさらに西に延びて終わる。細長い溝である。

断面形はすり鉢状を呈し、底面の高低差は53cmで西側に傾斜している。

<埋 土> 暗褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D128溝跡 (第42図、写真図版58)

<位置 。重複関係> I区 南部Ⅷ F10b～Ⅸ Flbグ リット、標高71.lmに位置する。 S D 125に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅30～ 45cm、 下幅18～ 22cm、 深さ 5～ 14cm、 検出した総延長は3.5mを測
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る。方向は南南東～北北西に延びて終わる。断面形は皿状を呈し、底面の高低差は 5 cmで南側に傾斜してい

る。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D129清跡 (第41図、写真図版59)

<位置 。重複関係> I区 東部Ⅷ F9d～Ⅷ F 10fグ リット、標高71.5mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅32～ 50cm、 下幅12～ 25cm、 深さ13～ 19cm、 検出した総延長は8.3mを 測

る。方向は北西～南東で直線的に延びるが、両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は椀状

を呈し、底面の高低差は21cmで、南側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され暗褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出上していない。

<時 期> 不明である。
S D130溝跡 (第41図、写真図版59)

<位置・重複関係> I区 東部Ⅷ F9e～Ⅷ F9fグ リット、標高71.5mに位置する。 SIH竪穴住居を切る。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅40～ 50cm、 下幅12～ 30cm、 深さ6～ 16cm、 検出した総延長は3.8mを測

る。方向は東～西に直線的に延びて終わる。断面形は皿状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 細片のため図化していないが、土師器片が 8点出土しているが、SIH住居からの流れ込みの

可能性もある。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。

S D131清跡 (第41図、写真図版60)

<位置 。重複関係> I区 東部ⅧF6d～Ⅷ F6eグ リット、標高71.6mに位置する。 S D 132に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅48～ 55cm、 下幅15～ 20cm、 深さ 8～ 22cm、 検出した総延長は2.8mを測

る。方向は東～西に延びる。一端は S D 132に切られ、もう一端は調査区外に延びる。断面形は皿状を呈し、

底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 3層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出上していない。

<時 期> 不明である。
S D132清跡 (第41図、写真図版60)

<位置 。重複関係> I区 東部Ⅷ F6d～Ⅷ F6eグ リット、標高71.6mに位置する。 S D 131を切る。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅62～ 98cm、 下幅25～ 40cm、 深さ20～ 43cm、 検出した総延長は5.2mを測

る。方向は東～西に延びるが両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は皿状を呈し、底面の

高低差は10Cmで東側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主林に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 細片のため図化していないが、土師器片数点が出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のものと思われる。
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S D133溝跡 (第41区、写真図版60)

<位置 。重複関係> I区 東部Ⅷ F2d～Ⅷ F4fグ リット、標高71.5mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅50～ 70cm、 下幅15～ 28cm、 深さ22～ 35cm、 検出した総延長は9.8mを測

る。方向は北西～南東に直線的に延びるが、両端がを調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は深

鉢状を呈し、底面の高低差は17cmで西側に傾斜している。

<埋 土> 2層 に細分され黒褐色土が主林に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 細片のため図化していないが、土師器片がユニパックGで 1袋出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代と思われる。
S D134溝跡 (第 40図、写真図版61)

<位置・重複関係> I区 東部Ⅶ F8d～Ⅶ F8eグリット、標高71.3mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅98～ 120cm、 下幅18～ 120cm、 深さ30～ 45cm、 検出した総延長は4.5mを

測る。方向は東南東～西北西に直線的に延びる。両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は

逆台形状を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D135溝跡 (第40図、写真図版60)

<位置 。重複関係> I区 東部Ⅶ F10d～Ⅶ F10eグリット、標高71.3mに位置する。

<規模・方向・形態> 規模は上幅48～ 58cm、 下幅22～ 38cm、 深さ2～ 7 cn、 検出した総延長は4.5mを測

る。方向はほぼ東～西に直線的に延びるが、両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は皿状

を呈し、底面の高低差はほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主林の単層である。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D136溝跡 (第40図、写真図版62)

<位置 。重複関係> I区 東部Ⅷ F9eグ リット、標高71.2mに位置する。 S K88に切られる。

<規模・方向・形態> 規模は上幅40～ 50cm、 下幅12～ 15cm、 深さ23～ 29cn、 検出した総延長は4.8mを狽1

る。方向はほぼ東～西に直線的に延び、一端をS K88土坑に切られ、もう一端は調査区外に延びる。断面形

は逆台形状を呈し、底面の高低差は 5 cmでやや東側に傾斜している。

<埋 土> 4層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D137溝跡 (第41図、写真図版62)

<位置 。重複関係> I区 東部ⅧF41～Ⅷ F4hグ リット、標高mに位置する。重複関係はない。

<規模・方向・形態> 規模は上幅55～ 95cm、 下幅20～ 50cm、 深さ80cm、 検出した総延長は 5mを測る。方

向はほぼ東～西に直線的に延びるが、両端が調査区外に延びるため全容は不明である。断面形は逆台形状を

呈し、底面の高低差は 5 cmで、東側に傾斜している。

<埋 土> 3層 に細分され黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。
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<遺 物> 細片のため図化していないが、土師器片が数点出土している。

<時 期> 出土遺物から平安時代のものと思われる。

S D141溝跡 (第43図、写真図版64)

<位置・重複関係> I区 西部Ⅸ E3a～Ⅸ E2cグ リット、標高72.lmに位置する。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅35～ 105cm、 下幅15～ 35cm、 深さ 5～ 24cm、 検出した総延長は 5mを測

る。方向は西～東に蛇行して延び終わる。一部撹乱を受けている。断面形は浅鉢状を呈し、底面の高低差は

ほとんどない。

<埋 土> 黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
S D142溝跡 (第43図、写真図版64)

<位置 。重複関係> I区 西部Ⅸ E2d～Ⅸ E3dグリット、標高72.lmに位置する。重複関係はない。

<規模 。方向・形態> 規模は上幅32～ 50cm、 下幅8～ 15cm、 深さ10～ 22cm、 検出した総延長は 5mを測る。

方向は南南西～北北東でやや湾曲気味に延びて終わる。断面形はすり鉢状を呈し、底面の高低差はほとんど

ない。後世の撹乱の可能性も高い。

<埋 土> 単層で黒褐色土が主体に構成されている。自然堆積の様相を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。

(10)柱穴状土坑群

調査区全体で825基の柱穴状土坑を検出した。特に調査区北側は柱穴状土坑が密集している。柱穴状土坑

からは中国産白磁が出土したものもあり、12世紀に属する掘立柱建物跡が存在していたと思われる。また、

高台寺という地名が残つていることからも何らかの建物が存在していた可能性は高いと考えられる。しかし、

調査区一帯が開田の際に大きく削平を受けたため、表土下10数cmが v層の遺構検出面となっている。そのた

め現代の耕作による撹乱や杭穴等も無数にあり、旧い柱穴状土坑と杭穴との判別が難しく、検出した柱六状

土坑にもそれらの杭穴が含まれている可能性が高い。調査範囲が狭いこともあり掘立柱建物跡を復元するま

でには至らなかった。非常に残念ではあるが、本報告書では検出した柱穴状土坑を図化するに留めた。
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SD134BB′
10YR2/1 黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土ブロック状少量混入

粘性あり 締まりややあり

0   平面図   5m
l :300

c岸 =71.500m tt C′

ーSD135CC′1 10YR2/2 黒褐色シル ト 黄褐色粘土質土
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粘性ややあり 締まりややあり

D珍 げ

SD136DDフ
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粘性あり 締まりややあり
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4 75YR3/2 黒褐色シル トと明黄褐色粘土質土 (10YR6/8)
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Aトー L=73.400m ―引 A′

暗褐色シル ト 明黄褐色粘土質土粒状微量混入
粘性ややあり 締まりあり
暗褐色シル トと明黄褐色粘土質土 (10YR6/3)の 混合土
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o   断面図   lm
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一-83-―

とT SD135

SD136 10

第40図



Aμ =71.800m引 〆
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粘性ややあり 締まりややあり
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E卜ニデ
7■ 800■二引E′

ヤ
黒褐色シルト 黄褐色粘土質±30%混入
粘性あり 締まりあり

F洋7■60町 F′
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粘性あり 締まりややあり
黒褐色シルト 粘性あり 締まりあり
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V
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2 10YR3/3 黒褐色シルト 粘性ややあり 締まりあり
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Bトーー L三71,700m tt B′
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帥 1
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2.10YR44 褐色シルト
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締まりややあり
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1 :5000
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暗褐色シル トを主体に明黄色粘土質±10%含む混合土
粘性ややあり 締まりややあり
褐色シルト 粘性ややあり 締まりややあり

L=71.200m           tt F′ Gトー L=71.400m 引 G′

SD125G G′
1.10YR3/2 暗褐色シルトを主体に明黄色粘上質±5%含む混合土

粘性ややあり 締まりややあり
2.10YR5/6 黄褐色粘土質シルト 粘性ややあり 締まりややあり
3.10YR4/6 褐色シルト 粘性ややあり 締まりややあり
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10YR3/3 暗褐色シルト 粘性あり しまりあり

しまりあり
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第 4表 柱穴観察表 (1)

No ×偏 EHI(cm) 辰 南模 高 (cm) 備 考 No ×挿 HIH(cm) 贋 商 標 高 (cm) 歴 商標 高 (m) 偏 考

PPl 40× 33 73 16ё PP77 48× 3思 180 8 1 000

PP2 360 73 240 PP78 1742 rl obЬ

PP3 34× 32 515 73 085 PP79 40× 25 1600 71 200

PP4 24× 20 505 73 095 PP80 42× 30 1675
PP5 24× 22 645 72 955 PP81 30× 26 1924 70 876

PP6 35× 25 73 024 PP82 25× 25 1960
PP7 8× ] 78 066 PP8 4× 20 100
PPも 7× ツ 73 105 PP84 Z6× Z3 Zё6 5

PP9 24× ZZ 73 105 PP85 28× 28 1980 70 870

PP10 28× 26 73 037 PP86 21× 20 201 0 70 790

PPll 26× 24 73 054 PP87 33× 28 24 50 72 555

PP12 28× 24 72 9″ 0 PP8 5× 20 255 5

PP13 8× ] 73 0ツ 2 PP呂 9 1× 2() 282 8 69 972

PP14 28× Zё 73 13も PPUU 2Ь×25 25Z 5 70 275

PP20 24× ZZ lυ PP91 Z思 × 24 70 275

PP21 26× 23 PP92 21× 20 227 5 70 525

PP22 30× (16) PP93 16× 14 250 0 70 300

PP23 25× 20 PP94 30× 25 224 0 70 560

PPZ4 出2× 26 PP95 229 2 70 508

PP25 23× 20 PP96 35× 80 22呂  2

PP26 Z4× 21 l‐

DP9 34× 30 288 Z 70 468

PP27 36× Z8 2 PP98 15× 12 70 590

PP28 35× 25 PP29重 PP99 18× 15 5 70 385

PP29 42× 35 PP28重 PP 15× 15 245 5 70 345

PP30 24× 24 44 2 PP 20× 227 5 70 525

PP31 26× l PP 25× 2 226 0 70 540

PP32 25× 25 PP 2Z× 2 2065 70 735

PP33 25× 24 1 PP 30× 26 70 7tJ0

PP34 28× 25 PP 26× 25 1942 70 858

PP35 22× 21 PP 26× 25 1981 70869
PP36 35× 28 PP 40× 38 1954 70 846

PP37 30× 28 PP 80× 26 1985 5

PP8呂 25× 23 PP × 2 70860
PP39 Z5× 21 PP × 8 t12 78 70も

PP40 36× 84 IjP Z4× 2ё 183 心 イё tJ6Z

PP41 28× 26 PP 25× 25 1760 71

PP42 35× 26 PP 40× 32 203 2 70 768

PP43 28× 25 742 PPl 25× 25 1936 70 864

PP44 22× l PP 26× 25 1572 228

PP45 26× Z5 PPll 22× 20

PP46 35× 34 PPll 48× 2 175 2

PP4イ 39× 3ё 72 100 PP bU× 4 17Z も

PP48 28× 25 72 010 PPl19 40× 38 1775
PP49 30× 20 PP120 32× 32 174 0

PP50 30× 30 PP121 30× 22 1778 022

PP51 28× 2Z Z PPl 35× 25 1850
PP52 22× 20 02 PP12 × 2

PP53 80× 25 9 72 098 PP124 × 2 1

PIjbコ 3b× ZЬ 71 963 PP125 50× 4 1も U b 70 995

PP55 22× 18 090 72 110 PP126 32× 30 1710 71 090

PP56 18× 16 72 007 PP127 40× 35 1775 71025
PP57 20× 18 72 185 PP128 26× 24 1600 71 110

PP58 24× 22 PPl 35× 32 1624
PP59 ツ2× Zl PP ×52

PP60 1× 21 72 UtJ0 PP13 ×2ツ 171

PP61 26× 21 PP132 3U× 26 17tJ 0

PP62 18× 18 073 72 127 PP133 35× 32 5

PP63 20× 15 666 71 534 PP134 26× 25

PP64 20× 18 72 156 PP135 25× 20 1795
28×クR PPl 40× 30

60× 45 71 1 PP 35× 28 I

PP67 45× 40 51 5 71 285 PP18心 26× 24 177

PP68 3b× 3ё 35 5 71 445 PP139 20× 2ё 184 0 70 960

PP69 45× 42 370 71 430 PP140 38× 32 2 71 088

PP70 40× 35 600 71 200 PP141 38× 32 71

PP71 26× 25 460 71 340 PP142 30× 30 71

PP7 60× 58 248 0 PP143 25× 25

PP7 3Z× 82 71 お PP144 25× 25

PP74 50× 37 71 055 PP145 5ツ×50 0

PPrb 80 5 70 995 PP146 34× 2も 64b 5

PP76 28× 26 650 PP147 30× 30 5
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第 4表 柱穴観察表 (2)

No 長軸 ×短軸 (cm) 民 面 保 島 (Cm) 備 考 No EHI× 写帥 (cm) 底 面標 高 (cm) 底 面標 高 (m) 備 考

PP ×20 PPZl 26× 25 72.393
PP149 22× 21 1550 71250 PP220 28× Z4 172 4 72 776
PP150 1792 71 008 PP221 ZU× 16 179 2
PP ×34 70 995 PP222 24× 22 ZUも  5 7Z41
PP 5× 32 PP223 35× 30 204 2 72 45も

PP153 24× 22 161 0 PPZ24
PP225

32× 28 206 4 72_436
PP154 ×30 1575 26× 72 422
PP155 22× 20 154 8 PP226 80× 28 2175 72 325
PP156 ×35 1630 72 470 PP227 30× 25

PP157 ×ツ2 149 0 7里 610 PP228 20× 18 Z12 5 72 375
PP158 4× 24 PP229 30× 30 2126 2 374
PPlbυ 5× 25 1470 PP230 26× 22 2254 72 246
PP160 20× 18 7必  6tJ5 PP2お 1 22× 21 2152 72 348
PP l ×20 72 6ィ PP232 30× 28 8 72 320 SD97中
PP162 25× 25 1698 72 402 3D80中 PP〃 33 3も×34 Z05 5 72 445 SD97中
PP ×24 1598 72 502 3D80中 PP234 ZZ× ZU SD97中

×32 lЭ 72 575 PP235 84× 70 218 Z SD97中
PP165 25× 21 1 72 呂32 PP236 22× 21 206 5 FZ 385 SD191中
PP166 Zも×Z6 16ё  0 PP237 18× 16 224 1 72 159 SD191申
PP ×20 15 PPツ R呂×2R 72 232 SD101中
PP168 30× 30 1780 72 320 PPZも 32× 24 237 6 72 024
PP169 26× 2珂 7 72 633 SD85中 PP240 32× 24 286 4 SD102中
PPl 4 ×87 168.0 72 420 SD85中 PP241 6ё×4Z 282 6 SD102中
PP171 ×80 4 SD85中 PP242 22× 18 204 Z 72 85き SD102
PP172 40× 3ё 151 7 PP里 43 20× 16 223 5 rZ 165 SD10Z
PP173 26× 25 1450 PP244 34× 30 2155 72 245 SD102
PP174 ×22 1505 rz btJb PP24 12× 80 SD102中
PP175 20× 20 145 0 72 650 PPZ46 42× 24 222 4 72 176 SD102中
PP176 ×26 2 72 278 PP247 ツZ×ツ] 222 SD102中
PP177 × 1593 72 507 PP248 18× 16 202 ツ 7ツ 378 3D10Z中
PP17き 25× ツ PP249 24× 24 250 6
PPrrυ 39× 25 1 3D思 5中 PP250 30× 25 258 0
PP180 25× 22 72 630 PP251 24×

PP18J 38× 36 140 0 72 700 PP252 ×86 279 7
PP182 35× 35 1592 72 508 PPZ53 ×40 275 5
PPI ×22 1802 72 298 PP254 40〉く40
PPI ×路2 72 590 PP255 30× 30 262 3 777
PPlも 5 36× 34 166 2 PP256 35× 30 Zbr

PP186 34× 30 16ё  5 PP257 35× 30 2620
PP187 30× 30 rZ 7必も PP2 80× 30 275 5
PP188 ×25 1685 72 465 SD84中 PP2 40×

PP189 22× 28 1652 72 448 PPZ6ё 52×

PPl ×22 1655 PP261 b2× 25

PPl 80× 28 1575 725 PP262 30× 30 278 0
PPlυ Z 38× Z5 PP268 30× 28 270 0
PP193 34× 34 166 0 72 440 PP264 35× 35 275 0
PP194 ×26 7Z PP翌 80× 26

PP195 32× 30 1725 72 775 PP26 25× 277 5
PP196 40× 35 1964 72 536 PP26γ 52×

PPl 42× 35 209 8 72 402 PP268 32× 2も

PPl 30× ツ PP269 30× 28

PP19U Z5× 1 ツ36 4 I PP270 40× 35

PP200 38× ZZ 225 2 72 248 SD95中 PP271 30× 25

PP201 18× 15 72 353 SD95中 PP27 35× 20 3K74中
PP202 18× 16 72 400 SDυ b中 PP27 5× 3K74中
PP203 20× 14 2165 72 335 SD95中 ettZ74 4× 2

脚一醐
18× 12 231 8 72 182 3D95中 PP275 5× Z

24× 2 181.5 72 685 PP276 25× 25

PPツ 06 55× 40 PP277 50× 35

PP207 ′6× Z 19ツ  0 72 PP278 45× 38 1630
PP208 75× 70 188 4 7Z 616 40× 35 1795
PP209 28× 25 72 PP2 ×40
PP2 20× 20 1812 72 688 PPZも ×35
PP2 45× 40 1810 72 690 PP282 80× 28

PP2 × 2 194 7 72 553 PP283 30× 25 16も  ё
PPZ ×26 7″ PP284 35× 32

PP2 4 42× 80 7Z l PP285 32× 32

PP2 5 35× 2 72 505 PF 52× 46

PP2 45× 35 PP287 ×

PP2 7 35× 28 209 3 72 407 PPZぷ 8 ×12 3DHO中
PPZ 25× 25 2135 72 365 PP289 44× 4Z l
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第 4表 柱穴観察表 (3)
No 底面 標 高 (cm) 底 面標 高 (m) 4席考 凶 o 長 期 ×短 EHI(cm 尻 曲終 言 (cm) rn) 備 考

PP290 40× 35 161 5 PP361 Z6× Z4 205 0 71 55

PP291 52× 40 194 5 555 PP362 32× 30 203 0 71 570

PP29Z R× 25 1810 PP363 50× 40 5 71 465
PP298 ×35 25× 25 170 0 71 900

PPZυ 4 ×28 75 Z SD108中 PI 40×

PIJZυ b Z6× 26 PP366 32× 2 Z 71 47

PP296 30× 24 1972 3Dl 0中 PP367 Z5× Z5 71 725

PP297 18× 18 1882 3DHO中 PP368 45× 45 1825 71 775

PP298 16× 1570 930 PP369 48× 45 2195
PP299 × PP370 48× 45 890
PP300 × 2 × 865
PP3Ul ZU× SD PP87Z 5× 毬

PP302 16× 16 1916 3D 06中 PP373 25× 25 71 655

PP303 30× 25 1885 3D 06中 PP374 21× 21 71 71

PP304 16× 15 201 0 3D 06中 PP375 25× 25 830 71 770
PP305 ×18 3D 06中 PP376 25× 25 525 72 075
PP × ‐Ｄｌ

一
‐Ｄｌ

PP377 25× 2R 835 71 765

PP307 × PP87 ×24 71810
IjPも 08 × rr.b SD106申 PP37U 70× 45

PP309 25× 24 180.0 3D106中 PP380 Zb× ZZ lも 1 6 71 7思 4

PP3 0 30× 25 1696 3D100中 PP381 35× 35 1900
PP3 1 26× 26 201.5 3D100中 PP382 35× 35 1852
PP3 74× 3K69 PP383 32× 30 1900
PP8 × 2A× 25 2155
PP3 4 32× 2 86× 86

PP3 b 32× 30 166 U PP3も 6 48× 45 20も  0

PP3 6 28× 26 1795 PP387 4U× 3Z ltJ6 ё 71.640

PP3 7 39× 26 1800 PP388 38× 38 202 0

PP3 8 30× 28 204 5 455 PP389 40× 35 1960
PP8 × l 5

７３

一

PP390 40× 32 2160
PP320 ×35 PP391 ×80 1916
PP3 l ×Zも PP392 ×85

PP322 24× 2 PP393 35× 30 202 0 71 580

PP323 22× 20 1645 PP394 35× 35 r1 4Zb

PP324 24× 18 1723 PP395 40× (35) 2145 PP396重
PP325 ×18 1670 PP396 40× (3 1950 PP395重

×20 PP397 35× 35 1990
PP327 ×25 l PP × PP399菌糎
PP32も 34× 32 171 PP39U ×

PP329 35× 30 1820 PIJ400 55× 45 228 ё 71 820

PP330 42× 30 1920 PP401 30× 25 212 υ 480

PP331 26× 25 1850 PP402 40× 35 200 0

PP3 2 20× 18 20お  0 PP403 32× 30 1970
PP × PP404

PP405
40× R5 206 5

PP384 ×25 lU7 0 ×25 9

PP33b Zも×Zも SK6Ь甲 PP406 ×25

PP336 20× 20 1925 PP407 Zb× Z5 ltJ3 ё

PP337 30× 28 204 0 PP408 35× 35 2140
PP338 30× 15 1895 PP409 35× 32 1960
PP339 75× PP410 40× 35 1925

× PP41 R厨×R0 2145
PP341 × PP412 × Z02 0

PLj342 Z5× Z5 PP413 ×

PP343 35× 30 1905 PP41 35× 3Z

PP344 22× 20 1935 PP415 48× 46 Zёυ b

PP345 40× 35 1930 PP416 102× 35 2140
PP346 ×R0 201 5 PP417 62× 55 2308

20× 18 PP418 33× 30 194 5 655

PP34 3Z× 3Z 1 PP419 ×26

e碇349 Z2× ZZ PP420 ×46

PP350 25× 22 2155 PP421 70× Z8 Z25 5

PP351 22× 22 200 0 PP422 35× 32 2165
PP352 40× 35 PP423 30× 30 207 5

PP353 25× 22 205 5 PP424 24× 22 1980
× PP425 55× 50 208 5

PP355 × PP42 ×45 222 0

e程3b6 30× PP427 2× 30

PP357 28× 25 1915 PP4Zも 60× 25

PP358 25× 20 1980 PP429 55× 52 224 5

PP359 30× 30 209 5 PP430 60× 52 223 3

PP360 22× 22 203 0 PP431 35× 32 235 5
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第 4表 柱穴観察表 (4)

No 長軸 ×短軸 (cm) 底 面標 高 (cm) 底 面 標 高 (m) 偏 考 No 長軸 ×短軸 (Cm) 底 面標 高 (Cm) 瓜 回 楳 局 m) 偏 考

PP432 35× 30 1795 PP × 2 14tJ 5 7210〔

PP433 50× 25 2 PP ×

PP434 × 220 0 PP505 Zb× Z 1788
PP435 ×3Z 21き b PP506 25× 18 1768 SK58中
PP486 Z× 3b 201 3 PP507 25× 20 ,30 3K58中
PP487 40× 32 1940 PP508 26× 25

PP438 40× 35 206 5 535 PP509 × 4 K57
PP439 40× 32 1947 PP5 × 2 1 72 190 SKbγ

PP440 85× PP5 8Z× 30

PP44 38× ltJtJ 5 IjPb 25× 25 174 7

PP442 3怒×32 202 5 PP5 28× 25 1853
PP443 50× 50 240 5 PP5 50× 35 1790
PP444 32× 30 1825 775 PP5 34×

PP445 40× 38 200 3 PP5 ×30

PP446 70× 68 190 5 PP5] ×30

PP447 呂5× 65 PP5] ZU× ZU 167.5

PP4J 22× 20 Z12 5 3K76中 PP519 22× 20 1720
PP449 42× 40 202 0 PP520 18× 18 1640
PP450 45× 40 207 5 PP521 35× 32

PP451 35× 35 227 8 PP522 82×

PP452 40× 35 191 0 35×

PPコ 48× 35 PP524 88× ZЬ

PP454 45× 40 186 U PPbZb 30× 26 1700
PP判 7Z× 59 lも b ё PP526 26× 22 184.5

PP456 bb× 49 207 0 PP527 25× 22 1855
PP457 26× 25 206 3 PP528 22×

PP458 30× 26 208 8 PP52 ×

PP4 30× 30 PP ×

PP460 25× 22 PP531 ど2× 3υ

PP 24)(24 142 PIJb3Z 30× 28 1730
PP462 1× 21 890 PP533 30× 25 '25
PP463 1× 30 2140 PP534 38× 32 5

PP464 30× 30 190.0 PP535 32×

PP465 40× 35 1983 PP53 × 2 1 1

PP466 30× 30 PP ×

PP467 24× 夕4 184 7 PP538 32× 3Z 1900
PP 30× ツ6 1思ё 5 PP539 28× 26 1920
PP46U 32× 39 PP540 32× 32 1970
PP470 32× 30 206 4 PP541 35× 30

PP471 28× 28 176 4 PP542 R8×

PP472 30× 28 1930 PP54 ×32 1

PP47 55× 35 PP544 ×35

PP474 PP545 必2× ZU 1800
PP47 25× 2 294 U PP546 21× 20 1835
PP476 と5× 35 1946 654 PP547 24× 22 1795
PP4 197 4 PP548 25× 22

PP478 30× 30 1845 PP549 2R× 2

PP479 40× 40 1980 620 PP × 2 1

PP480 20× 20 PP × Z

PP481 30× SK61中 PP55Z 2b× Z4 196.0

PP482 50× 4 245 5 SK61甲 PPbb3 42× 35 2180
PP488 65× 5 PP554 35× 35 206 5

PIj4心 判 184 0 PP555 25× 23

PP485 45× 45 0 PP556 35×

PP486 80× 45 1853 PP × 2 225

PP487 60× PP × Z 5

PP488 40× PP55υ 48× もb

PP489 呂(〕 × 2 PPb6U 40× 40 2152
PP490 55× 48 PP561 35× 25 220 2

PIj49 1 3b× 3b 1883 PP562 36× 34

PP492 40× 35 1860 PP563 RO×

PP493 30× (30) 1820 PP5 × 4

PP494 40×

PP404重褥
PP5 ×

PP495 40× (35) PP566 80× 2も 230 2

PP × Z02 0 PPb6イ 32× 30 206 5

PP4り 7 × 4 2ё 6 イ 533 PP568 35× 30 226 8 732

rjP498 32× 3Z 209 5 3K60中 PP569 40× 20 0

PP499 45× 32 174 5 PP570 30×

PP500 32× 22 206 6 PP571 × 2

PP50 52× 173 ×20 0

PP502 22× 72 117 PP57 26× Z 200 0
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第 4表 柱穴観察表 (5)

No 岳 EHI× 知 軸 (cm 底 面標 高 (cm) 底 面 標 高 (m) 備 考 No 長軸 ×短軸 (cm) 底 面 標 高 (Cm) 底 面標 高 くm) 信 考

PIJb r封 30× 28 223 5 7 PP645 25× 22 l 73 040

PP575 20× 16 2136 7 PP646 35× 22 7Z もも5

PP576 22× 20 PP6 82× 1 72 890 3D122中

PP577 18× 16 210 2 PP648 × 1 1865 72 985 3D122中

PP57 28× 26 必ёも 0 PP649 × 1 1995 72 805 3D123中

PP579 85× 3ё 236 5 PP650 × 1 196 0 72 840 3D123
3D123PPbも 0 Zb× ZZ 2192 7 PP651 × 1 180_0 780()0

PP581 60× 26 204.0 7 PP652 × l 78 21

PP582 45× 35 248 0 7 PP653 20× 1 171 8 r3 0tJU SD121中

PP583 20× 里0 PP654 × l lυ Z b 72 875 3D121中

ＰＰ５８４一醐
32× 30 PP6bb 25× 25 1907 72893 3D124中

30× 26 890 PP656 27× 24 208 2 72 91

Pl‐
j5Ь
6 39× 3U 212 2 PP657 26× 24 207 72 tJ30

PP587 22× 22 1982 72018 PP658 彦0× 1 78 000

PP588 20× 18 199 5 72 005 PP659 25× 20 13と  5 71 365 SD126中

PP589 25× 22 PP660 22× 21

PP590 24× 2 PP661 必b× Zb 1450 71250
PP59 5× 22 ZIZ 5 PP662 40× 35 1895 70 805

PP592 5× 30 2130 PP663 30× 28 208 7 70613
PPb98 2170 PP66コ 25× 25 70920
PP594 40× 30 52 180 PP665 ″R× (2 70 7Z5 PPb66豆

PP595 22× 21 2130 PP666 82× (3( ltJ2 6 イё γイ4 PP665重

PP596 2× 25 PP667 32× 70 720

PP597 × 〕 PP66も Zb× Zb 198 5 70715
PP5日 ×とも Z4b ё PP669 24× 24 2178 70 522

PP599 5× Z4 238 0 PP670 30× 30 172 0 70 980

PP600 28× 28 242.5 71.575 PP671 2R× 2R 70945
PP601 35× 30 220 0 71 800 PP672 40× 35 79 8もё

PP602 32× 32 PP678 20× 20 ZU6 tl 70 640

PP603 25× 22 PP674 Z8× 2怒 70 790

PP604 21× 20 156 5 r3 23b PP675 30× 25 1948 70 752

PP6 26× 22 73 150 PP676 32× 32 252 0 70 180

PP60b 3ё ×Zυ 1765 73 035 PP677 24× 24 206 5 70 635

PP607 20× 18 1748 73 052 PP678 R6× R6 70 71

PP608 16× 16 1700 × I 70 65ё

PP609 24× 21 22× 20 70 250

PP610 25× 盟 731 PP6む 1 59× bё 207 0 70 630

PP61 20× 1 172.ё 了3 0も U PP682 28× 28 200 5 70 695

PP612 48× 25 1846 72 954 PP683 32× 30 244 0 70 260

IjP613 Zb× 2Z 1700 73 100 PP684 35× 35 198 5

PP614 55× 25 202 5 72 775 PP685 30× 26 70 7日

PP615 25× 21 1755 73 04 PF 20× 20 79 87b

PP616 21× 18 1 PP6思 7 ×3ё

PP617 20× 18 78 1 PPももも 3ё ×3ё 2182 70818
PP61 2Z× 18 16tJ 0 73.110 PP689 36× 36 71 020

PP619 1× 16 1700 73 100 PP690 40× 38 70 980

PP620 38× Zb 1660 PP691 22× 20

PP621 30× 28 1660 73 140 PP692 ×22

PP622 25× 16 73 075 PF 24× 24

PP623 27× 24 72 呂7 D12と PPb94 ツ4× 24

PP624 18× 18 7Z tJツ SDIZ3 t・

jP6υ
b ZZ× ZZ SD132中

PP 30× 22 も75 PP696 25× 25 1748
PP6Z 14)〈 14 72 960 PP697 32× (32) 1765 PP698重 複

PP697重 梅IjP6ツ 7 3b× Zr 72 865 PP698 (35)× 32 185 0

PP628 40× 30 72915 PP699 2応 ×2馬 SKも6甲

PP629 18× 14 202 0 72 780 PP7 ″5× 25

PP630 30× 30 728()0 PP701 ツ5× 2Z 70 850

PP631 RO× 呂(〕 7 PP70Z 2も ×Zき 1805
PP 30× 18 73 1b0 IJP ru3 35× 32 72 875

PPC 30× 22 72 975 PP704 33× 30 1623
PP634 b× lb 72 830 PP705 24× 2コ 170 9

PP635 22× 20 73 035 PP706 48× 32 16彦 4

PP636 26× 22 3D123中 PP7 ×25

PP637 28× 28 28「, PP7 ×16 162 5

PP638 18× 1 72 97 PP7 Z2× ZZ

PP 2呂×2 Z02 5 72 775 SD123甲 P 6× 16 179 0

PP640 20× 28 72 850 3D123中 PP711 16× 16 167.8 SD131中
PIJ64 1 Zё ×20 72 890 PP712 22× 22 1595
PP642 18× 18 72.850 3D123中 PP7 3 16× 16 162.5 SD181甲

PP643 25× 23 72 865 PP7 20× 1

PP644 18× 18 200 72 799 2中IDl PP7 × 1 SD132中
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第 4表 柱穴観察表 (6)

No ×短 瑚 (cm) 底 面 標 高 (cm) 底 面 標 高 (m) 備 考 No 長軸 ×短軸 (Cm) 底 面 標 高 (Cm) 底 面標 高 (m) 偏 考

PPγ 16 20× 18 1780 71 220 PP771 24× 20 72 690

PP717 40× 30 200 5 70 995 SD132中 PP772 26× Z2 ё

PP718 48× 48 200 8 70 09¢ PP773 25× Z5 21tJ U イ2 419

PP719 24× 24 1 PP774 32× 3Z 207 7 72 523

PP720 18× 16 PP775 25× 22 1770 72 830

PP7Zl 2も×ツb PP776 26× 20 230 0 72 300

PPr22 26× Z4 PP777 2S× 28 05 72 4tJ

PP723 20× 20 PP778 30× 26 218 「D 7ツ 41

PP724 34× 30 PP779 Z4× 24 73 ё80

PP725 15× 15 PP730 Z2× 2Z 73 110

PP726 50× お5 211 8 70 8も イ PPr心 1 18× 18 73 110

PP727 20× 2U PP782 32× 30 73 160

PP728 も×1き 1980 71 070 PP783 24× 22 73 085

PP729 52× 42 200 5 70 995 PP784 ZO× 18 0

PP730 30× 28 187 3 71 127 PP785 20× 18 78

PP731 30× 28 PP786 21× ZU 73

PP732 PPイもr 20× 20

26× 26 γO tJもイ PP788 16× 16 73 092

PP7B4 85× 3Z 1843 157 PP789 35× 32 72 860

PP735 35× 35 1960 71 040 PP790 20× 20 73 155

PP736 30× 25 204 0 70 960 PP791 34× お2 78 08Ь

PP737 28× 25 1950 71 050 PP7け 2 28× 28 7材  もtJb

PP738 25× 20 1 022 PP793 ツ4× 23 73

PP739 × 2 PPr94 20× 18 575 73 025

PP740 ×20 70 897 PP795 28× 28 72 920

PP741 45× 4 1920 PP796 22× 22 73 150

PPr4Z 28× 28 1855 PP797 28× 25

PP743 38× 38 1810 PP798 ツ2× Z2 72 960

PP744 44× 41 PP799 21× ツU 72

PP745 RO× 26 I()( 70 900 PPも 00 23× 2Z 34 5 73255
PP746 22× 22 PP801 25× 25 73 064

PP' B4× 82 220 3 70 797 PP802 28× 24 73 067

PP74も 3b× 3b PP803 35× 35 788(,0

PPI 28× 28 722 PP804 30× Z8 出 5 73 06「D

PP750 22× 22 嵩0× Z5 Z13 8 7も 07U

PP751 30× 28 PPЬ 06 32× 32 213 8 73 067

PP752 35× 30 70 070 PPぷ Ur 4U× 40 226 8 72 932

PP753 22× 22 787 rl ltJ3 PP808 25× 25 2H.0 73 090

PP754 80× 28 PP809 23× 22 206 5 73 135

PP755 Z8× ZЬ PP810 23× 23 208 2

PP756 28× 28 PP811 26× 24 20よ 5 73 165

PP757 21× 21 PP属 12 24× Z2 218 0 73 07ё

PP758 35× 32 PP芯 13 16× 16 21tJ ё 73 0

PP759 10× 25 PPぷ 14 Z6× ZZ 225 5 72 945

PP76 26× 26 71 3イ PP815 24× 22 227 8 72 922

PP761 Z5× 1き 0 PP816 35× 30 2187
PP762 39× Zも PP817 25× 20 78 090

PP763 25× 25 PPた 8 R2× 80 7Z 870

PP764 28× 24 PP819 18× 18 Z25_0 72 tJ50

PP765 28× 25 377 PP呂 20 7× 17 b 73

PP766 25× 2封 PPぷツ1 Zё×20 220 5 72 995

PP767 1× Z γ2 7bb PP822 26× 24 223 0 72,970

PP768 26× Z5 72 635 PP823 18× 18 2112 73 088

PP76U 26× Zb 72 720 PP824 25× 21 78 065

PP770 38× 32 72 780 PP825 RO× 28 72 0
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(11)その他の遺構

調査員の力不足もあり、遺構の性格が掴めなかった遺構を2基検出した。よって図化するに留めて詳細は

今後の事例等で検討を加えていきたい。

S X13(第 59図、写真図販20)

<位置 。重複関係> 調査区中央VE4j～ VE5jグ リッド、標高71.lmに位置する。本遺構はSK44に

切られる。

<検出状況> 暗褐色土と焼土粒の混合上の広がりとして検出したものである。当初は焼土が廃棄された土

坑と考えて精査を進めたが、壁面が焼成を受けていたため何らかに使用された土坑と考えたものである。出

土遺物等がなく、その他に使用目的を示すような遺物の出土がないため不明遺構としたものである。

<規模 。平面形> 規模は長軸60～ 100cn前後、短軸1.7～ 2m前後と推測される。平面形は楕円形を呈する。

北側がSD73に切られているため全容については不明である。

<埋 土> 3層 に細分される。暗褐色土と赤褐色土主体に構成される。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 出土遺物がないため詳細な時期は不明だが、遺構の重複関係からSD73よ り旧い時期に属する

と思われる。

S X14(第 59図、写真図版20)

<位置 。重複関係>調査区中央VE4j～ VE5jグ リッド、標高71.2mに位置する。重複関係はない。

<検出状況> 赤褐色焼土の広がりとして検出したが、平面形が焼土遺構によく見受けられる精円形を基調
としたものではなく、細長い長精円形呈していたことから不明遺構としたものである。焼成もあまり良くな

く、一帯が開田時の削平を受けたことを鑑み北側にあった焼土が押されてきたためにこのような形として遺

存したものと思われるが詳細は不明である。

<規模・平面形> 規模は長軸3.14m、 短軸50cm、 層厚 10cmを測る。平面形は極長楕円形を呈している。

<遺 物> 出土していない。

<時 期> 不明である。
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１

２

３

SK13

10YR2/1 黒色シルト
5YR4/8 赤褐色焼土
10YR2/2 黒褐色シルト

L71.200m

SK42

粘性あり しまりややあり黄褐色プロック炭化物粒焼土粒混入
粘性ややあり しまりややあり
粘性ややあり しまりややあり

SX14

骨盈ユ∞ゴ

甕

1.5VR4/8 赤褐色焼土 粘性ややあり しまりややあり

第 59図  S X13・ 14
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3 遺物
遺物は、遺構内外含めて大コンテナで陶磁器、土器、かわらけ、鉄製品、石器、石製品、土製品、布目瓦

等が合わせて約 7箱出上している。概観して 9世紀～10世紀の上師器、須恵器 。12世紀～12世紀後半のかわ

らけ、陶磁器類が大部分を占めている。出上場所は主に土師器等は竪穴住居内から陶磁器類は濤跡、土坑等

から、その他は遺構外からの出土が多い。なお、細片のため図化しなかったものの一部は写真掲載のみに止

めた。また、文章中では必ずしも個々の遺物について説明していない。

(1)土師器・須恵器

1～ 4は土師器年は内黒処理を施してあり、 1・ 2は碗に近い器形をしている。 5～ 9の土師器杯はロク

ロ痕以外の処理が施されていない。その内 8・ 9は日縁部が外反している。 3。 5,9は回転糸切りで底部
は平底となっている。 10。 11は土師器小型甕で両者とも口縁部はヨコナデによる調整を行い体部には全体に

わたリヘラケズリ調整を施している。12～ 14は土師器甕で小型甕と同様に口縁部にはヨヨナデを施し、体部

にはヘラケズリやヘラナデによる調整を行っている。甕類は口縁部がやや外反するが、小型甕には見られな

い。15～ 16は底部や体部下半のみであるが同様に体部はヘラケズリが施されている。17の底部はケズリによ

る調整の痕が見られる。22は高台付皿 ?で回転糸切りで切り離した後に高台部分を接合している。内面はミ

ガキ調整されているが内黒処理は施されていない。23は長胴甕 ?で、重に近い器形をしている。土師器甕で

このような器形のものはこの 1点だけである。体部上半に夕タキロが残り、その上からロクロによる調整を

施している。体部下半もおそらくタタキを行っていたと思われるがその後のケズリ調整により確認できない。

24～27は土師器FThで全て回転糸切りで切り離されている。内面はロクロ調整以外の処理は施されていない。

28～ 34も土師器郭である。32・33碗に近い器形をしている。28・ 29。34は内黒処理されている。35は土師器杯

で底部は回転糸切りで切り離している。36は高台付皿 ?で回転糸切り後に高台部分を接合している。37は須

恵器坪で底部が回転ヘラ切りとなっている。38は土師器小型甕である。日縁部はヨヨナデ、体部全体にわたっ

てヘラナデで調整をしている。39は土師器甕である。日縁部は外反しヨコナデ調整がされてる。外面は全体

にわたってヘラケズリ調整が行われている。底部には木葉痕が見られる。40。 42は土師器長胴甕である。40

は体部上半にタタキロが残りその上からロクロによる調整が見られる。体部中～下半にタタキの上からケズ

リによる調整を施している。41は体部上半はロクロ調整が施されてタタキロが見られないが体部中ほどに僅

かに見られる。これも夕タキの後にナデやケズリの調整を行っている。調整の中に夕タキロが残るのはその

後の調整がしっかりとなされなかったため残ったものと思われる。41。 48。 44は体部下半から底部の出土の

みで全体が不明だが土師器甕と思われる。43の底部には木棄痕が見られるが葉の芯にあたる部分を棒状工具

などにより更に調整した後が確認できる。

48～ 50は土師器lTNである。48のみ内黒処理されている。また、48の外面は細い棒状の工具のようなもので

ロクロの後に調整をしている。また底部は高台を付けようとしたものなのか縁部分にケズリ調整を施してい

る。全て回転糸切りである。51は柱状高台である。底部は回転糸切りで切り離されている。52～ 54・ 56は土

師器小型甕である。何れも口縁部はヨコナデ、外面は全体にわたってケズリ調整がされている。日縁郡はや

や外反する。55。 57は土師器甕で口縁部がやや外反する。58。 60は外反が強い。口縁部はヨコナデ、体郡外

反はケズリ調整が施されている。59。 61・ 62は土師器長胴甕である。体部上半はロクロ調整を施し、林郡中

～下半はナデやケズリによる調整がなされている。他と異なる点は胴部から口縁部が外傾しながら上部で大

きく外反しているところである。63も土師器長胴甕であるが、日縁部はヨコナデ、体部外面はケズリによる

調整が施され、口縁部は緩く外傾している点が異なる。64は器形などから鍋 ?と したものである。棒状の工
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具のようなものでロクロ調整のあとに更に沈線のような調整を加えている。体部外面はケズリ調整が施され、

内面には擦掻痕のような線が確認できる。本遺跡から 1点のみの出土である。68は高台付杯で内面は内黒処

理されている。75,79・ 80・ 88は須恵器甕である。外面は夕タキ、内面はナデ等による調整のためかアテグ

痕等は見られない。83は長頸瓶の頚部と思われる。ロクロにより内外面ともに調整が施されている。86・ 87

は土師器lTNで、両者とも底部に回転糸切り痕が見られる。内面はロクロ以外の調整はない。93は土師器甕で

回縁部はヨコナデ、外面はナデによる調整が見られる。95。 96も土師器甕である。外面にナデによる調整が

確認できる。 102・ 103は土師器不で回転糸切り痕が底部に見られる。105は土師器甕で口縁部が外反している。

104・ 107は須恵器甕で104は外面にタタキを確認できるが107はナデ等の調整が施されタタキは見えない。

更に107に ついては内面に工具のようなもので調整をしたあとがはっきりと確認できる。 108は須恵器長頚瓶

で外面肩部と内面にナデ調整が施され、外面は細かい線などが見えないことから内面調整に使用した工具と

は異なるもので調整をしていると考えられる。109は 108と 同一個体と思われる。110～ H2、 H4・ 115は須恵

器甕である。外面に夕タキを施している。Hlの 口縁部外面には波状の沈線で施文されている。H5には内面

にアテグ痕が確認できるがそれ以外には調整が施されているため確認できない。H6は土師器杯でロクロ以

外の調整は見られない。H7～■9は土師器甕である。体部上半～口縁部にロクロによる調整が見られる。117

の口縁部は緩く外傾しているがH8・ H9は大きく外傾している、H8の 口唇部はロクロ調整がきれいに施さ

れている。 120は須恵器甕で外面タタキ、内面にアテグ痕が見られる。 126は土師器郭である。底部がないた

め全体像は不明だが、破片の傾きなどから碗に近い器形をしていると思われる。

127は土師器甕である。底部は平らで調整等は不明瞭である。 128は須恵器長頸瓶、130は須恵器郭、129・

131・ 139は須恵器甕である。128は 口唇部がやや窪んでいる。140は土師器甕である。外面はケズリ、内面は

ミガキ調整が施され内黒処理されている。本遺跡から内黒処理の年は出土しているが甕の出土はこの 1点だ

けである。141はロクロ使用のIThで ロクロ以外の調整は見られない。143は須恵器甕、145は須恵器長頚瓶、

146は須恵器郷である。146の底部には回転糸切り後に再調整がなされている。 149～ 151はロクロ使用の上師

器不である。 152・ 157は高台付郭 ?の高台部分である。 154。 157は土師器甕の口縁部で154は緩く外傾し、

156は強く外傾している。何れも口縁部上部まで外面にナデの調整が見られる。 158・ 165は須恵器甕である。

158は外面タタキ、内面はナデ等の調整がされ、165は内外面ともにナデ等による調整がされ、夕タキの痕跡

は見られない。170～ 172はロクロ使用の郭で内面にミガキ調整、内黒処理されている。 173も ロクロ使用の

IThで あるが、内黒処理が施されていない。

174。 175は土師器甕である。日縁部はナデ、体部外面はケズリ調整されている。日縁部はどちらもやや強

く外傾する。176は土師器小皿である。ロクロかわらけとも考えたが、出土しているかわらけ等の上の雰囲

気等が違うことから小皿とした。 177高台部分であるが、高台部分の高さが本遺跡から出土している高台付

の器種の中で一番高い。178は土師器甕で、日縁部が外傾している。 179・ 180は ロクロ使用の邪で内面は内

黒処理されている。181は土師器高台付年、182は須恵器長頚瓶である。183は ロクロ使用の土師器杯、184は

ロクロ使用の土師器小型甕である。本遺跡から出土している小型甕の底部はきれいに調整されているが、こ

れは回転糸切り痕が残っており再調整がされていないものである。188～ 190、 210は土師器年である。188は

底部にケズリによる再調整がされている。210も何らかの再調整がされているが不明瞭ではっきりとは確認

できない。

191～ 193は土師器甕で体部外面はケズリ調整等を施し、192の 口縁部はヨヨナデによる調整がされている。

2Hは須恵器甕で外面タタキ、内面にはアテグ痕が確認できる。212は土師器甕で外面はロクロ、内面はロク
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口調整後にナデによる再調整がされている。217は ロクロ使用の土師器イで底部が回転離し糸切りとなって

いる。218。 219は土師器甕である。どちらも外面体部上半～口縁部にかけてロクロ調整がされているが、219

は内面がミガキによる再調整を施している。ミガキによる再調整されている甕はこの 1点のみである。 220

～222は須恵器甕で、223は須恵器長頚瓶である。本遺跡から出土している須恵器甕は内面が再調整されてい

るものが多く、アテグ痕が見られないものが多い。

(2)国産陶器

本遺跡からの国産陶器片の出土は合わせて80点である。渥美産43点、常滑産25点、猿投産 1点、灰釉 1点、

須恵器系陶器 2点、不明 8点が出土している。大部分が 12世紀に属すると思われるものである。開田時の削

平や耕作等による撹乱のため遺構外からの出土もある。

渥美産陶器は遺構内37点、遺構外 6点出土で全て破片のみの出土である。渥美産陶器の年代は特定の編年

表に準拠していない。231は渥美産甕で渥美窯特有の灰白色を呈する。233～ 251は S K57か ら一括して出土

した渥美産甕破片である。日縁部や底部は出土していない。破片の中には修復痕が確認できるものもある。

(248)色調はにぶい黄色～灰黄色を呈し恐らく同一個体と思われる。格子状の押印文が胴部にランダム見

られる。これらの作風等の特徴から12世紀の渥美産甕と考えたものである。しかし、断面の胎土において褐

色に暗灰色が挟まれたサンドイッチ状の様相がみられ、 これは渥美産の特徴を示していないことから、渥美

産を模lttした陶器の可能性も考えられる。近県において渥美産陶器を模倣した宮城県の水沼産陶器などがあ

るが色調の主体が赤褐色であることから本資料とは異なると考えた。また常滑産甕の初期に格子状の押印が

ランダムに施された陶器も存在するが、 日縁部が出土していないため常滑産と特定できず、渥美産としたも

のである。88は渥美産甕の口頚部であり、内面に白釉飛沫が確認できる。254～ 259は 渥美産壺 ?と したもの

で、甕と比べ厚さが薄いことから壷 ?と考えたものである。色調は灰白色を呈し押印が見 られる。292は渥

美産のロクロ使用の小椀である。その他は肩部～胴部片と思われ、溝状の押印文がみれるものもある。時期

については12世紀に属するものと考えられる。

常滑産陶器は中野・赤羽生産地編年 (永原慶二編 1995「常滑焼と中世社会J)の 2～ 3型式に相当する

ものが出土しているが、破片資料のため 2型式か 3型式に分類するのは難しく、どちらに属するのか不明な

ものが殆どである。

出土した常滑産陶器片は遺構内36点、遺構外 7点である。267は常滑三筋壺である。器型から2～ 3型式

に属すると思われる。緑釉を主体に一部青釉がみられる。 2本で一単位の沈線が 2条、肩部と胴部に確認で

きるが明瞭ではない。285と 287も常滑三筋壺片で遺構外の出土である。285は胴部に 2本で一単位の沈線、

287は 3本で一単位の沈線が施される。このことから最低でも 3個体は存在していたと推測される。両者と

も 2～ 3型式に属すると思われる。261～ 268は S K84出土の甕片で肩部～胴部片がほとんどである。ただ埋

土上位からの出土のため流れ込みの可能性がある。直線状の押印文がみられ、釉は緑釉が主簿となっている。

い。

須恵器系陶器は全部で 2点出土している。片口鉢の口縁部片296と 底郡片272で ある。296の 口縁部は断面

が角型をしている。272は ロクロ成形で底面の切 り離しは途中までは静止糸切 りであるが、途中から回転糸

切りとなっている。これは静止糸切りで切り離そうとしたが切り離せず、途中から回転糸切りに変えて切り

離したものと思われる。須恵器系陶器の片口鉢は平泉町志羅山遺跡C地区、平泉町泉屋遺跡16■ 9。21次から

も出土している。須恵器系陶器は珠洲産が有名だが、胎上の色調が珠洲産に比べ白い。ただ、色調が違うだ

けで窯元が違うとは断定できるものではなく、珠洲産とは判断できかねるため須恵器系陶器とした。
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猿投産陶器は 1点出土している。短頚壷の底部片269で ある。12世紀ではなく古い時期の属すると思われ

るが底部のみの出土のため詳細については不明である。

灰釉陶器は 1点出土している (289)。 長頚瓶と考えられ10世紀頃のものと思われる。ロクロ使用でオリー

ブ色を基調とし緑釉飛沫が内面にみられる。破片での出土のため詳細は不明である。

その他に産地等が変わらなかったものを 8点掲載しているが、胎土の特徴などから在地産の可能性が高い

と思われる。

(3)中 国産磁器

本遺跡からの中国産磁器片の出土は 6点で、白磁 3点、青磁 2点で全て破片資料である。305は同安窯の

青磁碗である。同安窯の開窯、廃窯については不明な点が多いが、釉色はやや黄色味の強いいわゆる飴色で

ガラス質の釉が特色である。308は 白磁碗である。内面に櫛目が見られ、体部内面上位に一条の沈線が確認

できる。志羅山遺弥56次調査でも同様の白磁片が出土している。 307・ 309は 白磁四耳壷の頚部と体部片と思

われるものである。柳の御所遺跡等いわゆる平泉遺跡群から出土する白磁に酷似している。化粧土等は見ら

れない。310は竜泉窯の画花文青磁碗である。内面に画花文を呈し、釉は青みを帯びた緑色が主体である。

(4)かわらけ

本調査区中央部～北にかけて45点出土している。手づくねかわらけ、ロクロかわらけ共に出土しており手

づくねかわらけ38点、ロクロかわらけ、ロクロかわらけと思われるもの 7点である。細片での出土が大部分

を占めているため詳しい点についてはわからないことが多い。平泉遺跡群から出土するかわらけと似ている

ことから大部分が12世紀後半に属すると推測される。ただ、312の 12世紀前半と思われるロクロかわらけが

1点出土している。分類については別項まとめで行っているのでそちらを参照していただきたい。

(5)瓦

明後沢遺跡群は古くから古瓦が出土する遺跡として有名である。今回の調査でも軒丸瓦、丸瓦、平瓦が全

部で 16点出土している。軒丸瓦 1点、丸瓦と思われるものが 3点、平瓦が12点である。殆どが破片である

ために分類は行わず、それぞれの瓦について種類ごとに特徴を述べていくことにする。

軒丸瓦 (鐙瓦)354は 八葉の蓮弁を配しその基部に小弁が重なっている重弁八葉蓮華文軒丸瓦である。蓮弁

は先端が丸みをもって隆起し、その基部には 1～ 2 cmの小弁 (子葉)が重なる。また、小弁 (子葉)か ら1.5

～ 2 cmの隆線が伸びる。中房は直径3.3cmで二段に作 り出される。中房には蓮子の痕跡が認められるが、明

瞭ではない。ケズリ等の調整が施されたようにもみえるが、他で出土するものには蓮子があることから、絶

型の摩耗等により蓮子部分が明瞭にでなかったと思われる。明後沢遺跡第 1。 2次調査でも同様の軒丸瓦が

出土しているが、蓮子のあるものとないもの両方出土し、蓮子が明瞭でないものの方が多い。外区にまわる

圏線は欠損している。瓦当部と丸瓦部の接合部分については、丸瓦部が欠損し瓦当部に接合痕が僅かに確認

できる程度であり、接合方法は確認できない◇残存値は直径 15cm、 厚さ1.3cmで 形状等から明後沢遺跡第 1

次調査 (前沢町史上巻)で出土したものと同種類のものと推定される。文様の彫 りは深く、蓮弁と間弁の一

部分にケズリの様調整がみられ、瓦当裏面にはナデ調整を施している。これは水沢市胆沢城跡で出土してい

る8001系軒丸瓦 (1994鎌田)と同系の瓦と考えられる。焼成は堅緻で灰色を呈する。

丸瓦は破片のみの出土である。焼成が堅緻で 1は灰黒色、359は黄褐色を呈する。当センターによる平成 1

3年度の明後沢遺跡群第11次調査でも丸瓦が出土しており、玉縁部で厚さが 1.5cm、 中央部で2.2～ 3 cnを測

る。本遺跡から出土した丸瓦は厚さ1.1～ 1.3omを 測ることから玉縁付丸瓦の玉縁部分と思われる。355は凹

面に細かな布目が見られ、側縁部に緑釉が確認できる。釉の付き方から施釉ではなく自然釉と思われる。尚、
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胆沢城跡から出土する玉縁付丸瓦にも自然釉が認められる例が比較的多いようである。 (胆沢城発掘調査外

報)凸面はかすかな調整痕が確認できる。355・ 359。 369は どちらも側縁が確認できるため玉縁側面部と思

われる。両方とも凹面には布目が確認できる。355の方が布目が細かいが、布の張 り具合による違いと思わ

れる。359は凸面に縄夕タキが施される。側縁は359は調整されているが摩滅がひどくはっきりしない。明後

沢遺跡群第H次調査で出土した丸瓦は玉縁部分に縄夕タキロが残り、中央部凸面はロクロ整形されている。

本遺跡出上の丸瓦はある程度の調整は施されているが、縄タタキロが確認できることからも玉縁部分である

可能性は高い。また、輪積痕が確認できることから粘土紐巻き作りで制作されたものと推測される。

平瓦も破片のみで完形品は出土していない。丸瓦と同様で焼成が堅緻で353、 357、 358、 360、 361、 364は

灰色を呈するものと細片のため不掲載としたが褐色系を呈するものがある。363は側縁部が残存し、面取り

(ヘラケズリ)が施されている。ヘラケズリの順番は側面の調整後に凹面側の面取 りである。凸面は細縄夕

タキが施され、凹面は布目が確認できる。それ以外のものは側縁が欠損しわからない。 353、 361、 362、 は

凸面に縄タタキが施され、凹面に布目を残す。 353、 357、 358、 360、 364は 縄タタキ後にヘラケズリ調整が

施されている。356、 360-部縄タタキロが残っているがタタキロが深かつたため調整が及ばなかったのであ

ろう。凹面にはすべて布目が残る。これらの平瓦は、布日の痕跡等から一枚作 りで制作されたものと考えら

れる。

(6)金属製品

本遺跡からの金属製品の出土は30点で、鉄製品27点、銅製品 1点、古銭 2点である。365は板状鉄製品で

破片の出土で全体は不明だが鍋の一部と考えられる。366は紡錘車で共犯する遺物等から9世紀中～ 10世紀

頃のものと思われる。368～ 870は棒状鉄製品で、一部分の出上のためはっきりとしないが368は鉄鏃のなか

ご ?と思われる。374と 375は 形状等か ら棒状鉄製品としたが用途時期は不明である。371は鉄鏃 ?で渥美産

甕片が共犯する 1号墓墳からの出上であり副葬品と思われ、時期は遺物などから12世紀後半と思われる。373

の鉄鏃は371よ り先端が細く形状が異なる。372は刀子である。376鉄鍋、377鉄鏃、378刀子は粘土採掘土坑

群からの出土である。埋土上位からの出上であるため具体的な時期については不明だが共犯する遺物等から

9世紀以降のものと思われる。379は永楽通宝の模鋳銭で1408年以降のものと考えられる。383は銅碗である。

破片での出土で全体像ははっきりしない。時期についても共犯する遺物等がないため不明である。385は釘?

と思われるが先端部の出土ではっきりとした点は不明である。391の紡錘車は遺構外の出上であるが形状等

から366の ものと同時期の可能性が高い。393は寛永通宝で四文銭と謂われるものである。

(7)石器・石製品

本遺跡の石器、石製品の出土は合わせて 8点である。砥石 3点、石箆 3点、石鏃 1点、ベンダント石製品

1点が出土している。点数が少ないため分類等は行わず、それぞれの特徴について述べていくことにする。

砥石 397、 398は S110竪坑穴住居跡を切るSD106溝跡からの出土である。397は使用面が 4面で鋭利な刃物

によるものと思われる深い削痕が見 られる。石材はホルシフィルスで北上産地のものである。398は使用面

が 2面あり、石材は凝灰岩で奥羽山脈のものである。 398とこついては使用部分が狭い面だけで広い面は使用

痕が見られない。時期については、遺構の切り合い関係からこの住居跡よりも新しい時期に当たると考えら

れる。しかし、開田の際に大きく削平を受けている地区のためS110竪穴住居跡からの流れ込みの可能性も高

い。これらのことを鑑みてS110出土の上器が 9世紀頃と比定されることから、 9世紀頃かそれ以降の時期と

推測される。398は SK36号土坑の埋土上位からの出土である。SK36土坑は中国産青磁と常滑産陶器片が底

面から出土しており12世紀後半と比定されていることから、12世紀後半以降のものと推測される。
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石箆は何れも遺構外からの出土である。396と 400は両面に刃部が加工されているが、399については片面

の加工があまりされていない。396については欠損しているが、399と 4001ま完形品である。調査区内から出

土している縄文土器片等 (摩滅がひどく具体的な時期を特定できる部位は出土していない)は肥厚などから

縄文後晩期頃のものと思われるが、開田の際に撹乱を受けているためこれらの遺物が必ずしも出土した縄文

土器片の時期に属するとは限らないと思われる。401の有孔石製品は遺構外からの出土である。片面からの

有孔痕のみで両面からの加工の痕跡は見られない。孔には削痕などの道具による製作痕が見られず、かなり

きれいに孔が開けられている。また、先端の欠損部 ?と思われる部分もきれいに調整されている。石材はヒ

スイ ?と され産地は新潟県 (?)と同定されている。縄文時代のものは制作痕が確認できるものが多く、本

遺物にはその痕が確認できない。このことから縄文時代のものではない可能性もあるが、時期については共

伴する遺物等がないため不明である。402は黒曜石の石鏃、403は同じく黒曜石の石鏃未製品 (?)と思われ

る。

(8)その他の上製品

404と 405は土鈴である。焼成は共に土師質である。成形技法は三分割成形と一体型成形があるが、接合面

が見られないことから、両者は共に一体型成形によるものと思われる。404は穿孔と 1孔の鈴口を持つ。405

は穿孔は持たず、鈴回は欠損しているため不明である。406は有孔土製品で質感が土師質であり本遺跡から

出土している縄文土器片とは土質が異なることから比較的新しい時期のものと思われる。

(9)縄文土器

本遺跡からの縄文土器片の出土は合わせて10点である。407～ 416の ほとんどが摩滅し口縁部でも時期が特

定できるような部位も出土していないため、詳しい時期については不明である。よって分類はせず拓本での

掲載のみに留めたが、土器の肥厚などの特徴から後晩期に属するものと思われる。
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縁
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ロ
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ロ
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ロ
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ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
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ロ
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回
転
糸
切
り
(2
00
)
(1
00
)

A
内
黒
処
理

S1
09
埋
土
中

郎
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

14
8

[5
飼
A

81
S1
09
埋
土
中

邸
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

(6
7)
[3
7]
A

S1
09
焼
土
中

17
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2)
55
54
A

S1
09
埋
土
中

イ
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

[5
8]
A
d

S1
09
焼
土
中

不
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

[2
1]
A

内
黒
処
理

0埋
土
中

邪
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

60
57
A

内
黒
処
理
、
底
部
外
面
回
転
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
調
整

0埋
土
中

高
台
付
皿
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

82
A

内
黒
処
理

割
0埋
土
中

須
恵
器
・
杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

B
日
縁
～
底
部

0埋
土
中

小
型
甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
ヨ
ナ
デ
/ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
/ヘ
ラ
ナ
デ

(9
2)
A

胎
上
が
粗
↓

0カ
マ
ド
袖

長
胴
甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
ヨ
ナ
デ
/ヨ
コ
ナ
デ

ケ
ズ
リ
/ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

20
B

29
0
A

胎
上
に
砂
・
石
混
入
多
し

0カ
マ
ド
付
近

長
胴
甕
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ
タ
タ
キ
メ
→
上
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
下
部
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

24
8
72
35
4
A
b
胎
土
に
砂
・
石
混
入
多
し

0床
面

長
胴
甕
?
非
ロ
ク
ロ

ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(9
0)
(6
0)
A
b?
胎
土
に
砂
・
石
混
入
多
し

0カ
マ
ド

長
胴
甕
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ
タ
タ
キ
メ
→
上
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
下
部
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(2
20
)

(2
56
)
A
b
胎
上
に
砂
・
石
混
入
多
し

0埋
土
中

甕
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

1
底
部
成
形
痕
残
る

0埋
土
中

甕
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

ケ
ズ
リ

(8
6)
[H
5]

胎
土
に
砂
・
石
混
入
多
し

0カ
マ
ド

必
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
?

AH
a

0埋
土
中

甕
非
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
?・
ハ
ケ
メ

AI
a
内
商
工
具
工
具
使
用
か
?写
真
掲
載
の
み

0埋
土
中

甕
非
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
?・
ハ
ケ
メ

内
面
工
具
使
用
か
?写
真
掲
載
の
み
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土
師
器
観
察
表
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)

掲
載
番
号
出
土
地
点
・
層
位

器
種

成
形

日
縁
部
(外
/内

)
体
部
(外
/内

)
底
部

日
径
cm
底
径
Cm
器
高
cm
分
類

偏
考

図
版
写
真

SI
H埋
土
中

不
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
 
底
部
外
面
ケ
ズ
リ
回
転
糸
切
り

AI
a
体
部
に
棒
状
工
具
に
よ
る
調
整
痕
、
内
黒
処
理

SI
H埋
土
中

17
h

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

AH
a
胎
上
に
砂
・
石
混
入
多
↓

SI
H埋
土
中

杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
12
8

32
AH
a

胎
土
に
砂
・
石
混
入
多
ヽ

SI
H検
出
面

位
状
高
台
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
16
0

AH
a
完
形

SI
Hカ
マ
ド
埋
土
中

小
型
甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(1
27
)

A
底
部
が
き
れ
い
に
調
整
さ
れ
て
い
る

SI
Hカ
マ
ド
埋
土
中

小
型
甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
テ

(1
70
)
(8
0)

8
A

胎
土
に
砂
・
石
混
入
多
し

SI
Hカ
マ
ド
袖
左

小
型
甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

(1
85
)

8)
A

S1
11
輝
土
中

甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

4)
13
5J
A

SI
Hカ
マ
ド
埋
土
中

小
型
甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

ケ
ズ
リ

17
2
(5
3)

A
ほ
ぼ
完
形

SI
Hカ
マ
ド
袖
左

甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(2
18
)

[9
9]
A

日
縁
～
胴
部
上
半

SI
 H
カ
マ
ド

長
胴
甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
/ヨ
コ
ナ
デ

22
3

(2
89
)
A

59
SI
Hカ
マ
ド

甕
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ
上
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
下
部
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(2
80
)

(2
90
)
A
b

SI
Hカ
マ
ド
ネ由
左

甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(2
12
)

[1
55
]
A

日
縁
～
胴
部
上
半

61
SI
 H
カ
マ
ド
袖
右

長
胴
甕

非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ

上
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

(2
30
)

(2
57
)
A
b
上
部
ロ
ク
ロ
調
整
後
に
ケ
ズ
リ
調
整
を
行
う

SI
Hカ
マ
ド
袖
右

甕
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ
上
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
下
部
ケ
ズ
リ
?

(2
20
)

A
b
日
縁
～
胴
部
上
半

SI
Hカ
マ
ド
埋
土
中

長
胴
甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(2
30
)

(2
80
)
A

SI
Hカ
マ
ド
埋
土
中

鍋
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

34
8

H6
A
b
口
縁
部
に
俸
状
工
具
に
よ
る
調
整
痕
?

S1
1l
PP
2

郷
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

A
底
部

SI
Hカ
マ
ド
袖
右

甕
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

胴
部
下
半

67
S1
11
カ
マ
ド
埋
土
中

褒
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

AI
b

S1
12
埋
土
中

高
台
付
坪
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

80
隧
6]
AI
a
内
黒
処
理
、
高
台
成
形
痕
残
る

S1
12
埋
土
中

r7
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

S1
12
埋
土
中

不
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

A 
II
 d
写
真
掲
載
の
み

71
S1
12
埋
土
中

必
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

A 
II
 d
写
真
掲
載
の
み

S1
12
埋
土
中

杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

S1
12
埋
土
中

邦
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

Sl
12
埋
土
中

塔
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

SK
33
埋
土
中
～
須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

夕
タ
キ
/ア
テ
グ
痕

外
面
タ
タ
キ
後
調
整
?

SK
33
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

写
真
掲
載
の
み

SK
33
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

写
真
掲
載
の
み

SK
33
埋
土
中

邦
回
ク
ロ

回
転
糸
切
り

AH
a
底
、
写
真
掲
載
の
み

SK
85
埋
土
中
～
須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

夕
タ
キ
/一

B

SK
35
埋
土
中
～
須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/―

SK
85
埋
土
中

甕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヨ
ヨ
ナ
デ

AI
a

日
唇
部
沈
線
?、
写
真
掲
載
の
み

SK
35
埋
土
中

杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

AI
a
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

SK
36
埋
土
中

長
頸
瓶

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ

B
頸
部

SK
36
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

写
真
掲
載
の
み

SK
86
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

写
真
掲
載
の
み

SK
38
埋
土
中

杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
(1
40
)
56

AH
a
胎
上
に
砂
・
石
多
く
混
入

87
SK
38
南
検
出
面

邦
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
(1
06
)
04
[2
1]
AH
a

胴
部
下
方
に
工
具
痕

SK
88
埋
土
中
～
上
須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/―

B

SK
38
埋
土
中

杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ

A■
d
写
真
掲
載
の
み

SK
38
埋
土
中

イ
AI
S
写
真
掲
載
の
み

70

SK
38
埋
土
中

郷
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

SK
38
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
、
写
真
掲
載
の
み

SK
45
埋
土
中

費
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

AI
a
日
縁
部

70

SK
45
埋
土
中

IT
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

AH
a

底
、
写
真
掲
載
の
み

70
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掲
載
番
号
出
土
地
点
・
層
位

器
種

成
形

回
縁
部
(外
/内

)
体
部
(外
/内

)
底
部

日
径
cm
底
径
Cm
器
高
cm
分
類

備
考

図
版
写
真

SK
47
埋
土
中

褒
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

胴
部

SK
47
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(8
 0
)

胴
郡
下
方

SK
47
埋
土
中

顔
料
付
着
?写
真
掲
載
の
み

SK
17
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

胴
部
、
写
真
掲
載
の
み

SK
47
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

胴
部
、
写
真
掲
載
の
み

SK
47
埋
土
中

甕
―
・
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
、
写
真
掲
載
の
み

SK
47
埋
土
中

邦
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

AH
a
底
部
、
写
真
掲
載
の
み

SK
49
埋
土
中

郭
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

72
A 
II
 a

SK
49
埋
土
中

杯
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

64
10
A 
II
 a

SK
50
埋
土
中

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/―

B
SK
50
埋
土
中

甕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

AI
a

日
縁

SK
50
埋
土
中

不
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

AH
日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

SK
66
埋
土
中

須
志
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
/ナ
デ

内
面
工
具
に
よ
る
調
整
?

SK
66
埋
土
中

長
頸
瓶
ロ
ク
ロ
?

肩
部
カ
キ
メ
 
胴
郡
ケ
ズ
リ
/ヘ
ラ
ナ
デ

SK
66
埋
土
中

長
頸
瓶
回
ク
ロ
?

肩
部
カ
キ
メ
 
胴
部
ケ
ズ
リ
/ヘ
ラ
ナ
デ

21
と
同
一
個
体

SD
68
埋
土
中

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ
タ
タ
キ
/―

B
11
1
SD
68
埋
土
中

須
恵
器
・
甕
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ

B
日
縁
に
波
形
沈
線
施
文

71
SD
68
埋
土
中

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/―

B
71

3
SD
 7
0埋
土
中

郭
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ

A 
II
日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

71
4
SD
79
埋
土
中
～
上
位
須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

夕
タ
キ
/―

B
71

5
SD
84
埋
土
中
～
上
位
須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/ア
テ
グ
痕

B
71

6
SD
72
埋
土
下
位

17
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
12
4
57
87
AH
a

71
7
SD
72
埋
土
中

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ
L部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
ラ

(1
40
)

AI
b
棒
状
工
具
に
よ
る
調
整
?

71

8
SD
72
埋
土
中

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(1
56
)

口
縁
部

9
SD
7
2埋
土
中

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

日
縁
部

71

SD
72
埋
土
中

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

夕
タ
キ
/ア
テ
グ
痕

71
21
SD
72
埋
土
中

甕
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
 
写
真
掲
載
の
み

22
SD
72
埋
土
中

不
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

AH
a

写
真
掲
載
の
み

SD
72
埋
土
中

イ
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

AI
a
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

24
SD
72
埋
土
中

邦
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ
?

回
転
糸
切
り

A 
II
 a
写
真
掲
載
の
み

25
SD
72
埋
土
中
束

lT
N

ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

A 
II
 a
写
真
掲
載
の
み

SD
73
埋
土
中

TT
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(1
60
)

AH
a
ヘ
ラ
状
工
具
で
調
整
か
?

SD
78
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(1
14
)

底
郡

8
SD
73
埋
土
中

須
恵
器
・
甕
ロ
ク
ロ
?
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ

SD
73
埋
土
中

須
恵
器
・
褒
非
ロ
ク
ロ

夕
タ
キ
/―

71
SD
73
埋
土
中

須
恵
器
・
杯
ロ
ク
ロ
?

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1
SD
73
埋
土
中

須
恵
器
・
甕

SD
73
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
/ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
 
写
真
掲
載
の
み

SD
78
埋
土
中

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

SD
73
埋
土
中

ネ
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

SD
73
埋
土
中

邸
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

SD
73
埋
土
中

甕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ヨ
コ
ナ
デ

AI
a
日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

7〕

SD
73
埋
土
中

褒
?

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

写
真
掲
載
の
み

SD
73
埋
土
中

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ハ
ケ
メ

底
部
、
写
真
掲
載
の
み

SD
78
埋
土
中

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/ア
テ
グ
痕

71

SD
88
埋
土
中

甕
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ミ
ガ
キ

(1
20
)
AI
c
内
黒
処
理

14
1
SD
92
埋
土
中

邦
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

52
44
AI
a
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表
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掲
載
番
号
出
土
地
点
・
層
位

器
種

成
形

日
縁
部
(外
/内

)
体
部
(外
/内

)
底
部

日
径
cm
底
径
cm
器
高
em
分
類

備
考

図
版
写
真

SD
92
埋
土
中

底
部
、
写
真
掲
載
の
み

3
SD
10
0埋
土
中

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/カ
キ
メ
?

B

SD
10
0埋
土
中

須
恵
器
年
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

B
日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

SD
10
6埋
土
中

須
恵
器
・
重
ロ
ク
ロ

B
自
然
釉

SD
10
8埋
上
中

須
恵
器
・
杯
ロ
ク
ロ

回
転
ヘ
ラ
切
り

B

7
SD
l 
H埋
土
中

杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

Al
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

48
SD
lH
埋
土
中

須
恵
器
坪
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

(5
 0
)
51
B

胴
部
下
方
ケ
ズ
リ
調
整
、
写
真
掲
載
の
み

号
焼
土
南
一
括

不
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

0
12
A 
II
 a

号
焼
土
南
一
括

不
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

5
38
AH
a
修
復
痕

51
号
焼
土
南
一
括

必
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

2
)
52
35
AH
a
外
面
煤
付
着
、
工
具
使
用
か
?

52
号
焼
土
南
一
括
高
台
付
郭
?

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

78
[1
8]

高
台
部
分

53
号
焼
土

不
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

4号
焼
土

甕
ケ
ズ
リ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

AI
a

4号
焼
土

郎
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

AH
d
写
真
掲
載
の
み

5号
焼
上

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

5号
焼
土

高
台
付
?
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

高
台
部
徘
、

5号
焼
土
検
出
面
須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/―

B

5号
焼
土

イ
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

A 
II
 a
写
真
掲
載
の
み

5号
焼
土

杯
?

ロ
ク
ロ

回
転
ヘ
ラ
切
り

AI
C
写
真
掲
載
の
み

5号
焼
土

斥
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

AH
d
写
真
掲
載
の
み

5号
焼
土

イ
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

AH
d
写
真
掲
載
の
み

5号
焼
土

軍
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
?

AI
d
写
真
掲
載
の
み

5号
焼
土

甕
日
縁
部
、
全
画
煤
付
着
、
写
真
掲
載
の
み

6号
焼
土
検
出
面

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
/―

7号
焼
十

甕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
ヨ
ナ
デ

AI
a

日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

67
7号
焼
土

甕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

AI
a

日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

7号
焼
土

郭
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
テ

AI
d
日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

7号
焼
土

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

胴
部
、
写
真
掲
載
の
み

カ
マ
ド
状
遺
構

17
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り
(1
44
)

A
内
黒
処
理

1
カ
マ
ド
状
遺
構

lT
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り
13
7

42
A

内
黒
処
理

72

72
カ
マ
ド
状
遺
構

年
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り
(1
59
)

A
内
黒
処
理

78
カ
マ
ド
状
遺
構
付
近

IT
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
(1
60
)

A

カ
マ
ド
状
遺
構
焼
土

費
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(2
52
)

1]
A

日
縁
～
胴
部

カ
マ
ド
状
遺
構
焼
土

甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(2
40
)

[1
76
]
A

輪
積
み
痕
残
る

整
地
層
埋
土
中

/J
ヽ
皿

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

1/
2残
存

77
整
地
層
埋
土
中

高
台
付
?
ロ
ク
ロ
?

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

高
台
部
分

整
地
層
埋
土
上
位

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

[7
2]
AI
b
口
縁
部

72

整
地
層
埋
土
上
位

杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

AI
a
内
黒
処
理

72

整
地
層
埋
土
上
位

郭
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り
(1
32
)

AI
a
内
黒
処
理

72

81
整
地
層
埋
土
上
位

B
ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

[8
0]

高
台
部
分

整
地
層
埋
土
上
位

長
頸
瓶
ロ
ク
ロ
?
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ロ
ク
ロ
ナ
デ

B
72

整
地
層
埋
上
下
位

イ
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
(1
20
)
(6
0)
(3
4]
AH
a

5号
焼
土
・
整
地
層

小
型
甕

ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

(7
[6
0]

胴
部
下
方
ナ
デ
調
整

7
72

整
地
層
埋
土
中

甕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

AI
a
日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

72

整
地
層
埋
土
中

須
恵
器
年
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
ロ
ク
ロ
ナ
デ

B
回
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

72

整
地
層
埋
土
中

饗
ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
に
工
具
痕
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4j

坪
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り
18
4
50
51
AI
a

内
黒
処
理
、
底
部
回
転
糸
切
り
後
ケ
ズ
リ
調
整

73
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土
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器
観
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表
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掲
載
番
月
出
土
地
点
・
層
位

器
種

成
形

日
縁
部
(外
/内

)
体
部
(外
/内

)
底
部

日
径
cm
底
径
Cm
器
高
Cm
分
類

偏
考

図
版
写
真

VE
4

lT
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り
14
1
70

AI
a
内
黒
処
理

VE
4

不
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
(1
49
)

AH
a

VE
4

(1
50
)
躊
珂

VE
4

甕
非
ロ
ク
ロ
?

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部

VE
4

甕
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

AI
b
写
真
掲
載
の
み

VE
4

賓
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部

VE
4

邸
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

Am
a
内
黒
退
色
?

VE
4

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

胴
部
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ
?
上
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

AI
b
胴
部
、
写
真
掲
載
の
み

73

VE
4

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ
?
上
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
下
部
ケ
ズ
リ
?・
ヘ
ラ
ナ
デ

AI
b
日
縁
都
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

胴
部
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

杯
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

AH
日
縁
～
胴
部
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

郭
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
'ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

A 
II

日
縁
～
胴
部
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

lT
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

AI
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

lT
N

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

AI
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

芥
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

AI
d
内
黒
処
理
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

須
恵
器
杯

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

B
回
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

甕
ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
、
写
真
掲
載
の
み

VE
4

甕
非
ロ
ク
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

AI
a
写
真
掲
載
の
み

0
VF
4h

郭
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(9
6)
40
84

VF
4h
表
土
中
～
下
須
恵
器
・
甕
lF
ロ
ク
ロ

夕
タ
キ
/ア
テ
グ
痕

B

2
VF
4h

甕
非
ロ
ク
ロ
?
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

(2
27
)

[7
0]
AI
b

8
VF
4h

年
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

AH
d
写
真
掲
載
の
み

4
VF
4h

甕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

AI
a
日
縁
部
、
写
真
掲
載
の
み

5
VF
4h

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

胴
郡
、
写
真
掲
載
の
み

6
VF
4h

甕
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
、
写
真
掲
載
の
み

VF
5d

年
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
12
5
54

A 
II
 a

8
VF
5d

甕
非
ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(2
20
)

[6
7]
AI
b

9
VF
5d

甕
非
ロ
ク
ロ
?
ロ
ク
ロ
ナ
デ
/ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ミ
ガ
キ

(2
15
)

[8
倒
AI
d

VF
5d

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/―

B

VF
5d

須
恵
器
・
喪
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/

B

VF
5d

須
恵
器
・
甕
非
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
/―

VE
5e

長
頸
瓶
ロ
ク
ロ
?

B

VF
5d

甕
非
ロ
ク
ロ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
写
真
掲
載
の
み

VF
5d

高
台
付
坪

高
台
部
、
写
真
掲
載
の
み

VF
5j

IT
h

ロ
ク
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

A 
II



第 5表 国産陶磁器観察表 (1)

番号I 種 類 器 種 出土 地 点 層 位 部 位 色調 時期 備考 図版 写真

不 明 長頸瓶 埋土中 眉著Б～胴 部 にぶ い黄袴

常 滑 士電 埋 土 上位 肩 部 赤 褐 緑釉飛沫

229 常 滑 甕 埋土上位 肩部 灰 緑 釉 飛沫

常滑 甕 SK36 底 面 月同部 オリーブ灰 緑 釉

渥 美 甕 SK37 埋 土 中 ～上位 月同言[ 灰 白

232 常 滑 甕 SK47 17土 中 胴 部 暗 オ リー ブ

233 渥 美 甕 SK57 埋 土 中～上位 月周モ剥
`

にぶ い責褐 押印文有

233 渥 美 甕 SK57 埋土中～下位 胴部 にぶ い責褐 Hと 同一個体
233 渥美 甕 SK57 埋 土 中～ 上位 月同部 灰 責褐 す甲F口有、 11と 1司―-1回体

渥 美 甕 SK57 埋土中～下位 胴部 にぶい黄褐 Hと 同一個 体

渥美 甕 SK57 埋 土 中～ 上位 月同言Б にぶ い黄 褐 押 印 文有

渥 美 甕 SK57 埋 土 中～ 上位 月Fl音ド にぶい黄褐 押印文有り

渥美 甕 SK57 輝 十 中～ 上位 掲同言【 灰責褐

236 渥 美 甕 SK57 埋 土 中～下 位 月同詈胚 にぶ い貢

涯 美 甕 SK57 埋土中～上位 肩部 灰 白 白釉 飛 沫

渥美 警 SK57 埋 土 中～ 上位 丹同百Б にぶ い黄 褐

渥 美 甕 SK57 理→一中^レ L柿 月同言旧 灰黄褐

渥美 甕 SK57 理 土 中～ 上位 月同百Б にぶい黄褐 押 印 有

渥 美 甕 SK57 月同詈胚 灰黄褐

涯 美 甕 SK57 埋土中位～上位 月同言躊 にぶ い責褐

渥美 甕 SK57 胴 部 にぶ い黄 褐 押印有

涯 美 甕 SK57 埋土中～上位 丹同音| 灰―灰オリーブ

渥 美 甕 SK57 埋 土 中位 ～上位 月同音Б にぶ い責 褐

渥 美 甕 SK57 汀Fl司

`

にぶい黄褐

渥美 甕 SK57 埋土中～上位 月同言Б にぶ い責褐 12c 修 復 痕 有

漏 美 甕 SK57 埋 土 中～ 上位 月同百b? 暗灰 黄

渥 美 甕 SK57 哩土中～上位 胴部 ? にぶい黄褐

渥美 甕 SK58 哩上 下位 ～底 面 胴 部 灰黄 褐 修 復 痕 有

不 明 甕 SK70 連 土 上位 にぶい黄褐 東北産の可能性有

渥美 甕 SK80 理 土上 位 口頭 部 灰 黄 12c後半 白弄由飛 沫
常 滑 碗 SK80 埋 土 上位 □綴 乱 浅 責

渥 美 一堕 SK84 哩土中～上位 肩部 灰オリーブ 押 印 文 有

渥美 SK84 哩土 中～ 上位 月同部 灰 白

渥 美 霊 ? SK84 埋土中～上位 胴部 灰 白

257 渥美 壺 ? SK84 輝土 中～ 上位 胴 部 灰 白―灰 黄褐 押 印 文 有

渥 美 一霊 SK84 埋 土 中～ 上位 月同副
`

灰 オ リー フ 12c

渥 美 一霊 SK84 埋土中～上位 胴部 灰 白

常 滑 甕 SK84 埋土 中～ 上位 灰 白

常 滑 甕 SK84 埋土中～上位 肩部 灰 白 14 HJ更、緑釉

常滑 甕 SK84 埋土 中～ 上位 胴 部 灰 白 押 印 文 有

常 滑 甕 SK84 埋土 中～ 上位 灰灰白 自然釉

常 常 甕 SK84 埋土中～上位 灰 白 κR界由詞時辛末

常 滑 ? 甕 SK84 埋土 中～ 上位 灰 白 押印文有

常 滑 ? 賓 SK84 埋土中～上位 底部 灰 白 緑 釉 飛 沫

常滑 三筋壺 SD73 埋土 中～ 上位 顕 言Б～月同言Б 12c後半
常 滑 三筋豆 SD73 埋土 中～ 上位 12c後半 27と 同一個体
常滑 重 ? SD72 輝 十 中 肩 部 灰 オ リー ブ 12c

猿投 窯 短頸 重 SD73 埋 土 中位 底 部 オ
'サ

ーブ灰 lυ C

須 恵器 系 片 口鉢 SD73 埋土中 底部 灰 白 12c後半

渥美 甕 SD95 底 面 灰 黄褐 押 印 文 有

渥 美 甕 SD 埋土 中 肩詈∫ 灰 白 白釉飛沫

常 滑 SD 埋土上位 事頁言L一肩割I 灰 オ リー ブ 三 筋 壷 か ?

不 明 甕 SD 埋 土 上位 にぶ い赤 褐 東北産か ?

渥 美 甕 SD l 埋土中 黄褐 12c 押 印 文 有

渥美 甕 SD 1 埋土 中 にぶ い黄 褐 12c

常 滑 甕 SD l 埋 土 中 □ξ自吾К 灰 2～ 3期 (120 ラて来由

渥美 甕 SD 輝 土 中 にぶい責 12c

渥 美 甕 6号焼 土 検 出面 灰 貢 12c

不 明 甕 ? 7号焼土 検出面 にぶ い橙

常滑 甕 P553 埋土 中 オリーブ褐 12c

渥 美 甕 IIFl 検 出画 肩部～月同部 灰 白 12c 押印文有

283 不 明 甕 ? VE2i 表採 す甲印文 ?、  緑罪由

渥 美 甕 VE2i 暗褐 色 土 下 位 12c

常 治 二 肋 霊 VE3c 胴郡 オリーブ黒 単 線

不明 甕 ? VE3c 黒色 土 上 面 灰 オ リー ブ
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国産陶磁器観察表 (2)

目載番据 種 類 器 種 出土地点 層位 部 位 色 調 時 期 備 考 瓢版 写真

常 滑 =鮪 吾 VE4d 黒 色 面 胴 部 極暗 赤褐 12c 復線

288 常 滑 甕 VE4d 検出面 胴部 暗赤褐 12c

灰釉 長頸瓶 VE4f 表 採 肩 部 ～胴 部 灰 10c? 緑釉、ロクロ

渥 美 甕 ? VE5c 検 出画 胴部 灰 12c

渥美 甕 ? VE5c 検 出面 胴 郡 褐 灰 12c

渥 美 /1ヽ碗 VE5e 検 出面 胴ヨ
`―
,氏部 灰 自 12c後半

須 恵器 系 片 □欲 VE5f 検出面 口協S鞘 灰 白 12c後 半

渥美 畜 VF4d 表 採 口縁 部 灰 12c 白釉飛沫

常 滑 霊 ? VF4h 黒色土上面 胴部 ? 灰 12c

常滑 ? 壺 ? VF4h 黒 色 土 上面 打同言

`?
灰 オ リー ブ 12c

不 明 壷 ? VF5c 検 出面 毅 部 暗赤灰

常 滑 甕 VF5i 暗褐色上下位 肩 部 灰 オ リー フ 緑 釉

不 明 甕 ? VF5i 黒 色土 上 面 月同罰

`

褐 灰 白色飛沫

常 滑 ? 霊 ? VF6d 表採 肩部 灰 白

渥美 甕 VF6i 検 出面 月同割る 責 灰 12c 澪状 の押 印有 り

第 6表 中国産陶磁器観察表

本番 産地 器 種 出土 地 点 層 位 部 位 色 調 時 剰 備考 図版 事真

同安 窯 碗 SK36 埋土中 胴部下体 12c～ 13c 青磁

青磁 甕 SK36 底 面 顕 部

白磁 重 SD82南端 月同部 白 白磁 中国産

臼磁 士望 P440 埋土中 胴 部

白磁 V E3, 表 採 月同部 12c後 半 白磁

307 寵泉 窯 碗 V F5h 検出面 口縁部 画 花 文
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第 7表 かわらけ観察表

本番 種類 出上位置 郡 位 口径 底経 器 高 色調 時 期 分 類 備 考 図版 写真

手づくね SK36 口縁～底部 (75) (50) (12) 橙 12c 後 半 D3 1/4残存
ロクロ ? SK86 日縁～底郡 橙 12c 後 半

3 0 手づくね SK37 月同言F～底言巨 にぶい黄橙 12c後半

3 ロクロ ? SK37 底部 にぶい黄橙 12c 後 半

3 2 ロクロ SK38南 口縁～底部 (82) にぶい黄橙 12c前や 1/2残存
3 3 手づくね SK39 底郡 にぶい黄橙 12c後半
3 4 ロクロ ? SK45 口縁～胴下部 灰黄褐 12c 後 半

3 5 手づくね SK47 日縁～底部 0) (90) 1) 橙 12c後半 C3 1/4残存
3 6 手づくね SK47 口縁 ―胴 言Б 浅黄橙 12c後半 D3

3 手づくね SK47 口縁～胴郡 にぶい黄橙 12c後 半 D3

3 8 手づくね SK47 胴部～底部 橙 12c後半

3 9 手づくね SK47 胴部～底部 浅黄橙 12c後半

手づくね SK47 底部 浅黄橙 12c後 半 179と 同一

手づくね SK47 胴部～底部 浅黄橙 12c後半

322 手づくね SK47 胴部～底部 浅黄橙 12c後半

手づくね SK47 口縁～胴部 浅黄橙 12c後 半 D4

ロクロ SD57埋 土上 日縁～底部 (82) 17 橙 12c後 半 2/3残存
ロクロ ? SK71 日縁～胴下部 にぶい黄褐 12c後半 破片

ロクロ ? SK71 口縁～胴部 灰 黄褐 12c後 半 写真掲載のみ

327 手づくね SK71 口縁～胴部 にぶい黄橙 12c後 半 D2

手づくね SK71 口縁～胴部 にぶい黄橙 12c後 半 D2

手づくね SD72 胴部～底郡 にぶい黄橙 12c後半 破片

手づくね SD72 胴部～底部 にぶい黄橙 12c後 半 破 片

手 づ くね SD72 底部 灰黄褐 12c後 半 D3 写真掲載のみ

332 手づくね SD72 月同音[―底言「 にぶい黄橙 12c後 半

手づくね SD73 胴郡～底部 にぶい黄橙 12c後 半

手 づ くね SD73 日縁～胴部 浅黄橙 12c後 半 D4 破片実測

手づくね SD73 打「H`― 底 部 橙 12c後 半 不 明 破片

336 手づくね SD73 口縁部 にぶい黄橙 12c後 半 D3 写真掲載のみ

手 づ くね SD73 日縁部 灰黄褐 12c後 半 D3

手づくね SD73 胴部～底部 にぶい黄橙 12c後半 破片

339 手づくね SD77埋 上下 口縁～底部 (140) (130) にぶい黄橙 12c後 半 D2 1/2残 存
手 づ くね SD77 底 部 にぶい黄橙 12c後 半 D3

手づくね SD78 口縁～底部 橙 12c後 半 D3 破片

342 手づくね SD78埋土中 口縁～底部 にぶい黄褐 12c後 半 D4

手づくね SD78埋 上下 口縁～底部 (44) 12 にぶい黄褐 12c後 半 D3 1/2残存
手づくね SD78 胴部～底部 にぶい黄橙 12c後半 D2

手づくね SD78 口縁～底部 褐灰 12c後 半 D3

手づくね SD92 底郡 橙 12c後 半 D3

手づくね SD92 底郡 にぶい黄橙 12c後 半

手づくね SD100 口縁～胴部 灰黄褐 12c後 半

手づくね SD108 口縁～底部 灰黄褐 12c後 半 D4 破片

手づくね SD108埋土中 口縁部 にぶい黄褐 12c後 半 D3

手づくね P497 底部 にぶい黄褐 12c後半 D4 破 片

手づくね P497 口縁部 にぶい黄褐 12c後 半 D3 破片
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第 8表 瓦観察表

第 9表 鉄製品観察表

掲載番号 出土地点 層位 種 類 凸面 凹 面 色 調 備 考 図 面 写 買

353 SD73 埋土中 平 瓦 縄タタキロ+ケズリ 布 目 にぶい黄橙

SD73 埋土中 重弁八葉蓮花文軒丸瓦 一部ナデ ナデ 灰 白 須恵質

SD73 埋土中～上位 丸 瓦 ケズリ ? 布 目 緑 黒 須恵質、 自然釉
SD92 埋土中 平 瓦 ケズリ 布 目 灰白～橙

調 査 区南 表土中 平 瓦 紐縄タタキロ 布 目 褐灰 須恵質

調査区南 表土中 平瓦 縄夕タキロ+ケズリ 布 目 黄灰 須恵質、側縁部か?

調査区南 表土中 丸瓦 ? 縄タタキロ 布 目 にぶい黄橙 縦方向か ?

調 査 区南 表土中 平瓦 ナデ (横方向) 布 目 灰 須恵質

調査区北東側区 地山直上 平瓦 縄夕タキロ 布 目 黄灰 須恵質

調査区中央東 検出面 平瓦 縄タタキロ 布目 灰～暗灰 須恵質

VF5j 検出面 平瓦 縄タタキロ 布 目 暗灰 側縁部、須恵質

調査区中央西 検出面 平瓦 一部縄タタキロ+ナデ 布 目 灰 須恵質

掲載番号 種   類 出土地点 層  位 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (富 ) 備 考 図版 写真

板状鉄製品 埋土中 <40> <49> 29 4 鋼の底 ?

紡錘車 埋土中 56 1 23 2

留 め具 SK36 埋土中 <44> 16 12 H7 近世・近代まで使用

棒状鉄製品 SK36 埋土中 101 29 3 鉄鏃のなかご ?

棒状鉄製品 SK36 埋土中 <42> 細い方

棒状鉄製品 SK36 埋土中 <57> 2 1 1 H9 太い方

鉄鏃 ? SK57 埋上下位 <72> <35> 15

372 刀子 SK61 埋土中 <H2> 16 119

鉄 鏃 SK70 埋土中 <46> 13

棒状鉄製品 SX13 埋土中 1 1 55

棒状鉄製品 SX13 埋土中 <108> 08

鉄鍋 土取場 埋土上位 <23> 51 145

鉄 鏃 土取場 埋土上位 <63>
刀子 土取場 埋土上位 <46> 13

古 銭 SD67 埋土中 22 <18> 1 14 永楽通費

釘 SD106 埋土中～上位 <67> Ll

棒状鉄製品 SD106 埋土中～上位 <37> 05 鉄鏃 ?

板状鉄製品 SD108 埋土中 <43> 13 44 鉄鏃 ?

銅 碗 P383 埋土中 口径 (120) 器高14 82

384 棒状鉄製品 V F3h 検出面 52 85 鉄鏃のなかご ?

釘 ? V F3h 検出面 <56> 7

棒状鉄製品 V F3h 表採 <35> 16 72 鉄鏃のなかご

棒状鉄製品 V F4d 検出面 <62> 1 1 鉄鏃 ?

板状鉄製品 V F4e 検出面 <64> 鉄鏃 ?

棒状鉄製品 V F3h 検出面 <103> 1 1 225 鉄鏃のなかご ?

鉄鏃 V F4e 検出面 <46>
紡rI車 V G4d 黒色土上面

鉄 鏃 V G4d 検出面 <51> 65

古銭 ⅦF3d 表土中 28 <25> 1 寛永通費 (新)四文銭
刀子 ⅦG4d 表土中 <29> <1 1>
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第10表 石器・石製品観察表

本番 出土地点 層位 器種
計側値 (cm)

重量 (g) 備考 石材 産地 図版 写真
長 さ 幅 厚 さ

SK36 埋土中 砥 石 使用画4面 凝灰岩 奥羽山脈

SD100 埋土中 石 箆 頁岩 奥羽山脈

SD106 埋土中 砥 石 [12.7 22 1903 使用面4面、深い削痕あり ホルンフィルス 北上山地

SD106 埋土中 砥 石 228 5 使用面 1面 疑灰岩 奥羽山脈

7号焼土 検 出面 石箆 頁岩 奥羽山脈

V D4」 検出面 石箆 ? 1 1 削掻器の可能性あり 頁岩 奥羽山脈

S109東 検出面 石製品 1.3 ヒスイ ? 新潟県 ?

S D73 埋土上位 石鏃 1,3 黒曜石 折 居

403 S D73 埋土上位 石鏃未製品 14 10 黒曜石 折居

第11表 上製品・縄文土器観察表

掲載番号 出土地点 層位 器種 部位 文様・特徴 施文原体 備考 時 期 図版 写真

SK 101 埋土下位 土 鈴 撮部に孔有り 平安 8

SK 101 埋上下位 土鈴 ? 撮み部に孔なし 平安 8

S111 埋土上位 有孔土製品 土質が徹密 平安 ? 8

SXl号焼土 検出面 深鉢 胴部 地文のみ、砂粒多く含む LR 縄文後晩期

S113 検出面 深鉢 地文のみ、砂粒多く含む LR 縄文後晩期 8

S D72 埋土上位 深鉢 胴部 地文のみ、砂粒多く含む RL? 縄文後晩期 8

S D78 埋土上位 深 鉢 胴部 地文のみ、砂粒多く含む 不 明 縄文後晩期

1 S D73 埋土上位 深鉢 口縁 郡 地文のみ、砂粒多く含む RL? 縄文後晩期

2 S K35 埋土中 深鉢 胴部 地文のみ、砂粒多く含む LR 縄文後晩期

3 S K50 埋土上位 深 鉢 胴部 地文のみ、砂粒多く含む LR 縄文後晩期

コ S D78 埋土中 深鉢 口縁部 沈線、 不 明 縄文後晩期

S D92 埋土中 深鉢 口縁部 2条の平行沈線 LR 縄文後晩期

VF5j 9層面 深 鉢 胴部 地文のみ、砂粒多く含む RL 縄文後晩期
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V まとめ
1 遺構
(1)堅穴住居跡

堅穴住居跡は調査区中央部 4棟、北側 1棟、南側 2棟の計 7棟が検出されている。調査範囲が狭く全体を

検出した住居跡が少ないことと、後世の開田によりかなり削平されているため、はっきりとした点は事実記

載の項目についてまとめる。

<占地> 調査区中央部と南側では、 2～ 3棟のある程度のまとまりで分布している。相互の重複はなく住

居間の距離は最小 3mで、同時存在の可能性はある。

<平面形> S106・ 07・ 08堅穴住居跡 3棟ががほぼ長方形を基調としているものの、他は全体を検出して
いないため不明である。

<規模> 推定のものを含め一辺が 3～ 4m前後 3棟、 4～ 5m前後のものが 3棟である◇

<埋土> 自然堆積をしているのもがほとんどであると思われる。

<主軸方向> カマ ドを持つ壁に直行する線とカマ ドが設置されている方角との角度を主軸方向とした。こ

れらから主軸方向が北側にあるのが 1棟、東側 2棟、南側 1棟 となっている。

<壁・床> 壁は外傾ぎみに立ち上がると推測される。 S110竪穴住居跡は壁溝を伴なっている。

床面の貼床は確認できなかったものが多いが、 S110竪穴住居跡については暗褐色土を主体とした上で部分

的に貼床をしていた。

<カマ ド> S106・ 07・ 10。 H竪穴住居跡の 4棟でカマ ドを検出した。設置場所は S106。 11堅穴住居跡
が東側、 S107竪穴住居跡が南側、 S110堅穴住居跡が北側とばらつきが見られる。 S106・ H竪穴住居跡
は袖部分が残存しているにもかかわらず煙道が検出されなかった。このことからカマ ド本体より上につく煙

道を持っていたと思われ、開田時の削平により残存しなかったと考えられる。 S110堅穴住居跡はカマ ドの

ほぼ中央を現代の農業排水溝により撹乱をうけていたが、排水溝の壁面などがかすかに赤色変化している部

分が確認されたことから煙道を持っていたと考えられる。 S107堅穴住居跡は S D73竪穴住居跡に切られて

いるため煙道などは不明である。袖部は、 S106。 10堅穴住居跡が芯材として土師器を使用して粘土質シル

トで被覆し、 S107・ H竪穴住居跡は礫を用いて構築されている。

カマ ドの作りかえは S106堅穴住居跡のみ行われていた。治初は北側にあったものが、東壁に移設され、

貯蔵穴として使用していたと思われるピットを埋めてその上にカマ ドを設置していた。

<柱穴> 柱穴が確認された住居跡は S108・ 10竪穴住居跡の 2棟であるが、規則性が見られず詳細は不明
である。

<付属施設> カマ ド以外の付属施設をもつ住居跡は S106・ 07。 11・ 13竪穴住居跡である。それぞれ貯蔵
穴と思われるピットをもつ。貯蔵穴の位置はカマ ドの脇に位置するが、 S106堅穴住居跡は左側、 S107・
H・ 13竪穴住居跡は右側に設置されている。それぞれのピットからは土師器片が出土している。 S111堅穴

住居跡は地床炉を 2基もつが用途は不明である。

(2)堅穴状遺構

調査区中央部で SK 101堅穴状 1棟を検出した。規模は径2.4m程 で、平面形はほぼ円形を呈する。埋土

は明黄褐色土と廃棄されたと思われる焼上の混合土・暗褐色土で構成されている。遺物については、ピット

と思われるところから土師器片が出土している。その他は埋土下位から土鈴が 2点、焼成粘土塊 (工具等で

触れた痕など人為的な作業の痕跡が見られる。)が出土している。土鈴は全国においては窯業や鉄生産を営
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む集落から出土する傾向が多く、岩手は福島に次いで 2番目に土鈴の出土量が多い (国尚1992)。 本遺構に

ついてもこれらの遺物等の出土から土器等を制作した工房跡の可能性も考えた。しかし、ロクロピットなど

これを裏付ける遺構が検出されなかったため竪穴状遺構としたもので詳細は不明である。ただ、粘土採掘土

坑群から採取した粘土と本遺構から出土した焼成粘土塊を胎土分析にかけた結果、組成において共通の成分

が検出されている。また、 SIH竪 六住居跡や粘土採掘土坑群から出土した須恵器片以外の土師器片も同様

の結果が得 られている。このことから本遺構が土器制作工房跡という断定はできないにしても付近において

土器等を制作していたことは確実と思われる。

(3)焼土遺構

調査区中央部で 7基を検出した。このうち SXl・ 4・ 5,7焼 土遺構からは、焼土中や上面上から土師

器片が出土している。時期については、出土遺物から9世紀後半～10世紀初頭と推測される。また、周辺一

帯が開田時の削平を受けいていることから、竪穴住居跡のカマ ドの燃焼部だけが残存した可能性も考えられ

る。他の 3基は用途時期ともに不明である。

(4)墓境

調査区北側で 2基を検出した。互いの墓墳は約 2mほ ど離れている。規模は長軸 1～ 3m、 短軸 lm前後

で、面積は 1～ 3ポ程となっている。平面形は S K01墓墳が精円形、 S K02墓 境が円形を基調としている。

埋土は暗褐色土と明黄褐色上の混合土で人為堆積の様相を呈している。 S K01墓渡の埋土には多量の炭化物

が含まれ、それらは火葬に関連することも考えられる。長軸方向はいずれも南北になる。遺物は、 S K01墓

渡から渥美産甕片27点 と鉄鏃 1点、 S K01墓 墳からは渥美産甕片 1点が出土している。

両墓墳は火葬骨と思われる人骨片を伴う。規模に違いはあるものの、埋土や火葬骨を出土している点から

は埋葬形態に違いはないものと考える。時期は、渥美産甕片の年代観から12世紀後半代と推測できる。

12世紀と推測される墓渡の近隣の調査例としては平泉町本町H遺跡があげられる。報告書では、12世紀後

半以降とされる墓墳をB類とCl類に分類しているが、本遺跡の 2基はそれに類似する。遺物については、

意図的に破片にされ埋納された副葬品の可能性を指摘しており、本遺跡の両墓墳から出土した遺物もその可

含旨隆が考えられる。また、本町 H遺跡の場合、墓域が溝によって区画されているが、本遺跡例は区画溝を伴つ

ていない。墓墳が 2基以外に存在するかどうかについては、調査区域が限られるため不明と言わざるをえな

ヤゝ。

墓墳が存在する理由及び被葬者については、先述のように渥美産甕片が出土している点や本遺構とは直接

関係しないが、調査区中央部から同時期の常滑三筋文壷や中国産青白磁がある程度まとまりをもって出土し

ている点から、平泉藤原氏と強い結びつきをもつ者が居住していた可能性を示唆している。

(5)土坑

土坑は52基検出しているが埋土の状態や出土遺物などから、平安時代の土坑の可能性のあるものは11基で

ある。大部分は粘土採掘土坑群周辺に位置している。白色粘土層が底面となってお り粘土を採掘した土坑の

可能性が高い。

S K36は開口部径が4.05× 4.75mも ある巨大な土坑である。埋土はレンズ状の自然堆積を呈し、底部から

渥美産甕と中国産青磁が 1点出土している。これらの遺物から、時期は12世紀後半と思われるが、用途など

詳細については不明である。他の土坑は遺物が出土していないため詳細については不明である。北側調査区

で検出した土坑の一部は、 りんごの植栽痕の可能性もある。
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(6)粘土採掘土坑群

調査区中央部から約50ポ にわたり検出した。平面形は、幾つもの土坑が切 り合った不整形を呈する。埋土

は暗褐色土と黄褐色土の混合土で人為堆積の層相を呈している。 1つ の土坑を掘り終えた後に新たに掘り始

めた土を捨てることの繰り返しを行ったため断面には土坑の切り合いが明瞭に現れなった。掘り上がりの様

子から白色粘土層またはその下の礫層まで達すると新たな土坑を掘削したようである。範囲が調査区外に広

がっているため規模は更に大きいと推測される。時期については埋土中や下位から土師器片が出土している

ことから平安時代に属すると思われる。

これらの採取した大量の粘土を何に使用したのかについては、明後沢遺跡群から多く出土する瓦との関連

が予想された。同年本調査区の北側で調査を行つていた前沢町教育委員会でも粘土採掘土坑を検出しており

採取した粘土と瓦・須恵器片との胎土分析を行ったが、関連を裏付ける結果は得られなかった。本遺跡では

土師器、手づくねかわらけ、粘土焼成塊等で胎土分析を行った結果、採取した粘土と組成において同じ成分

が抽出されている。このことから瓦・須恵器の制作については裏付けができなかったが、その他の土器につ

いては地元で作製されていたことは確実である。

(7)陥 し穴状遺構

調査区全体で 6基を検出した。方形に近い楕円形のものが 2基、縦長のものが 4基である。規模・形状と

類例などから縄文時代のものと思われる。 S K64陥 し穴状遺構の底面には逆茂木痕が確認できた。出土遺物

はなく、具体的な時期は不明である。

(8)溝跡

調査区全体で82条 を検出した。調査範囲が狭く全体を検出できた溝跡が少ないうえ、遺物がまったく出土

しない溝跡も多く、全容が不明なものが大部分を占めている。

遺物は埋土中位から下位にかけて出土している。平安時代の上師器や須恵器が出土したのはS D68・ 72・

73・ 88。 92・ 100・ 106・ 108・ lH溝跡の 9条である。12世紀後半代の手づくねかわらけが出土したのはSD

72・ 73・ 77・ 78。 92。 100・ 108溝跡の 7条で、そのうち、同時期の白磁片が S D82溝跡から、渥美産甕片が

S D95溝跡から出土している。 S D72・ 73・ 92・ 100。 108溝跡の 5条からは土師器・須恵器と伴に手づくね

かわらけが出上している。また、手づくねかわらけが出土している S K47は S D79に切られているが、出土

状況からは本来は S D79に伴う遺物だった可能性が高い。

以上の出土遺物から所属時期を推測すると、溝跡底面から土師器や須恵器を出土した S D68。 95溝跡が平

安時代、手づくねかわらけを出土した S D77・ 78溝跡、自磁片を出土した S D82溝跡、渥美産甕片を出上し

た S D95溝跡が12世紀後半代のものと考えられる。溝跡の方向をみると、平安時代のものは東西方向、12世

紀後半代のものは南北方向に走り、時期による方向の違いがあるものと思われる。

溝跡の性格は明らかではないが、12世紀後半代のS D77・ 78溝跡は幅 2～ 3mの間をおいて平行している

ことと少量ではあるが手づくねかわらけが出土していることから、柳之御所遺跡で手づくねかわらけが道路

側溝に廃棄された例にみられるように、道路側溝類似施設の可能性も指摘できるのではないかと考える。

(9)柱穴状土坑群

調査区全体で825基を検出した。調査区中央部と北調査区東側に集中している。調査範囲が狭く掘立柱建

物跡を復元するまでには至らなかった。柱穴には柱痕や掘り方が認められるものは検出されていない。出土

遺物は P440柱穴からは12世紀後半の白磁片が、 P386柱穴からは銅碗 ?が出土している。このことから何ら

かの建物が存在していことは確実と思われる。調査範囲が広がることで今回検出した柱穴状土坑の中にも建
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物を構成するものも含まれていると思われるが、今回は柱穴観察表と図化のみに留めた。

2 遺物
(1)上器

分類にあたっては、器種とそれぞれの焼成方法 (酸化炎焼成と還元条焼成)を主な識別形質とし、これに

調整技法を加える形で行い、これらをふまえて土器分類を以下の通りとした。

邦類 (郭、高台付ITh、 大型郭、台付皿、柱状高台)

A群 :製作行程においてロクロを使用した酸化炎焼成の土器群

I群 内面ににミガキ調整と黒色処理が施されたもの

H群 ロクロ痕以外の調整をもたないもの

Ⅲ群 ミガキ調整が施されるが、内黒未処理又は褪色したと思われるもの

B群 :製作工程においてロクロを使用した還元炎焼成の土器群

底部切り離し技法

a類 回転糸切りで、再調整されないもの

b類 回転糸切りで、再調整が施されるもの

c類 回転ヘラ切りで、再調整されないもの

d類 高台をもつもの

e類 摩滅のため不明なもの

甕類 (甕、鉢、壷)

A群 :酸化炎焼成の上器群

I類 製作工程においてロクロを使用している土器群

a類 器面の調整は回縁部はヨコナデ、胴部外面はヘラケズリ・ヘラナデ、胴部内面はヘラナデ・ハ

ケメによる調整が主に施される土器群

b類 器面の調整が口縁部、外面胴部上半はロクロナデ、外面胴部下半はヘラケズリ、内面はヘラナ

デによる調整が主に施される土器群

c類 内面に黒色処理が施される土器群

d類 ミガキ調整が施されるが、内黒未処理の上器群

Ⅱ類 製作工程においてロクロを使用していない土器群

a類 器面の調整は口縁部はヨヨナデ、胴部外面はヘラケズリ・ヘラナデ、胴部内面はヘラナデ・ハ

ケメによる調整が主に施される土器群

B群 :還元炎焼成による土器群

破片出土が大部分を占めるため、細分は行わない。

土器のほとんどは竪穴住居跡・竪穴状遺構、土坑等から出上している。上記のような大まかな分類はした

が完形品での出土が少なく、個体数としてのデータが少ないため各分類群ごとについての特徴を述べていく。

写真掲載のみの遺物は極細片のものも含まれている。

イ類は写真掲載のみを含めて87点掲載した。この内、個体数として教えられるものは34点出土している。

B群では完形の郭は出土していない。A群ではAIa類 がH点、AHa類 が22点、AⅡ e類が 1点出土しA

H類が多い。底部切り離しは全て回転糸切りとなっている。底部の再調整はされていない。A群で破片では
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あるが回転ヘラ切りが 1点出土し、 B群でも破片で回転ヘラ切りのものが 1点出土している。住居跡ごとに

見るとS106は AIa類 3点、AHa類 2点、 S107A H a類 1点 (高台付皿)、 S108は AII a類 4点、
SK 101は AIa類 1点、AHa類 1点、 S110は AIa類 1点、AHa類 1点、回転へら切り須恵器郭 1

点、 SIH竪 穴住居跡はAHa類 が 3点、AIa類 1点 となっている。AI類、AH類 とも各住居跡でほぼ

同じ割合で出土しており、 S108竪穴住居跡のみAH類 の出土のみとなっている。

甕類は写真掲載のみを含めてH9点掲載した。この内、完形品は反転実測可能なものを含め 7点の出土で

ある。ほとんどは底部が欠損していたり口縁部が欠損しているなど少ない出土となっている。個体数として

数えられるのは合わせて34点である。全てA群の甕で B群の甕は破片のみの出土である。

各群ではAIa類 が15点、AIb類 25点、破片だがAⅡ d類 1点、AIc類 1点でAIb類 の割合が多い。

住居跡ごとで分類できたものでみるとS106竪穴住居跡はAIa類 のみ 6点、 S107堅穴住居跡はAIb類

1点、 S110竪穴住居跡はAIa類 4点、AIb類 3点、 SIHが AIa類 10点、AIb類 4点となってい

る。甕についてもばらつきがみられ規則的なまとまりは見られない。時期については概ね 9世紀後半から10

世紀初頭に属すると思われる。

(2)かわらけ

分類は、松本建速氏が平安京の形体分類を基本に柳之御所の資料を加えて行った方法 (「柳之御所」 1995

分冊 3 Xか わらけの形林分類と編年)を基本に行ったが、判断がつけられないものが多く、大まかな分類
となってしまった。本遺跡で出土したかわらけは松本 (1995)分 類を基本としながら遺跡の実態に合わせ

「手づくね」についての分類は以下の通りとした。また、 「ロクロ」については細片が多いため分類は行わ

なかった。分類に際しては、日縁部或いは日縁部～底部部分が残っているものについて極力分類をし、細片

のため図化しなかったものは写真掲載とし全点掲載した。なお、細片が多く法量を計測できたのは 5点のみ

である。完形品の出土がないため反転実測可能なものを図示し、反転実測不可能なものでも大きめのものは

破片実測をして図化した。

手づくねかわらけ

D2類  一段面取りなし

D3類  一段面取りなし

D4類  一段面取りあり

C3類 二段面取りなし

口縁部が直線的に立ち上がる

破片を含む分類の結果は88図に示した。D3類が

44%で圧倒的に多く、次にロクロかわらけが23%、

D2類 13%、 D4類 17%、 C3類 3%であった。全

部破片での出土で、完形での出土はない。この中で

特徴的なものは312の 12世紀前半に属すると思われ

るロクロかわらけである。 12世紀後半のものが大部

分を占める中 1点のみの出土となっている。

(3)国産陶磁器

本遺跡からの国産陶器片の出土は合わせて83点で

ある。渥美産47点、常滑産23点、猿投産 1点、灰釉

1点、須恵器系陶器 2点、不明 8点が出土している。

第88図 かわらけ分類図
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大部分が12世紀に属すると思われるものである。いずれも破片が多いため個於数は把握できなかった。

渥美産陶器は出土した点数で全体の62%を 占めるが、器形を確認できるものはない。器種は甕が圧倒的に

多く壷と思われるものが 1点出上している。 S K57か ら一括して出土している渥美産甕については作風は 12

世紀の渥美の特徴をよく現しているものの胎上の様子が異なるなど疑間が残る。今後の出土例などで検討を

加える余地があると考える。295の渥美産小皿は平泉遺跡群のこれまでの調査からも殆ど出土していない希

有な遺物である。個体数の少なさからも、小皿そのものの制作意図が日常生活に根ざしているとは考えにく

く、合わせて検討すべき課題と考える。

常滑産陶器は全体の33%を 占める。全体の器形を確認できるのは270の三筋壺のみである。器種は甕が多

く次いで重となっている。三筋壺はこの他に 2片の三筋壷破片が出土しており、少なくとも 3個体存在して

いと思われる。三筋壷は出土例などから全国的に経筒として使用されている例が多い。しかし、本遺跡や平

泉遺跡群から出土している三筋壷は数も多く、 日常生活に深く関わりその希少性からその使用はごく一部の

者に限られていたと思われる。この他には直線状の押印が見られる甕も出土している。

この他須恵器系陶器は全体の 3%と少ない。渥美産、常滑産ほどではないにしろ平泉遺跡群からは多く出

土している遺物である。猿投産陶器や灰釉陶器はそれぞれ破片 1点のみの出上で時期等についても具体的な

ものは示せない。今まで述べてきた陶器同様に希少性の高いものである。

(4)中 国産磁器

中国産磁器は 6点が出土した。内訳は、白磁 4点、青磁 2点で全て破片資料である。 1は同安窯の青磁碗

である。釉色はやや黄色味の強いいわゆる飴色でガラス質の釉が特色である。 H類に属し12世紀後半頃のも

のと考えられる。 2の自磁碗である。内面に櫛目が見られ、体部内面上位に一条の沈線が確認できることか

ら、Ⅵ-1・ bに属し、 12世紀後半頃と推測される。志羅山遺跡56次調査でも同様の自磁片が出土している。

その他は白磁四耳重の頚部と体部片と思われるもので化粧土が見られないことからⅢ系に属し12世紀後半の

ものと推測される。 4の竜泉窯の画花文青磁碗である。内面に画花文を呈し、釉は青みを帯びた緑色が主体

であることからI-2類 に属すると思われる。12世紀後半と比定されている。

今回出土の磁器片は全て12世紀後半のものである。これらの遺物は点数こそ少ないが何れも希少性の高い

ものである。

(5)瓦

瓦は13点が出土しており、形状が確認できるのは358の重弁八棄蓮華文軒丸瓦のみである。その他は破片

である。軒丸瓦は文様、形状、大きさ等が胆沢城出上の丸瓦に酷似している。その他の瓦についても布目等

の形状が同じく胆沢城出土のものとよく類し似ている。また、平瓦において縄タタキロをそのまま残してい

るものとヘラケズリ等の調整が施されているもがあり、その違いについては用途によるものなのか作 り手に

よる違いなのかについては不明である。焼成が異なる理由なども今後の課題と思われる。

時期については、調査区の大部分が開田の際に削平を受け撹乱を受けていることと、遺構内から出土した

瓦についても出土状況等から殆どが流れ込み等による可能性が高い。時期については不明であるが、前述し

た胆沢城のものと酷似していることや、本遺跡から8世紀の遺物等が出土していないことから9世紀後半の

ものと想定される。胆沢城の瓦については、岩手県江刺市の瀬谷子窯跡で焼かれたものである。本遺跡でも

古くから古瓦が出上し、窯跡の存在が指摘されているが今回の調査でも窯跡は検出されなかった。

(6)土鈴

土鈴は 2点が出土している。404は紐等を通 したと思われる穿孔と 1孔の鈴口を持つ。東北地方で出土す
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る土鈴のほとんどは穿孔を持つものである。405は穿孔は持たないものであるが、江刺市瀬谷子遺跡 (瀬谷

子遺跡第 3次緊急調査報告 1971)で も穿孔を持たない土鈴が出上している。形状など瀬谷子遺跡出土の土

鈴とよく似ている。出土点数が少ないためこれ以上のことはわからないが、全国的に窯業や鉄生産など何ら

かの製作を行つた集落跡から出土する例が多い。このことから本遺かも何らかの製作を行った集落の可能性

があると思われる。

(7)その他の遺物

以上の遺物の他に縄文時代の土器片と石器等が出上している。土器は摩減が著しく破片のため具体的な時

期は不明であるが、縄文後・晩期に属すると思われる。また、金属製品も出土しているが観察表をか照して

いただきたい。

3 成果 と課題
今回の調査で得られた成果と課題をあげまとめとしたい。

(成果)

①縄文時代には陥し穴状遺構等からみて狩猟場として利用されていた。

②平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)には集落が営まれていた。これらの集落は調査区外に更に広がる

可能性が考えられる。

③平安時代後半 (12世紀後半)において奥州藤原氏と何らかの関係を持つ者が存在する可能性がある。掘

立柱建物跡は調査範囲が狭いため復元に至らなかったが、調査区外にも多数の柱穴状土坑が存在すると推

測され、数棟の掘立柱建物跡を復元できる可能性もある。

(課題)

①窯業と土鈴との関係についての解明。

②奥州藤原氏との関係について解明。

③古瓦が多く出土することについての解明。

胆沢城跡以外から古瓦が出土している明後沢遺跡群であるが、なぜこれほど古瓦が出土するのかそれを実

証できるような遺構等は、検出することはできなかった。瓦の出土は大部分が遺構外からの出土で、建物跡

等も復元には至らなかったっ今回の調査においては、平泉遺跡群以外から出土することが少ない12世紀後半

に属すると思われる国産陶器、中国産磁器がまとまって出土していることに注目したい。奥州藤原氏との関

係についても古瓦と同様に今後の課題と思われる。
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明後沢遺跡出土黒曜石製石器の原材産地分析
藁科 哲男

(京都大学原子炉実験所)

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易および

文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光 X線分析法により黒曜石およびサヌカイ ト製遺物の石材産地推定

を行なっている
i23)。 石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に自然

の力で移動した岩石の出発霧頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必要条件

を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十分条件を満たし、ただ一カ所の一

致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『石器とある産地の原石が

一致したからと言つても、他の産地にも一致する可能性があるために、一致した産地のものと言い切れない

が、しかし一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れる』が大原則である。考古学では、人工

品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式

として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があリー致すると言うことは古代人が意識して

一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調

査する重要な結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標に

した分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルー ト上に位置する、産地地方との交流

を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播し

た石器原材であっても、遺跡近くの似た組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性がある。人が移

動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に

地質的関連性がないため、十分条件の移動ルー トを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材

がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学

の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 B、 C、 Dの産地で

ないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。 B産地と一致しなかった場合、結果は考古学の資料

として非常に有用である。それは石器に関しては B産地と交流がなかったと言い切れる。ここで、十分条件

として、可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D・ ・・・)の原石群と比較して、 A産地以外

の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と決定することができる。こ

の十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を

用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実

際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して

得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイ トなどの主

成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同がある

と考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標と

する元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原

石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距

離)を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる

地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全林の無限に近い個数の平均値

と分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある石
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器原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個 中に一個みられ、 B産地では一万個中に一個、 C産地では百

万個中に一個、D産地では・・・ 。一個と各産地毎にもとめられるような、客観的な検定結果か らA産地の

原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求め

て産地を同定する。今回分析した遺物は岩手県胆沢群前沢町古城姥沢地内に位置する明後沢遺跡出土の黒曜

石製石鏃、石鏃未製品の合計 2個について、産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光 X分析装置に

よって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの各元素であ

る。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもって産地を特定す

る指標とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量をそれぞ

れ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、

九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべ

てがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表 1に示す。この原石群に原石産地は不明の遺

物で作つた遺物群を加えると225個 の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地につ

いて記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方 2 kmの採石場の赤石山の露

頭、鹿砦東方約 2 kmの幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の

大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群 (旧 白滝第 1群)にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤

石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作つた (旧 白滝第 2群 )、 また、八号沢の

黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの

転礫の中で70%は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に

一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取された原石の元素組成は所山置戸群

にまとまる。り、また同町の秋田林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。留辺蕊町のケショマップ川

一帯で採取される原石はケショマップ第 1および第 2群に分類される。この原産地は、常呂川に通じる流域

にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ調査していない。また置戸町では秋田林道

でも原石が採取でき、この原石は置戸山群にまとまる。留辺蕊町のケショマップ川一帯で採取される原石は

ケショマップ第 1および第 2群に分類された。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三般の十三

ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股

産原石は十二の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成

は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜

石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別で

きず、遺物石材の産地分析でたとえ、この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝

三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、この複数の産地を

まとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水

町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。この原

石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけ

て黒曜石の円礫が採集される。これらを組成で分類すると88%は名寄第一群に、また12%は名寄第二群にそ

れぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、20%が
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近文台第一群、69%が近文台第二群、■%が近文台第二群それぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採集

される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79%が滝川群にまとまり、21%が近文台第二、三群に組

成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜

川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は

滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近

文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹よ

り採取できる。ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤

井川第 1群を、また、球果の非常に少ない握 り拳半分大の良質な原石などで赤井川第 2群を作った。これら

第 1、 2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産

原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第 1、 2群の 2群に区別され、豊泉第 2群の原石は斑晶が少な

く良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。出来島群

は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作 られた群で、 この出来島群と相互

に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で 1点採取され、また、青森

市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の

六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群

をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群

である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群 (旧浪岡群)は赤井川産原石の第 1、

2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、

希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には 5 cm

大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。男鹿群は秋

田県男鹿市の男鹿半島の金ケ崎温泉のあった海岸より採取された原石で作られ、男鹿半島の脇本地区で採取

された原石の組成は男鹿群と相互に近似していることから、この両産地の原石の起源は同じと考えられる。

岩手県の黒曜石原産地は北上川に沿つた範囲に点々と見られ、雫石群は岩手郡雫石町の小赤沢地区の礫層か

ら採取された原石で作られ、折居群は水沢市真城の折居地区の礫層より採取された円礫で作られ、花泉群は

西磐井郡花泉町の払田および金沢の両地区の礫層より採取された小円礫の原石で作られた原石群である。こ

れら岩手県の原石群の組成は相互に似ていて、 これら原産地を元素組成で明確に区別できなく、遺物を分析

してたとえこれら岩手県下の原石群の中の一地点に同定されても、この遺物の原石産地はこれら岩手県内の

複数の原産地を考えなけれイぎならない。月山群は羽黒山から月山にかけての西麓付近に点々と分布する黒曜

石産出地点より採取した原石で作った群である。最近、鈴木氏より提供された黒 Rこ石原石は、寒河江市から

転礫として産出した黒曜石原石で、西北九州の中町産地の原石と組成が似るが、一致ぜず全く新しい組成の

黒曜石と判明し、寒河江群として原石群に力日えた。湯倉群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真珠岩層の露頭

付近で採取された原石で作られた群である。新潟県内の原産地では、佐渡島は大佐渡山地の南部に位置し、

所在地は佐渡郡金井町堂林、ニツ坂地域から佐和田町との境にかかる地帯である。今回分析した黒曜石は林

道工事のときに産出した円礫状の原石で、 l cmか ら3 cmの大きさのものが大部分で、大きな原石は長径が約

10cmの ものが確認できた。現在、林道での採取は困難で、僅かに同地域の沢で少量採取できるにすぎない。

この沢で採取した最大の原石は長径が約 5 cmの 円礫で、小型の石鏃を作るには十分の大きさである。元素比

の組成の似たもので群を作ると、佐渡第一群と佳渡第二群の二つの群にまとまる。これら佐渡第一、二群は

佐渡固有の群で他の産地の原石群と区別することができる。新発田市の板山原石は牧場内に露頭があり、小
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粒の黒曜石は無数に採取され、牧場整備で土木工事で露出した露頭からは握り拳大の原石を採取することが

できた。板山産地から北方約 5Kmに 上石川黒曜石産地があり良質の黒曜石を産出している。また、新津市

の秋棄山地区から小粒の黒曜石が産出することが知られていた。また、秋葉山南方約 3 kmの金津地区から新

たに黒曜石が産出している地点が明らかになり金津産原石で金津群を作った。この他新潟県では入広瀬村の

大白川地区から採取される黒曜石は大半が親指大で肉眼的には良質であるが石器原材として使用された例は

ない。中信高原地域の黒曜石産地の中で、霧ケ峰群は、長野県下諏訪町金明水、星ヶ塔、星ヶ台の地点より

採取した原石でもって作られた群で、同町観音沢の露頭の原石も、霧ケ峰群に一致する元素組成を示した。

和田峠地域原産の原石は、星ヶ塔の西方の山に位置する旧和田峠 トンネルを中心にした数百メー トルの範囲

より採取され、これらを元素組成で分類すると、和田峠第一、第二、第二、第四、第五、第六の各群に分か

たれる。和田峠第一、第二群に分類された原石は旧トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠第二

群のものは、 トンネルの南側の原石に多くみられる。和田峠第四群は男女倉側の新 トンネルの入り回、また、

和田峠第五、第六群は男女倉側新 トンネル入 り口左側で、和田峠第一、第二の両群の産地とは逆の方向であ

る。男女倉原産地の原石は男女倉群にまとまり組成は和田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和

田峠第一群に属する物が多数みられる。麦草峠群は大石川の上流および麦草峠より採取された原石で作られ

た。これら中信高原の原産地は、元素組成で和田峠、霧ケ峰、男女倉、麦草峠の各地域に区別される。伊豆

箱根地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀、柏峠西の各地にあり、良質の石材は、畑宿、柏峠西で斑

晶の多いやや石質の悪いものは鍛冶屋、上多賀の両原産地でみられる。笛塚産のものはピッチス トーン様で、

石器原材としては良くないであろう。伊豆諸島の神津島原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点か

ら黒曜石が採取され、これら原石から神津島第一群および第二群の原石群にまとめられる。浅間山の大窪沢

の黒曜石は貝殻状剥離せず石器の原材料としては不適当ではあるが、考古学者の間でしばしば話題に上るた

め大窪沢群として遺物と比較した。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄い水和

層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられ

る。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほとんど見られない。

Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析を行った場合同定さ

れる原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、得られ

た確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した明後沢遺跡出土の黒曜石製遺物の分析結果を表 2に示した。石器の分析結果から石材産地を

同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRb/Zrの 一変量だ

けを考えると、表 2の試料番号89567番の遺物ではRb/Zrの値は0.310で、折居群の [平均値]± [標準偏差

値]は、0.306± 0.033で ある。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にして考えると遺物は原石群か

ら0.12σ 離れている。ところで折居群の原産地から100ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から±0,12

σのずれより大きいものが90個ある。すなわち、この遺物が、折居群の原石から作られていたと仮定しても、

0.12σ 以上離れる確率は90%で あると言える。だから、折居群の平均値から0。 12σ しか離れていないときに

は、この遺物が折居群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を月山群

に比較すると、月山群の平均値からの隔たりは、約 9σ である。これを確率の言葉で表現すると、月山群の
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原石を採ってきて分析したとき、平均値から9σ 以上離れている確率は、十億分の一であると言える。この

ように、十億個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、

この遺物は、月山群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、

「この遺物は折居群に90%の確率で厚属され、信頼限界の0.1%を 満たしていることから折居産原石が使用

されいると同定され、さらに月山群に一千万分の一 %の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に 満たない

ことから月山産原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の産地 (折居産地)と 一致したからと言って、例

え折居群と月山群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差

が大きくなる不定形 (非破壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中で

の分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地 (折居産地)に一致し必要条

件を満足したと言っても、一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表 1の 225個す

べての原石群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして

消していくことにより、はじめて折居産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb/Zrと いつ

た唯 lヶ の変量だけでなく、前述した 8ヶ の変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。

例えば A原産地のA群で、Ca元素とRb元素との間に相関があり、Caの 量を計ればRbの量は分析しなくて

も分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当

然Rb量 も一致するはずである。したがって、もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に

属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変

量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによって、そ

れぞれの群に偏属する確率を求めて産地を同定する
45)。
産地の同定結果は 1個の遺物に対して、黒曜石製

では225個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確
率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が

非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、折居産原石と判定された遺物

について、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および北海道白滝地域産の

原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 3に記入した。原石群

を作った原石試料は直径 3 cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの

時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな

誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小さな遺

物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1%に 達しない確率を示す場合が比較的多く

みられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗 の値を記し

た。この遺物については、記入されたD2乗 の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、この値が小さい程、

遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えて

ほゞ間違いないと判断されたものである。今回分析した明後沢遺跡出上の黒曜石製石鏃、未製品の 2個は、

花泉・折居・雫石群など、北上川に沿つた河岸段丘の礫層から採取された原石で作られていると推測され、

さらに遺跡に近い段丘層から黒曜石礫が採取される可能性も否定もできないが、現在は折居産地が近く、折

居産原石が使用された可能性が非常に高いと判定した。判定の背景には、必要条件 (折居群)を満たした原

石群を差し引いた、黒曜石原石・遺物群の221個の原石でないという十分条件は各原石 。遺物群の221個に対

して確率を計算して、証明しているためである。
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崎
  
 
福
岡
県
  
 4
5:
竜
ケ
水
 4
3:
冠
ケ
岳

少
10 11

9 
1中
Km

新
潟
県

福
井
県

54
:佐
渡
47
:安
島

壱
岐
地
域
  
 
長
野
県
  
68
:上
石
川
 4
8:
三
里
山

34
:久
喜
ノ
辻
 2
3:
麦
草
峠
 1
4:
板
 
山
 
神
奈
川
県

35
:君
ケ
浦

双
子
池
 1
5:
大
自
川
 1
7:
箱
根
・
笛
塚

36
:角
 
川
  
24
:霧
ケ
峰
 7
1:
金
 
津
 1
8:
 
″
 ・
畑
宿

37
:貝
 
畑

男
女
倉
 
富
山
県
  
19
:鍛
冶
屋

大
分
県
  
  
 
和
国
峠
 5
9:
魚
 
津
 
静
岡
県

33
:塚
 
瀬
  
67
:大
窪
沢
 7
3:
二
上
山
 2
0:
上
多
賀

77
:荻
台
地
  
兵
庫
県
  
 
石
川
県
  
21
:相
峠
西

緒
方
下
尾
平
  
75
:香
 
住
 5
3:
比
 
那
 7
2:
小
豆
峠

図
1 
黒
曜
石
原
産
地

秋
田
県

7:
男
鹿

金
ヶ
崎

脇
 
本

岩
手
県

8:
雫
石

9:
折
居

10
:花
泉

山
形
県

13
:月
 
山

宮
城
県

11
:湯
倉

12
:塩
釜

栃
木
県

16
:高
原
山

東
京
都

22
:神
津
島

北
海
道

1:
白
 
滝

赤
石
山

あ
じ
さ
い
滝

幌
加
沢

八
号
沢

2:
十
勝
三
股

3:
置
戸

4:
赤
井
川

49
:名
寄

50
:近
文
台

70
:秩
父
別

51
:滝
 
川

55
:美
蔓

56
:豊
泉

青
森
県

5:
出
来
島

6:
深
浦

八
森
山

52
:折
腰
内

57
:戸
門

58
:鶴
ケ
坂

鷹
森
山

大
釈
迦

74
:下
湯
川

西
北
九
州
地
域
  
  
  
鹿
児
島
県
  
◇
/

宮
崎
県
  
  
佐
賀
県
  
  
63
:間
根
平

63
:桑
ノ
木
津
留
39
:腰
 
岳
  
44
:出
 
水

触
朗

掛

42

松
 
岳
  
78
:八
女
昭
和
池
 4
6:
長
 
谷
 6
2:
白
 
浜



表
1-
1 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

― 辛 ８ １

原
産
地
原
石
群
名

析 数

分 個

一 躯
素

Ca
/K

T1
/K

Mn
/Z
r

Fe
//
Zr

Rb
/Z
r
Sr
/Z
r
Y/
Zr

nl
b/
zr
A1
/K

Si
/K

北
海
道

匿 ‐
滝 μ 医 Ｆ 陛

名
衝
第
一
群

04
78
±
0

01
21
±
00
05
00
35
±
00
07
20
H±
00
63
06
14
±
U0
32
05
74
±
00
22
01
20
±
00
17
00
24
■
00
16
00
33
■
00
02
04
51
■
00
10

08
09
■
00
15
01
08
±
00
05
00
21
±
00
06
17
74
±
00
55
06
96
■
00
44
02
65
■
00
11
08
01
■
00
22
00
26
±
00
20
00
28
±
00
07
03
94
±
00
10

赤
石
山

01
73
■
00
14
00
61
■
00
03
00
79
±
00
13
27
14
±
01
42

34
0±
00
59
02
88
±
00
19
08
41
■
00
30
00
73
■
00
26

02
8±
00
02
03
74
±
00
10

白
土
沢

01
38
±
00
04
00
21
■
00
02
01
0ツ
±
00
15
30
49
±
01
81

85
5±
00
88
00
97
±
00
16
04
92
■
00
39
01
07
■
00
19
00
27
■
00
02
08
68
■
00
06

八
号
沢

01
38
■
00
10
00
22
■
00
0ツ
01
05
±
00
17
31
23
■
0

84
6±
00
65
01
05
■
0
01
9
04
75
±
00
45
00
76
■
00
46
00
27
±
00
08
03
59
■
00
42

幌
加
沢

01
39
■
00
09
00
23
■
00
01
00
99
■
00
15
29
75
±
01
02

79
4±
00
77
01
04
■
00
10
04
70
±
00
37
01
03
±
00
27
00
27
±
00
02
03
69
±
00
07

あ
じ
さ
い
滝

01
4ツ
±
00
10
00
23
■
00
01
01
01
■
00
14
80
38
±
01
25

78
7±
00
76
01
15
±
00
15
04
57
■
00
35
00
76
±
00
44
00
27
±
00
05
08
65
■
00
11

近
文
台
第
一
群

08
19
±
00
13
01
65
±
00
06
00
81
±
00
10
32
66
±
01
17
06
04
±
00
31
09
41
■
00
30
01
65
±
00
20
00
39
±
00
16
00
39
■
00
02
04
57
±
00
08

折
支
台
第
二
群

05
17
±
00
11
00
99
±
00
05
00
67
±
00
90
27
73
±
00
97
08
12
±
00
37
08
18
±
00
34
01
97
±
00
24
00
41
■
00
19
00
35
■
00
02
04
42
■
00
09

近
文
台
第
二
群

05
29
■
00
14
00
96
■
00
08
00
68
±
00
18
27
46
■
02
62
08
38
±
01
00
07
96
±
00
81
02
20
■
00
43
00
35
■
00
21
00
86
■
00
04
04
18
■
00
14

台
場
第
一
群

10
76
±
00
52
01
4ツ
±
00
05
00
72
±
00
H
29
12
±
O 
H7

0
29
1±
00
20
06
78
■
00
85
01
26
±
00
2Z
00
22
±
00
12
00
49
±
00
05
05
17
±
00
14

台
場
第
二
群

06
70
■
00
30
01
26
±
00
06
00
74
±
00
17
30
46
±
01
63
07
59
±
00
44
08
49
■
00
45
02
04
±
00
32
00
35
±
00
18
00
38
±
00
04
04
14
■
00
19

秩
父
別
第
一
群

02
49
■
00
17
01
22
±
00
06
00
78
±
00
11
16
14
■
00
68
09
95
±
00
37
04
58
■
00
23
02
85
±
00
24
00
23
■
00
21
00
22
±
00
04
03
34
±
00
13

秩
父
別
第
二
群

05
19
■
00
16
00
97
■
00
05
00
65
±
00
16
27
05
±
01
25
08
14
■
00
34
07
89
■
00
43
02
04
±
00
25
00
32
±
00
16
00
37
±
00
08
04
17
±
00
16

滝
川
第
一
群

02
53
■
00
18
01
22
±
00
06
00
77
■
00
09

61
3±
00
90
10
17
±
00
45
04
59
±
00
25
02
83
■
00
29
00
38
±
00
1毬
00
25
±
00
03
03
70
±
00
23

清
川
窮
二
群

04
98
±
00
77
01
03
■
00
1〕
00
68
±
00
18

65
8±
03
24
08
28
±
00
81
07
52
±
01
06
02
06
■
00
38
00
41
■
00
19
00
36
±
00
04
04
14
±
00
22

置
戸
。
所
山

03
ツ
6±
00
08

0
28
■
00
05
00
45
■
00
08

81
3■
00
62
08
24
±
00
8コ
04
54
■
00
20

79
■
00
23
00
44
±
00
20
00
30
■
00
02
04
12
■
00
10

04
64
■
00
16

0
38
■
00
05
00
49
±
00
08

72
6■
00
72
04
49
±
00
2封
04
07
±
00
23

3±
00
1
00
26
±
00
14
00
32
■
00
03
04
56
±
00
10

05
48
■
00
25

0
45
■
00
07
00
87
■
00
07

69
1±
01
34
03
80
±
00
2珀
04
09
■
00
20

20
±
00
1
00
31
■
00
12
00
39
■
00
04
04
77
±
00
19

03
90
■
00
11

0
87
±
00
06
00
30
■
00
06

51
0■
00
59
03
72
±
00
18
02
38
■
00
14

79
±
00
1
00
29
■
00
15
00
33
±
00
04
04
14
±
00
11

北
見
・
常
呂
川
第
4群

02
91
■
00
17
01
09
±
00
08
00
46
±
00
12

81
2■
00
98
08
07
±
00
41
04
45
■
00
29

0
92
■
00
33
00
34
±
00
15
00
31
■
00
03
03
62
■
00
23

ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
一
群

05
75
±
00
56
01
10
■
00
11
00
51
±
00
11
25
55
±
00
86
05
95
±
00
58
06
36
±
00
27

0
67
±
00
27
00
87
■
00
20
00
30
■
00
08
03
97
±
00
13

ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
二
群

06
76
±
00
H

0
45
±
00
05
00
56
±
00
14
26
31
±
01
26
00
06
±
00
30
07
12
±
00
32

0
70
■
00
28
00
80
±
00
18
00
30
■
00
03
03
92
±
00
10

十
勝
三
股

02
56
■
00
18
00
74
±
00
05
00
68
±
00
10
22
81
■
00
87
10
97
±
00
55
04
84
■
00
23
03
34
±
00
29
00
64
■
00
25
00
29
■
00
02
03
96
±
00
13

夫
曼
第
一
IF

04
99
±
00
20
01
24
±
00
07
00
52
■
00
10
Z6
35
±
01
81
08
02
■
00
61
07
07
±
00
44
01
99
■
00
29
00
39
■
00
28
00
33
■
00
02
04
42
±
00
15

美
蔓
第
二
群

05
93
■
00
86
01
44
■
00
12
00
56
±
00
10
30
28
±
02
51
07
62
±
00
40
07
64
■
00
51
01
97
±
00
26
00
38
±
00
22
00
34
■
00
02
04
49
±
00
09

未
‖
||
1蜜
一
荘

02
54
■
00
29
00
70
■
00
04
00
86
±
00
10
22
13
■
01
04
09
69
±
00
60
04
28
±
00
21
02
49
■
00
24
00
58
±
00
23
00
27
■
00
02
03
71
■
00
09

02
58
±
00
65
00
72
±
00
02
00
80
±
00
10
22
07
±
00
88
09
70
±
00
45
04
86
±
00
26
02
45
±
00
21
00
21
±
00
29
00
25
■
00
07
03
71
■
00
07

豊
泉
第
一
群

04
73
±
00
19
01
48
±
0

00
60
±
00
15

76
4■
00
72
04
38
±
00
27
06
07
±
00
28
01
57
±
00
20
00
25
±
00
17
00
32
±
00
02
04
69
■
00
18

豊
泉
第
二
群

08
77
±
00
09
01
38
±
00
06
00
55
±
00
08

72
3±
00
66
05
16
■
00
19
05
13
±
00
18
01
77
■
00
16
00
07
±
00
15
00
30
±
00
05
04
81
±
00
10

奥
尻
島
・
幌
内
川

02
85
■
00
26
00
87
±
00
05
01
93
±
00
32

83
4±
01
82
20
48
±
02
24
14
75
±
02
07
02
69
■
00
68
00
85
±
00
31
00
31
±
00
04
08
47
±
00
H

青
森
県

豚 醒 膳 曝 疇 Ｌ

折
腰
内

01
90
■
00
15
00
75
±
00
03
00
40
±
00
08

57
5±
00
66
12
41
■
00
46
03
18
±
00
14
01
41
■
00
38
00
76
±
00
21
00
24
■
00
02
03
48
±
00
10

出
実
島

03
46
±
00
22
01
32
±
00
07
02
31
±
00
19
22
68
■
00
85
08
65
±
00
44
11
06
■
0

08
99
±
00
38
01
79
■
00
81
00
38
±
00
03
04
99
■
00
13

六
角
沢

00
80
±
00
98
00
97
±
00
H
00
18
±
00
02
06
97
±
00
21
01
28
±
0

00
02
±
00
02
00
64
■
00
07
00
35
±
00
04
00
26
±
00
02
08
79
±
00
10

八
森
山

00
77
■
00
05
00
98
±
00
03
00
13
±
00
02
07
01
±
00
18
01
34
±
0

00
02
■
00
02
00
70
±
00
05
00
34
±
00
06
00
27
±
00
05
03
84
■
00
09

02
50
±
00
2封
00
69
■
00
03
00
68
±
00
12
28
58
±
02
57
11
68
±
0

05
21
■
00
63
02
77
±
00
65
00
76
±
00
25
00
26
±
00
02
08
62
■
00
15

戸
門
第
二

00
84
■
00
06
01
04
±
00
04
00
13
■
00
02
06
91
■
00
21
01
28
±
0

00
02
±
00
02
00
69
■
00
10
00
88
±
00
05
00
25
±
00
02
08
69
±
00
07

鶴
ケ
坂

03
44
■
00
17
01
32
■
00
07
02
32
■
00
23
22
61
■
01
43
08
61
±
00
52
10
81
■
00
60
03
90
±
00
39
01
86
■
00
37
00
87
■
00
02
04
96
±
00
18

盾
森
山

02
52
±
00
17
00
68
■
00
09
00
79
■
00
33
25
48
±
01
31
11
49
±
00
69
05
68
■
01
08
02
88
±
00
37
00
49
■
00
86
00
28
±
00
05
03
83
■
00
18

下
湯
川

96
73
±
04
79
27
03
■
01
判
32
67
■
02
17
21
64
8±
15
00
00
90
±
00
21
17
08
±
0

01
55
±
0

01
69
■
00
31
00
53
±
00
42
08
58
±
00
88

大
釈
」
日

02
53
■
00
16
00
67
±
00
08
00
77
■
00
29
25
19
±
01
48
I1
47
±
00
65
05
58
■
00
87
02
86
±
00
35
00
47
±
00
40
00
28
■
00
03
03
85
■
00
と
8

黒
石

90
5±
02
43
24
84
■
00
55
01
61
±
00
18
75
70
■
03
86
00
68
±
00
14
16
21
±
00
63
02
44
■
00
22
00
27
±
00
14
01
24
±
00
14
14
09
■
00
4判

秋
田 県
  
1晶
金
ケ
崎

02
94
■
00
09
00
87
■
00
04
02
20
■
00
18
16
44
±
00
81
14
93
±
0

09
30
±
00
43
02
87
■
00
39
00
98
±
00
40
00
29
■
00
02

36
8±
00
08

脇
本

02
95
±
00
08
00
87
±
00
04
02
19
±
00
17
16
71
■
00
77
15
03
±
00
72
09
39
±
00
54
02
86
±
00
45
01
08
±
00
34
00
28
±
00
00
03
67
±
00
09

山
形
県

月
山

02
85
±
00
21
01
23
■
00
07
01
82
±
00
16
19
06
±
00
96
09
66
±
00
69
10
22
±
00
71
02
76
■
00
36

11
9■
09
33
00
88
±
00
02
04
43
■
00
1珀

寒
河
江

03
85
±
00
08
01
16
±
00
05
00
49
±
00
17
18
06
■
00
54

58
0±
00
25
04
41
±
00
23
02
12
±
00
20
00
56
±
00
15
00
33
±
00
03
04
60
±
00
10

岩
手
県

雫
石

06
36
±
00
33
01
87
±
00
12
00
52
±
00
07
17
64
±
00
61
03
05
±
00
16
04
31
±
00
21
02
09
■
00
16
00
45
■
00
1J
00
41
■
00
03
05
94
±
00
14

折
居

06
15
±
00
55
01
80
±
00
16
00
58
■
00
07
17
51
■
00
62
08
06
±
00
33
04
21
■
00
51
02
28
±
00
79
00
45
■
00
11
00
41
■
00
05
05
94
±
00
55

花
泉

05
96
±
00
46
01
77
■
00
18
00
56
±
00
08

17
4ツ
±
00
7Z
03
14
±
00
19
04
20
■
00
25
02
20
±
00
16
00
44
■
00
13
00
41
■
00
08
05
86
±
00
30

宮
城
県

湯
倉

21
74
±
00
68
03
49
■
00
17
00
57
±
00
05
25
44
■
01
49
01
16
±
00
09
06
58
±
00
24
01
38
±
00
15
00
20
±
00
18
00
73
±
00
03
09
56
±
00
40
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表
1-
2 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

析 数

分 個

元
  
素

Ct
a/
K
Ti
/K

Mn
ッ
/Z
r

Fe
/Z
r

Rb
//
Zr

Sr
//
Zr
Y/
Zr

bl
b/
Zr

A1
/K

Si
/K

宮
城
県

塩
釜

48
28
■
03
95
16
80
±
01
04
01
78
±
00
17
11
36
2±
11
50
01
68
±
00
18
12
98
±
00
63
01
55
±
00
16
00
37
±
00
18
00
77
±
00
02
07
20
±
00
32

栃
木
県

高
原
山

07
38
±
00
67
02
00
■
00
10
00
44
±
00
07
20
16
±
01
10
03
81
■
00
25
05
02
■
00
28
01
90
■
00
17
00
23
±
00
14
00
36
±
00
02
05
16
±
00
12

東
京
都

神
津
島
第
一
群

03
81
±
00
14
01
86
±
0

01
02
■
00

17
29
■
0

04
71
■
00
27
06
89
■
00
37
02
47
■
00
21
00
90
±
00
26
00
86
±
00
03
05
04
■
00
12

神
津
島
第
二
群

03
17
±
00
16
01
20
±
0

01
14
±
00

18
83
±
00
69
06
15
±
00
39
06
56
±
0
05
0
03
03
±
00
84
01
07
■
00
26
00
83
±
00
02
04
71
±
00
09

長
根

03
18
±
00
20
01
20
■
0

01
18
±
00

18
05
±
00
96
06
14
±
00
86
06
64
■
0
04
5
02
91
■
00
29
00
93
■
00
39
00
34
±
00
06
04
76
±
00
12

神
奈
川
県

箱
根
・
笛
塚

67
65
±
02
54
22
19
■
00
57
02
28
±
00

92
82
±
06
22
00
48
■
00
17
17
57
■
0
06
1
02
52
±
00
17
00
25
±
00
19
01
40
■
00
08
15
28
±
00
46

箱
根
・
畑
宿

20
56
■
00
64
06
69
±
0
9
00
76
±
00
07
29
12
■
01
04
00
62
±
00
07
06
80
±
0
02
9
02
02
■
00
11
00
H±
00
10
00
80
±
00
05
11
26
■
00
31

鍛
冶
屋

16
63
■
00
71
03
81
■
0
9
00
56
■
00
07
21
39
■
00
07
00
73
±
00
08
06
29
■
0
02
5
0
4■
00
09
00
H±
00
09
00
67
±
00
05
09
04
±
00
20

烈
海
峠

ツ
22
5±
01
49
05
06
■
0

00
4ツ
±
09
09
2材
28
±
01
64
00
85
±
00
08
07
37
■
00
39

35
±
00
13
00
07
■
00
07
00
71
■
00
06
08
80
■
00
33

静
岡
県

上
多
賀

13
29
±
00
78
02
94
■
0

00
41
■
00
06
16
97
■
00
6S
00
87
±
00
09
05
51
■
00
23

0
38
±
00
11
00
10
■
00
09
00
59
■
00
04
08
56
±
00
18

柏
峠
西

lツ
13
■
01
64
03
14
±
00
28
00
31
±
00
04
16
90
■
01
67

l1
3±
00
07
03
91
■
00
22

43
±
00
07
00
09
■
00
09
00
47
±
00
04
06
63
■
00
20

小
豆
峠

01
10
±
00
08
00
52
■
00
04
02
97
±
00
38
32
11
±
0

08
29
■
00
89
01
54
■
00
30
05
47
■
00
54
00
87
±
00
57
00
25
±
00
14
04
29
±
00
16

富
山
県

盾 畔

魚
津

02
78
±
00
12
00
65
±
00
03
00
64
±
00
13
20
13
±
01
19
08
78
±
00
52
05
99
■
00
39

0
90
■
00
29
00
77
■
00
33
00
31
±
00
04
03
53
■
00
12

二
上
山
第
一
群

03
19
■
00
17
01
13
±
0

00
40
±
00
08
17
20
■
00
80
07
40
■
00
52
06
65
±
0
02
9
0
1■
00
26
00
47
±
00
31
00
15
±
00
14
03
92
±
00
18

二
上
山
第
二
群

07
10
±
00
17
02
02
■
00
08
00
54
■
00
H
19
94
±
01
52
04
13
■
00
28
08
40
■
00
50

8■
00
25
00
51
■
00
31
00
20
■
00
20
05
99
±
00
24

二
上
山
窮
三
群

04
41
■
00
52
01
08
■
00
14
00
79
■
00
21
22
51
■
01
38
07
94
■
01
55
12
22
■
00
88

7±
00
41
00
67
■
00
53
00
15
±
00
14
04
12
■
00
25

長
野
県

霧
ケ
峰

01
56
±
00
10
00
68
■
00
08

0
01
■
00

33
1±
00
70
10
52
■
00
51
08
60
■
0
03
0
02
75
±
00
89
00
00
■
00
35
00
29
■
00
03
03
46
■
00
11

観
音
沢

01
59
■
00
10
00
60
■
00
02

0
00
±
00

32
4■
00
84
10
55
±
00
57
08
68
±
0
03
3
02
79
■
00
32
00
86
±
00
33
00
80
■
00
03
03
45
±
00
10

和
田
峠
第
一
群

01
67
±
00
28
00
49
■
00
08

0
7±
00

34
6±
00
85
18
53
±
01
2J
01
12
■
00
56
04
09
■
00
48
01
39
■
00
26
00
25
±
00
02
03
55
■
00
16

和
田
峠
第
二
群

17
01
46
■
00
03
00
32
±
00
03

0
l±
00

46
1■
00
39

材
44
9■
01
35
00
36
■
00
12
05
17
±
00
44
01
86
±
00
25
00
27
■
00
02
03
68
±
00
07

和
田
峠
第
三
群

02
48
±
00
48
00
64
■
00
12

0
4■
00

52
0■
01
82
16
73
±
01
40
02
74
■
01
04
03
74
■
00
48
01
2ツ
±
00
24
00
ツ
5±
00
03
03
48
±
90
17

和
田
峠
第
四
群

01
44
■
00
17
00
63
±
00
04
00
94
±
00
09

37
3±
00
85
13
H■
00
37
02
06
±
0
03
0
0ツ
03
■
00
38
00
90
±
0じ
Zツ
00
ツ
3■
00
02
03
31
■
00
19

和
田
峠
第
五
群

01
76
±
00
19
00
75
±
00
10
00
73
±
00
11

28
2±
00
86
10
53
■
01
96
02
75
±
0
05
8

18
4■
00
42
00
06
±
00
23
00
ツ
1±
00
02
03
06
±
00
13

和
田
峠
第
六
群

01
56
±
00
11
00
55
■
00
05
00
95
■
00
12

33
3±
00
04
15
23
■
00
93
01
34
■
0
03
1
02
79
■
00
39
00
10
■
00
17
00
21
■
00
02
03
13
■
00
12

鷹
山
・
和
田

01
88
±
00
04
00
42
±
00
02
01
23
±
00
10

25
9■
00
41
19
78
■
00
67
00
45
■
00
10
04
42
±
00
39
01
4ツ
±
00
ツ
2
00
ツ
6±
00
02
08
60
±
00
10

男
女
倉

02
23
■
00
26
01
02
■
0

00
59
±
00
08

16
9■
00
81
07
01
■
01
09
04
09
■
00
52
01
28
±
00
ツ
4
00
53
±
00
17
00
26
±
00
02
03
54
±
00
08

う
つ
ぎ
沢

81
02
22
■
00
14
00
99
■
00
06
00
58
±
00
08

18
9■
00
60
07
48
±
00
75
03
9Z
±
0
03
1
01
40
±
00
22
00
46
±
00
21
00
25
■
00
05
08
40
±
00
09

立
科

01
55
±
00
07
00
68
±
00
08
01
02
■
00

3ツ
0±
00
77
10
33
±
00
63
03
62
■
00
30
02
85
±
00
85
01
04
■
00
40
00
80
■
00
03
08
56
■
00
11

麦
草
峠

02
74
■
00
17
01
36
±
00
10
00
51
■
00

39
7±
00
99
05
42
±
00
58
07
86
±
00
44

10
±
00
24
00
48
±
00
17
00
31
±
00
03
03
83
±
00
13

双
子
池

02
52
±
00
27
01
29
■
00
07
00
59
■
00

63
0±
01
79
06
69
±
00
52
08
02
±
00
58

I±
00
24
00
37
±
00
32
00
27
±
00
07
04
01
■
00
11

冷
山

02
67
■
00
11
01
34
±
0

00
48
■
00

38
B±
00
66
05
46
±
00
3J
07
27
±
00
36

09
■
00
31
00
45
■
00
22
00
81
■
00
04
08
81
■
00
11

大
窪
沢

14
81
■
01
17
04
66
±
00
21
00
42
■
00
06
20
05
±
01
35
01
82
■
00
11
08
41
■
0
04
4

05
±
00
10
00
09
±
00
08
00
88
±
00
05
04
59
■
00
12

橋
川

30
47
■
00
66
10
71
■
00
26
O1
15
■
00
15
73
80
±
03
66
01
58
±
00
16
98
33
±
00
40

86
■
00
1
00
23
■
00
12
00
15
■
00
05
05
13
■
00
21

新
潟
県

佐
涯
第
一
群

02
28
±
00
18
00
78
±
00
06
00
20
■
00
05
14
92
±
00
79
08
21
±
00
4マ
02
88
±
00
18

42
■
00
18
00
49
■
00
17
90
ツ
4±
00
04
03
38
±
00
13

佐
渡
第
二
群

12
02
63
±
00
32
00
97
■
00
18
00
20
■
00
06
15
01
±
00
53
07
17
±
01
06
08
26
±
00
29
00
91
±
00
22
00
46
±
00
15
00
26
±
00
02
08
88
±
00
09

上
石
川

08
21
■
00
07
00
70
■
00
03
00
69
■
00
11
20
51
±
00
70
09
81
±
00
42
07
73
±
00
34

18
2±
00
23
00
38
±
00
27
00
26
■
00
07
03
59
■
00
09

板
山

02
82
■
00
11
00
68
±
00
03
01
69
■
00
17
21
78
±
0
11
0
17
72
±
00
98
07
7Z
■
00
46
03
74
±
00
47
01
54
±
00
34
00
27
±
00
02
08
59
±
00
09

太
自
川

05
69
±
00
12
01
42
■
0

00
33
■
00
05
16
08
±
0

02
61
■
00
12
03
32
■
0
01
1
01
50
±
00
1
00
33
■
00
11
00
86
■
00
03
04
91
■
00
14

金
津

03
81
■
00
11
00
97
±
00
37
00
30
■
00
07
17
H±
00
66
06
18
±
00
27
02
88
±
00
12
01
81
■
00
16
00
35
±
00
18
00
27
■
00
09
04
02
±
00
12

羽
根
川

01
63
■
00
19
00
53
■
00
05
00
99
■
00
11
13
54
±
00
58
16
15
±
00
63
00
84
■
00
12
03
09
■
00
36
01
00
■
00
28
00
23
■
00
07
08
40
■
00
30

石
川
県

17
08
70
±
00
14
00
87
±
00
04
00
60
■
00
09
26
99
±
01
67
06
39
±
00
28
05
84
±
00
23
01
72
■
00
28
00
52
■
00
18
00
32
±
00
02
08
96
±
00
17

福
井
県

安
島

21
04
07
±
00
07
01
23
±
0

00
38
■
00
06

6ツ
8±
00
51
06
43
■
00
′
11
06
75
■
00
30
01
18
±
00
20
00
61
■
00
16
00
32
■
00
02
04
50
±
00
10

三
里
山

03
50
±
00
18
01
23
■
0

00
36
±
00
06

56
1■
00
81
06
08
■
00
31
07
98
±
00
39
00
69
■
00
20
00
62
■
00
13
00
28
±
00
02
03
81
■
00
08

兵
庫
県

香
イキ
第
一

02
16
±
00
05
00
62
■
00
02
00
45
±
00
07

82
8±
00
56
08
83
■
00
8J
02
65
±
00
12
00
97
±
00
21
01
39
■
00
18
00
ツ
4±
00
07
03
65
±
00
08

02
78
±
00
12
01
00
±
0

00
48
±
00
09

76
4±
00
66
08
13
±
00
45
03
97
■
00
20
01
12
■
00
26
01
38
±
00
24
00
26
±
00
12
04
46
■
00
12

雨
活
鰍
締
纂
)

01
23
±
00
04
00
56
±
00
02
00
88
■
00
12

96
7±
00
61
11
71
■
00
40
01
57
■
00
13
01
83
■
00
44
02
21
±
00
21
00
26
±
00
25
08
16
±
00
06

島
根
県

加
茂

01
66
±
00
06
00
98
±
00
08
00
14
■
00
03
08
99
■
00
31
02
78
■
00
17
00
09
±
90
03
00
61
±
00
15
01
54
±
00
18
00
20
■
00
01
02
49
±
00
16

津
丼

01
61
±
00
08
01
32
■
01
82
00
15
■
00
03
09
40
±
00
41
03
01
■
00
1J
00
15
±
00
05
00
60
±
00
13
01
44
■
00
08
00
20
±
00
02
02
44
■
00
08

久
見

81
01
45
±
00
06
00
61
■
00
03
00
21
■
00
04
09
80
±
00
23
03
86
■
00
H
00
07
±
00
03
01
09
±
00
13
02
38
■
00
11
00
23
±
00
02
03
15
±
00
06

岡
山
県

津
02
68
±
00
09
00
78
±
0

00
77
■
00
18
19
27
±
01
50
17
21
■
O 
H3
08
08
±
00
60
02
44
■
00
51
00
88
■
00
86
00
31
■
00
04
03
67
±
00
09
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表
1-
3 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

祈 数

分 個

一 石
素

レ
ヒ

Ca
/K

T,
/K

VI
nッ
/Z
r

Fe
ッ
/Z
r
Rb
/Z
r

Sr
/Z
r
Y/
Zr

bl
b/
Zr
A1
/K

Si
/K

沓
)川
県

奥
池
第
一
群

12
02
■
00
77
01
41
±
00
10
00
32
±
00
08
31
26
±
01
70
06
86
±
00
65

35
0■
00
82
00
26
±
00
26
00
65
■
00
1
00
41
■
00
04
05
07
■
00
11

奥
池
第
二
群

15
85
±
01
26
01
94
■
00
18
00
35
±
00
07
28
60
±
01
60
04
2む
■
00
58

04
4■
00
77
00
24
■
00
19
00
42
±
00
13
00
45
■
00
04
05
07
±
00
13

雄
山

12
24
±
00
81
01
44
±
00
11
00
35
±
00
12
31
38
±
01
63
06
69
■
00
78

33
5±
00
91
00
23
±
00
27
00
61
■
00
20
00
41
±
00
03
05
00
■
00
12

神
谷
・
南
山

11
86
±
00
57
01
48
±
00
08
00
38
±
00
12
32
02
±
01
68
07
07
±
00
61

38
6±
00
88
00
29
■
00
25
00
73
■
00
21
00
41
±
00
05
05
00
±
00
14

大
麻
山
南
第
一
群

14
67
±
01
20
02
03
±
00
23
00
42
±
00
09
31
25
±
0

04
94
■
00
80

01
0±
00
78
00
38
±
00
23
00
47
■
00
13
00
41
±
00
08
04
87
±
00
16

大
麻
山
南
第
二
群

34
10
18
■
00
48
01
16
■
00
12
00
13
■
00
14
83
05
±
01
99
08
95
±
00
48

25
6■
00
50
00
29
■
00
30
00
72
■
00
18
00
38
±
00
04
04
76
■
00
12

福
岡
県

八
女
昭
和
溜
池

02
61
■
00
10
02
H±
00
07
00
83
■
00
03
07
98
±
00
27
08
26
±
00
13
02
88
±
0
01
5
00
71
■
00
09
00
84
±
00
08
00
24
■
00
06
02
79
±
00
09

佐
賀
県

中
野
第
一
群

02
67
±
00
07
00
87
±
00
03
00
27
±
00
05
16
19
■
00
88
06
28
±
00
28
03
48
±
0
01
5
01
03
±
00
18
00
75
±
00
18
00
28
■
00
07
03
21
■
00
H

中
野
第
二
群

08
45
■
00
07
01
04
■
00
08
00
27
■
00
05
15
35
±
00
89
04
55
±
00
17
08
97
■
0
01
4
00
69
■
00
16
00
59
±
00
14
00
26
■
00
08
03
28
■
00
08

梅
郵

06
57
±
00
14
02
02
■
00
06
00
71
±
00
13
42
39
■
02
05

04
6±
00
65
12
69
■
00
58
01
04
■
00
32
03
80
■
00
47
00
28
■
00
05
03
45
±
00
09

腰
岳

02
H■
00
00
00
31
■
00
05
00
75
±
00
19
25
72
±
02
12

60
0■
00
86
04
14
±
00
42
03
H±
00
46
02
56
■
00
43
00
25
±
00
0ツ
03
35
±
00
08

椎
葉
川

04
14
±
00
09
00
71
■
00
03
01
01
±
00
17
29
47
■
01
42

25
3■
00
81
20
15
±
00
99
01
47
±
00
35
02
55
±
00
10
00
30
±
00
07
03
88
±
00
09

松
尾
第
一
群

06
00
■
00
67
01
58
±
00
29
01
25
±
00
18
46
92
■
03
69

17
0■
O 
H4
20
23
±
01
22
01
71
■
00
32
02
55
■
00
37
00
82
■
00
03
08
76
■
00
08

松
尾
第
二
群

09
53
■
00
27
03
07
±
00
10
01
26
±
00
13
66
66
■
03
42
08
56
±
00
70
19
07
■
0

01
47
■
00
29
01
94
±
00
28
00
33
±
00
08
03
83
■
00
10

‐
姫
‐
島 陛 巳

県
分
大

観
音
崎

02
23
±
00
10
00
46
±
00
05
04
09
±
00
86
66
91
■
08
78
18
05
±
02
57
15
62
■
02
31
03
44
■
00
87
05
79
■
01
26
00
39
■
00
03
04
00
■
00
11

両
瀬
第
一
群

1
02
26
±
00
11
00
45
■
00
03

0
1■
00
66
67
43
±
09
00
18
15
±
02
86
15
53
±
02
80

0
18
■
00
87
05
60
■
01
44
00
38
±
00
04
04
01
±
00
12

*両
瀬
第
二
群

06
49
■
00
44
01
41
±
00
10

0
86
±
00
46
43
55
±
06
88
06
10
■
00
95
80
17
±
04
59

2■
00
50
01
88
■
00
56
00
41
±
00
04
04
27
±
00
14

*両
IT
H第
二
群

10
38
±
01
31
02
H±
00
24

0
0■
00
27
33
67
■
06
17
03
H±
00
58
87
56
±
06
68

05
±
00
30
00
94
±
00
87
00
42
■
00
07
04
42
±
00
21

*オ
イ
崎

10
59
■
01
43
02
14
■
00
30

0
20
■
00
43
35
98
■
10
35
03
35
±
01
06
40
00
■
11
62

18
■
00
48
00
92
■
00
36
00
44
±
00
04
04
49
±
00
18

*稲
積

06
80
±
00
61
01
45
■
00
13
01
68
±
00
37
43
97
■
07
76
06
12
±
00
05
30
80
±
04
76

47
±
00
46
01
94
±
00
60
00
11
±
00
05
04
31
■
00
15

塚
瀬

03
13
±
00
23
01
27
±
00
09
00
65
±
00
10

48
9■
01
24
06
00
±
00
51
06
86
■
00
82
01
75
±
00
1
01
02
±
00
20
00
28
±
00
02
03
71
±
00
09

荻
台
地

16
15
±
00
42
06
70
■
00
13
00
96
±
00
08

50
9±
02
69
02
84
■
00
31
15
26
±
00
53
00
97
■
00
16
00
32
■
00
18
00
32
■
00
05
03
10
±
00
11

緒
方
下
尾
平

04
82
■
00
36
02
86
±
00
15
00
51
■
00
08

36
1■
00
95
08
03
■
00
19
07
12
±
00
43
00
89
■
00
18
00
55
■
00
21
00
12
±
00
10
02
88
±
00
16

‐
壱 眸 踵

県
崎
長

久
喜
ノ
辻

01
72
±
00
09
00
66
±
00
02
00
30
■
00
05

17
6±
00
43
03
85
±
00
12
00
H±
00
04
01
85
■
00
18
03
54
±
00
14
00
23
±
00
02
02
76
■
00
07

君
ケ
浦

01
74
■
00
07
00
65
■
00
02
00
33
±
00
06

17
4±
00
35
03
89
■
00
12
00
13
±
00
05
01
29
■
00
14
03
56
■
00
12
00
23
■
00
03
02
75
±
00
08

角
)

01
46
±
00
09
00
88
■
00
02
00
59
■
00
09

69
1■
01
00

72
6■
00
85
00
85
■
00
08
08
44
±
00
40
07
17
±
00
47
00
23
±
00
02
03
88
±
00
10

貝
畑

01
35
±
00
10
00
37
■
00
02
00
56
±
00
09

74
6±
00
78

83
4±
00
64
00
22
■
00
18
03
34
±
00
46
07
14
■
00
40
00
21
■
00
09
03
89
■
00
15

松
浦
第
一
群

02
15
±
00
18
00
32
±
00
08
00
72
±
00
16
25
54
±
01
81

53
8±
01
76
04
29
±
00
26
02
71
■
00
64
02
54
■
00
46
00
25
±
00
0Z
03
40
±
00
06

松
浦
窮
二
群

01
83
■
00
H
00
31
±
00
05
00
71
■
00
24
22
88
±
03
19

52
3■
01
98
03
09
■
00
83
02
44
±
00
74
02
04
±
00
49
00
24
±
00
02
03
37
±
00
10

松
浦
第
二
群

02
49
±
00
23
00
62
±
00
06
00
51
±
00
16

98
6■
02
31
08
56
±
O 
H2
04
05
±
00
93
01
48
■
00
52
01
39
■
00
31
00
25
±
00
02
08
88
■
00
14

松
浦
第
四
群

02
84
±
00
22
00
66
■
00
08
00
45
■
00
12

89
0±
01
57
07
74
■
01
79
04
54
±
00
36
01
20
■
00
44
01
32
±
00
36
00
26
±
00
02
03
43
±
00
10

淀
夕E

03
34
±
00
1J
00
80
■
00
04
00
44
■
00
09

74
4±
00
69
05
38
■
00
30
04
85
■
00
89
00
94
±
00
22

0
9±
00
17
00
27
±
00
02
08
53
±
00
11

中
町
第
一
群

02
48
±
00
19
00
59
■
00
07
00
57
■
00
15

84
9■
01
04
08
H±
00
89
03
98
■
00
28
01
35
±
00
35

0
47
±
00
28
00
26
±
00
02
03
45
±
00
09

03
ツ
ツ
±
00
34
00
81
±
00
15
00
45
±
00
11

78
8±
01
08
06
54
■
00
85
04
85
±
00
4ゼ

O 
I1
8■
00
25
00
99
■
00
16
00
26
±
00
02
03
38
■
00
15

古
早
第
一
群

02
02
■
00
12
00
29
■
00
04
00
76
±
00
18
26
28
■
02
14
16
95
■
01
46
04
03
±
00
00
03
19
±
00
73
02
38
±
00
7コ
00
30
±
00
03
03
42
±
00
H

百
里
第
二
群

04
23
±
00
16
00
75
±
00
07
00
89
±
00
17
27
97
±
02
74
11
48
±
01
33
18
14
±
01
92
01
03
±
00
60
02
08
±
00
53
00
34
±
00
03
08
67
■
00
09

苗
里
第
三
群

02
65
±
00
32
00
64
■
00
09
00
46
±
00
10

98
1■
01
43
07
99
■
O 
H0
04
33
±
00
49
01
22
±
00
41
01
19
■
00
4J
00
81
±
00
03
03
47
■
00
10

松
岳

01
94
±
00
09
00
54
±
00
05
00
40
±
00
08

68
6±
O 
H4
08
38
■
00
58
02
51
■
00
ツ
5
01
92
±
00
32
01
24
±
00
39
00
18
±
00
11
03
31
■
00
17

大
崎

01
76
■
00
12
00
53
±
00
02
00
41
±
00
12

71
0■
00
81
09
12
■
00
36
01
81
■
00
22
02
02
±
00
29
01
33
±
00
24
00
23
■
00
02
03
19
■
00
10

蕪
本
県

小
国

03
17
±
00
23
01
27
±
00
05
00
63
±
00
07

44
1±
00
70
6H
■
00
32

70
3±
00
4コ

0
75
■
02
33
00
97
■
00
17
00
23
±
00
02
03
20
±
00
07

南
関

02
61
■
00
16
02
14
±
00
07
00
34
±
00
03
07
88
±
00
33
03
26
±
00
12
02
78
■
00
15
00
69
■
00
12
00
31
■
00
09
00
21
■
00
02
02
43
±
00
08

離
02
58
■
00
09
02
14
±
00
06
00
33
■
00
05
07
94
±
00
78
03
29
±
00
17
02
75
±
00
10
00
66
■
00
11
00
33
■
00
09
00
20
±
00
03
02
48
±
00
08

大
柿

15
34
±
01
89
06
65
±
00
35
00
75
■
00
08
44
94
■
04
60
02
47
±
00
14
12
36
±
00
92
00
90
■
00
18
00
41
■
00
12
00
30
±
00
03
02
92
±
00
10

冠
ケ
岳

02
61
■
00
12
02
11
■
00
08
00
32
±
00
03
07
80
±
00
88
03
24
±
00
11
02
79
■
00
17
00
64
■
00
11
00
37
±
00
06
00
25
±
00
02
02
77
±
00
09

滝
室
坂

15
99
±
01
07
07
22
±
00
46
00
85
±
00
H
62
05
±
03
05
02
56
±
00
18

1
15
4■
00
55
01
03
±
00
14
00
47
±
00
13
00
27
±
00
04
02
47
±
00
16

箱
石
峠

07
91
■
00
82
02
79
±
00
09
00
45
■
00
05
12
08
±
00
23
02
79
±
00
18
08
H±
00
46
00
46
■
00
12
00
29
±
00
14
00
31
■
00
09
03
66
±
00
38

長
谷
峠

16
68
±
01
65
06
94
±
00
36
00
80
±
00
10
49
77
±
05
87
02
53
±
00
15
13
35
±
01
04
00
98
±
00
16
00
40
±
00
08
00
31
±
00
03
02
95
±
00
12

五
ヶ
瀬
ナ十

1
14
71
±
01
86
06
02
±
00
41
00
78
■
00
11
48
38
±
06
34
02
52
■
00
16
12
88
±
01
24
01
01
±
00
14
00
48
±
00
13
00
27
■
00
03
02
65
±
00
20

御
船

15
58
■
0

06
51
±
00
80
00
75
±
00
H
45
71
±
05
72
02
57
±
00
16
12
52
±
O 
H2
00
01
■
00
16
00
40
■
00
09
00
30
±
00
04
02
91
■
00
10

白
浜

02
08
±
00
21
01
01
■
00
09
00
24
±
00
06
13
82
±
00
86
10
21
■
00
99
08
51
■
00
37
01
62
±
00
27
00
27
±
00
22
00
22
±
00
07
03
17
±
00
09



表
1-
4 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

分
析
個
数

一 厄
素

Ca
/K

T,
/K

lヽn
/Z
r

Fe
//
Zr

Rb
/Z
r

Sr
//
Zr

Y/
Zr

トロ
Э
/Z
r
A1
/K

Si
/K

宮
崎
県

奥
ノ
木
v7
留
第
一
群

02
07
±
00
15
00
94
±
00
06
00
70
±
00
09
15
21
±
00
75
10
80
■
00
48
04
18
±
00
20
02
66
±
00
34
00
63
±
00
24
00
20
±
00
03
03
14
■
00
11

桑
ノ
木
津
留
第
二
群

02
61
■
00
15
00
94
±
00
06
00
66
±
00
10
17
43
±
00
95
12
42
±
00
60
07
58
±
00
39
02
05
±
00
29
00
47
±
00
36
00
22
±
00
02
03
23
±
00
19

霧
島

35
15
8士
I 
n8
50
01
±
01
75
00
41
±
00
02
00
38
■
00
02
00
09
±
00
04
0,
15
5±
00
05
00
85
±
00
19
00
00
■
00
00
00
35
±
00
19
04
46
±
00
22

鹿
児
島
県

間
根
ヶ
平
第
一
群

01
86
±
00
10
00
83
±
00
05
00
47
±
00
08
6H
±
00
79
09
48
±
00
55
03
40
■
0

02
81
±
00
31
00
41
±
00
32
00
22
±
00
08
03
58
±
00
14

聞
根
ヶ
平
第
二
群

02
47
±
00
18

06
±
00
06
00
47
±
00
08

48
8±
00
74
07
68
±
00
34
04
28
±
0

02
85
±
00
20
00
39
±
00
27
00
24
±
00
08
08
78
■
00
1

間
4F
Kケ
半
第
二
群

05
84
±
00
12

76
±
00
05
00
87
±
00
07

48
4±
00
97
04
49
■
00
31
06
75
±
0

01
43
±
00
23
00
36
±
00
22
00
23
±
00
1J
03
90
±
00
19

日
東

02
62
■
00
18

3±
00
06
00
22
±
00
04

17
8±
00
40
07
12
■
00
28
0,
40
8±
0
02
5
01
00
±
00
18
00
29
±
00
18
00
19
■
00
01
02
75
±
00
06

五
女
木

02
66
±
00
21

40
±
00
06
00
19
±
00
03

17
0±
00
64
07
05
±
00
27
04
05
±
0

01
08
±
00
15
00
28
±
00
13
00
19
■
00
01
02
75
±
00
06

上
牛
鼻

4
16
29
■
00
98
08
04
±
00
87
00
53
■
00
06
38
42
±
02
15
01
88
■
0

11
05
±
0

00
87
■
00
09
00
22
±
00
09
00
36
±
90
02
03
91
±
00
11

平
木
場

19
44
±
00
54

2±
00
28
00
62
■
00
05
39
75
±
01
82
01
84
■
00
11
12
66
±
00
49
00
98
■
00
10
00
21
±
00
10
00
38
±
00
03
04
08
±
00
10

竜
ケ
水

05
33
±
00
29

67
±
00
06
00
61
■
00
13

49
4±
00
03
06
H■
00
39
06
88
±
00
52

0
27
±
00
28
00
69
±
00
22
00
33
■
00
03
04
94
±
00
11

長
谷

05
53
■
00
32

37
±
00
06
00
65
±
00
10

81
5±
00
62
06
44
■
00
28
05
53
±
00
29

0
46
±
00
21
00
66
±
0

00
37
±
00
03
05
24
±
00
12

台
 
湾

台
東
山
脈

05
10
±
00
10

98
±
00
07
00
38
±
00
07

86
2±
00
79
03
53
■
00
19
05
19
■
00
17

0
23
■
00
12
00
24
±
00
17
00
29
±
00
07
04
07
±
00
10

ロ
シ
ア

カ
ム
チ
ヤ
ッ
カ

04
73
±
00
12

66
±
00
07
00
46
±
00
07

57
2±
00
59
01
99
±
00
11
04
97
±
00
16

0
26
±
00
11
00
09
■
00
14
00
39
±
00
10
04
60
±
00
30

北
朝
鮮

白
頭
山
灰
皿

01
54
±
00
09
00
67
±
00
03
00
18
±
00
05

08
1■
00
28
05
30
±
00
18
00
81
■
0
00
8

51
±
00
15
03
38
±
00
12
00
27
±
00
03
08
06
±
00
08

― 岸 越 ―
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表
1-
5 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

析 数

分 個

兼
比

Ca
/K

Ti
/K

Mn
/Z
r

Fe
/Z
r

Rb
//
Zr

Sr
ン
/Z
r
Y/
Zr

Nb
/Z
r
A1
/K

Si
/K

北
海
道

HS
l遺
物
群

02
41
■
00
21
01
07
■
0

00
18
■
00
06
12
96
±
00
77
04
30
±
0

01
58
■
00
09
01
40
±
00
15
00
08
±
00
13
00
18
■
00
12
03
25
■
00
42

H
2遺
物
群

04
58
■
00
1〕
01
35
■
0

00
41
■
00
08
17
65
±
00
75
04
48
±
00
21
04
19
■
00
19
01
30
±
00
15
00
15
±
00
1
00
34
■
00
10
05
00
■
00
15

遺
物
群

06
43
■
00
12
01
24
±
00
08
00
52
■
00
07
25
47
±
01
43
05
30
■
00
32
06
89
■
0
03
2
01
56
±
00
15
00
04
±
00
08
00
29
±
00
11
04
07
±
00
47

FR
2遺
物
群

05
35
■
00
61
01
06
±
00
12
00
53
±
00
09
25
45
■
01
38
05
57
■
00
51
06
85
■
0
02
9
01
65
±
00
21
00
16
±
00
22
00
27
±
00
09
03
73
■
00
43

FR
3遺
物
群

08
80
±
00
37
00
84
■
00
07
00
52
±
00
09
25
48
±
01
45
05
86
±
00
56
0 
6S
I±
00
33
01
64
■
00
21
00
17
±
00
23
00
28
±
00
06
02
92
■
00
37

FR
4遺
物
群

02
61
■
00
43
00
74
±
00
10
00
51
■
00
08
25
00
±
O 
H7
06
30
■
00
57
06
79
■
00
32
01
55
■
00
21
00
09
■
00
17
00
18
±
00
08
02
58
±
00
86

FH
l遺
物
群

32
08
98
±
00
32
02
21
■
00
07
00
54
±
00
06
25
40
±
01
01
04
26
±
00
18
08
02
±
00
23
01
00
±
00
13
00
17
■
00
21
00
37
±
00
08
04
47
■
00
11

KT
l遺
物
群

11
03
±
00
50
01
46
±
00
07
00
81
■
00
08
29
42
■
01
33
03
14
±
90
53
07
75
±
00
82
01
38
±
00
16
00
19
■
00
21
00
43
■
00
07
05
16
±
00
15

KT
2遺
物
群

09
59
■
00
27

15
4±
00
05
00
85
±
00
10
28
82
±
00
92
05
42
±
00
28
1 
lH
±
00
40
01
07
■
00
15
00
12
±
00
16
00
42
±
00
08
05
19
±
00
10

KS
l遺
物
群

02
75
■
00
07
01
07
■
00
05
00
47
±
00
10
17
51
■
00
5
08
86
±
00
38
04
68
■
00
21
01
80
±
00
19
00
23
±
00
28
00
25
±
00
07
03
45
±
00
10

KS
2遺
物
群

02
44
±
00
H
00
70
±
00
04
00
56
■
00
13
17
49
■
01
68
10
80
±
01
08
04
24
■
00
86
03
27
±
00
42
00
37
■
00
31
00
23
±
00
11
03
79
■
00
11

KS
3遺
物
群

01
64
■
00
08
00
41
■
00
02
00
80
±
00
18
25
65
±
01
26
11
60
■
00
57
01
62
±
00
19
03
89
■
00
42
00
69
■
00
28
00
24
±
00
0ツ
03
87
±
00
15

K1
9遺
物
群

01
85
±
00
07
00
49
■
00
03
00
81
±
00
13
21
62
■
01
22

1
03
1■
00
41
04
35
±
00
25

26
3±
00
28
00
50
±
00
19
00
23
±
00
0弦
02
60
±
00
00

HK
73
潰
物
群

1
54
45
■
01
22
23
01
■
00
74
02
07
±
00
ツ
4
13
42
2■
l 
H3

0
15
1■
00
1毬
18
89
■
01
34
02
07
±
00
22
00
07
■
00
H
00
69
■
00
06
06
22
■
00
21

青
森
県

HY
潰
腸
群

02
38
±
00
11
01
31
■
00
06
00
48
±
00
08

63
6±
00
66
04
18
±
00
28
14
41
■
00
15
04
82
±
00
2コ
00
29
■
00
28
00
20
■
00
15
04
81
■
00
68

SN
l遺
物
群

02
87
±
00
06
00
87
±
00
04
00
88
±
00
05

59
7■
00
37
02
14
■
00
11
02
58
±
00
11
02
81
■
00
12
00
00
■
00
12
00
21
■
00
06
03
29
±
00
06

SN
2遺
物
群

02
09
±
00
06
01
16
■
00
06
00
76
±
00
08

57
1■
00
82
07
16
±
00
35
02
92
■
00
17
02
64
±
00
20
00
28
±
00
30
00
23
±
00
09
03
88
■
00
15

秋
田
県

KN
遺
物
群

03
51
■
00
11

0
12
1■
00
00
00
53
±
00
07

58
1■
00
71
03
47
±
00
ツ
0
02
19
■
00
14
02
16
±
00
15
00
54
±
00
17
00
20
±
00
11
04
75
±
00
40

TB
遺
物
群

02
52
±
00
14
01
13
■
00
07
01
24
±
00
15

80
5■
00
88
08
75
■
00
56
06
63
■
00
38
02
72
±
00
20
00
83
■
00
37
00
26
±
00
08
03
78
±
00
21

HR
遺
物
群

02
50
±
00
08
00
93
±
00
03
00
67
±
00
H
20
55
±
00
67
07
41
■
00
28
02
93
±
00
16
03
31
■
00
21
00
64
■
00
19
00
36
±
00
08
04
44
±
00
10

岩
手
県

A
1遺
物
群

15
19
±
00
26
02
77
±
00
10
00
78
■
00
06
28
40
■
00
73
01
67
±
00
10
05
26
±
00
17
02
51
■
00
13
00
09
■
00
12
00
58
±
00
17
09
29
■
00
24

A
2遺
物
群

31
41
■
00
71
05
52
±
00
21
00
80
■
00
08
27
52
■
00
62
00
94
±
00
09
07
16
■
00
19
02
42
■
00
11
00
08
±
00
14
00
88
±
00
29
13
53
■
00
49

A
3遺
物
群

09
50
±
00
13
02
15
±
00
04
O 
H7
±
00
09
43
06
■
01
00
01
14
±
00
08
09
09
■
00
28
02
48
±
00
12
00
14
■
00
16
00
28
±
00
06
03
60
■
00
09

A
4遺
物
群

18
50
±
00
59
04
74
■
00
25
00
67
■
00
07
20
55
■
00
77
00
88
±
00
06
05
31
±
00
30
01
77
■
00
10
00
H±
00
13
00
61
■
00
25
10
61
■
01
05

A
5遺
物
群

31
67
±
00
92
06
96
±
00
27
01
01
±
00
09
37
87
■
01
08
01
11
■
00
10
08
92
±
00
26
02
41
±
00
12
00
06
■
00
12
00
91
■
0

12
34
±
00
52

F
遺
物
群

02
72
±
00
90
00
97
±
00
29
00
53
±
00
07
17
91
±
00
83
03
27
±
00
19
04
53
±
00
24
02
07
±
00
18
00
29
±
00
27
00
17
±
00
11
03
89
±
00
11

SD
遺
物
群

29
00
±
00
50
07
41
■
00
16
01
18
■
00
10
39
22
±
00
77
01
17
±
00
1ツ
00
06
±
00
26
02
46
■
00
13
00
08
■
00
17
00
83
■
00
13
11
95
±
00
29

新
潟
県

AC
l遺
物
群

04
79
±
00
11
01
9ツ
±
00
06
00
54
■
00
08
15
61
■
00
75
01
00
±
00
17
04
10
±
00
19
01
69
■
0

00
61
■
00
15
00
88
±
00
05
04
27
±
00
16

AC
2遺
物
群

02
51
±
00
07
00
81
■
00
03
01
12
■
00
13
20
81
±
00
76
00
01
±
00
35
04
06
■
00
20
04
09
■
00
24
01
08
±
00
23
00
86
±
00
03
04
19
■
00
07

AC
3遺
物
群

06
57
±
00
16
01
44
±
00
05
00
88
■
00
10
18
91
■
00
51
02
02
■
00
10
03
81
±
00
17
02
86
±
00
18
00
41
■
00
1ゼ
00
49
■
00
05
06
16
±
00
18

IN
l遺
物
群

03
26
±
00
1
00
78
■
00
04
00
66
±
00
10
20
56
±
01
77
00
01
■
00
48
07
51
■
00
45

0
72
±
00
30
00
68
±
00
16
00
28
■
00
30
03
38
±
00
07

IN
2置
物
群

07
45
±
00
13
01
10
±
00
04
01
40
±
00
15
81
76
±
02
12
07
28
±
00
89
15
82
■
00
80

0
04
■
00
30
00
38
■
00
13
00
86
±
00
03
03
96
±
00
10

長
野
県

NK
遺
物
群

7
05
66
±
00
19
01
63
±
00
07
00
86
■
00
11
18
22
±
90
84
04
67
±
00
31
16
91
±
00
64
01
02
±
00
21
00
41
■
00
28
00
38
■
00
03
05
00
■
00
14

山
口
県

YM
潰
物
群

03
81
±
00
16
01
38
±
00
05
00
38
±
00
12
16
H±
01
02
07
21
■
00
39
04
97
±
00
26

0
28
±
00
22
00
47
±
00
16
00
23
■
00
03
03
31
±
00
13

NM
潰
物
群

08
80
±
00
10
01
08
±
00
03
00
42
■
00
12
17
51
■
00
83
10
48
■
0

05
18
■
00
3コ
01
96
■
00
37
00
58
■
00
18
00
22
■
00
03
03
26
±
00
11

MK
-1
遺
物
群

00
87
±
00
08
00
59
■
00
02
00
10
■
00
03
06
77
±
00
23
03
70
±
00
07
00
06
±
00
02
01
25
■
00
12
02
92
■
00
10
00
22
■
00
02
03
37
±
00
10

MK
-2
遺
物
群

02
58
■
00
10
00
26
±
00
02
00
55
±
00
13
17
15
±
0

11
49
■
00
92
02
97
±
00
29
0ツ
02
■
00
37
01
77
±
00
22
00
21
■
00
02
02
68
■
00
07

大
分
県

I遺
物
群

07
04
■
00
70
02
02
■
00
09
00
61
■
00
13

77
4±
01
82
03
80
±
00
30
18
50
±
00
96
00
76
±
00
82
00
79
■
00
22
00
40
■
00
04
04
34
■
00
15

宮
崎
県

HB
l遺
物
群

01
97
±
00
35
07
54
±
00
55
00
98
±
00
42
70
99
■
08
44
04
34
■
00
62
09
75
±
01
30
03
68
■
00
79
01
26
■
00
79
00
93
■
00
22
68
12
■
05
25

HB
2遺
物
群

04
14
±
01
00
15
57
±
06
74
O 
HO
±
0

99
00
±
15
95
01
76
±
00
88
12
09
±
04
59
03
27
±
00
52
01
78
±
00
69
01
78
±
00
44
99
38
■
15
32

U
1遺
物
群

02
97
■
00
13
01
07
±
00
05
00
53
±
00
10
16
38
±
01
0J
10
12
±
00
56
07
36
±
00
39
01
68
±
00
27
00
34
■
00
28
00
24
±
00
11
03
90
■
00
14

KU
4遺
物
群

I 
S7
1■
03
65
10
18
±
00
94
87
90
±
07
05
14
99
0±
40
08
06
73
±
00
81
20
48
■
02
33
07
52
±
00
79
00
56
■
00
45
00
90
■
00
17
43
02
■
02
46

鹿
児
島
県

KI
I遺
物
群

4
03
83
±
00
12
01
01
±
00
05
00
61
■
00
24
19
13
■
01
58
09
85
■
00
57
05
27
±
00
38
01
97
±
00
30
00
79
±
00
28
00
28
■
00
02
04
09
■
00
09

K1
2遺
物
群

翻
04
02
■
00
15
01
46
±
00
08
00
60
■
00
17
15
29
■
01
48
07
29
■
00
52
05
65
±
00
38

0
37
±
00
24
00
88
±
09
26
00
29
■
00
03
04
43
■
0

SG
遺
物
群

4
16
68
±
00
34
07
78
±
00
38
00
82
±
00
10
41
06
±
02
22
02
02
■
00
14
06
99
±
00
25

0
88
■
00
13
00
15
±
00
19
00
27
±
00
21
05
53
±
00
88

OK
遺
物
群

13
71
■
00
74
06
87
■
00
25
00
61
±
00
08
31
09
■
0

02
02
±
00
12
05
79
±
00
27

0
22
■
00
14
00
09
■
00
14
00
27
■
00
18
05
18
±
00
21

KK
瞭
物
群

03
47
±
00
10
00
80
±
00
03
00
81
±
00
12
30
85
±
01
55
08
87
■
00
36
11
87
■
00
65
01
19
±
00
36
01
84
±
0

00
27
■
00
0ツ
02
65
■
00
09

KK
2遺
物
群

05
21
±
00
12
01
22
±
00
04
00
76
±
00
13
31
25
■
02
22
08
77
±
00
48
15
00
±
00
74

0
09
■
00
34
01
87
■
00
23
00
35
±
00
04
03
59
±
00
10

HM
I遺
物
群

06
83
±
00
24
08
61
■
00
21
00
63
■
00
13
86
78
±
06
63
06
42
■
0

07
39
■
00
54
01
27
■
00
31
00
65
±
00
18
00
37
■
00
05
02
82
±
00
08

HM
2置
物
群

04
83
±
00
22
01
21
■
00
06
00
54
■
00
14
19
75
■
01
22
06
95
±
00
40
04
54
±
00
34

0
1■
00
28
00
58
■
00
28
00
84
±
00
06
04
74
■
00
16
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表
1-
6
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

M群
=桑
ノ
木
津
留
第
1群
、 
F群
=U
T遺
物
群
、
HS
2群
=置
戸
・
置
戸
山
群
、
FR
2群
=ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
一
群
に
そ
れ
ぞ
れ
一
致
 
平
均
値
士
標
準
偏
差
値
、 
*:
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
、
NK
遺
物
群
:中
ッ
原
遺
跡
、
HY
遺
物
群
:日
和
山
遺
跡
、 
SN

遺
物
群
:三
内
丸
山
遺
跡
出
土
、
KN
遺
物
群
:此
掛
沢
遺
跡
、
HS
遺
物
群
:北
進
遺
跡
、
KI
遺
物
群
:桐
木
遺
跡
、
UT
遺
物
群
:内
屋
敷
遺
跡
、
AI
遺
物
群
:相
ノ
沢
遺
跡
、
FS
遺
物
群
:房
ノ
沢
遺
跡
、
SD
遺
物
群
:下
舘
銅
屋
遺
跡
、
FR
遺
物
群

:

東
麓
郷
1,
 2
遺
跡
、
FH
遺
物
群
:東
9線
8遺
跡
、
KT
遺
物
群
:北
区
1遺
跡
、
KS
遺
物
群
:キ
ウ
ス
4遺
跡
A―
R地
区
、 
SG
遺
物
群
:志
風
頭
遺
跡
、
OK
遺
物
群
:奥
名
野
遺
跡
、
TB
遺
物
群
:戸
平
川
遺
跡
、
NM
遺
物
群
:長
桝
遺
跡
、
MK
遺

物
群
:南
方
遺
跡
、
YM
遺
物
群
:南
方
、
藤
尾
、
岩
上
遺
跡
、
AC
l、
 2
、
 3
遺
物
群
:ア
チ
ャ
平
遺
跡
、 
IN
l、
 2
遺
物
群
:岩
野
原
遺
跡
、
K1
9遺
物
群
:K
39
遺
跡
、
KK
l,
 2
遺
物
群
:計
志
加
里
遺
跡
、
HB
l,
 2
(フ
リ
ン
ト
様
):
八
久

保
第
2遺
跡
、
HR
遺
物
群
:堀
量
遺
跡
、
HM
遺
物
群
:呑
ノ
山
遺
跡
、
KU
4(
硬
質
頁
岩
様
)
:久
木
野
遺
跡
、
ON
l,
 2
:大
原
野
遺
跡
、
HK
73
:穂
香
遺
跡
な
ど
出
土
遺
物
の
産
地
不
明
の
原
石
群
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
付
近
:イ
リ
ス
タ
ヤ
遺
跡
、

南
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
:パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
、
ナ
チ
キ
、
ア
バ
チ
ャ
遺
跡
。

め
:A
nd
o,
A,
 K
ur
as
a、
パ r
a,
H,
 O
hl
aa
or
i,
T 
&■
よ
ed
a,
E 
(1
97
4)
 1
97
4 
co
mp
ll
at
io
n 
of
 d
at
a 
on
 t
he
 G
」
S 
ge
oc
he
mi
ca
l 
re
fe
re
nc
e 
sa
mp
le
s 
JG
-l
 g
ra
no
di
or
it
e 
an
d 
JB
-l
 b
as
al
t 
Ge
oc
he
mi
ca
l 
Jo
ur
la
al
 V
o1
 8
, 
17
5-
19
2

JG
-1
:標
準
試
料
―
An
do
,A
.,
Ku
ra
sa
、
va
,H
.,
Oh
mo
ri
,T
.
&T
ak
ed
a,
E.
19
74
 c
om
pi
la
ti
on
 o
f

dt
ta
 o
n 
th
e 
G」
S 
ge
oc
he
nュ
ic
al
 r
ef
er
en
ce
 s
am
pl
es
 J
G-
l 
gr
an
od
io
ri
te
 a
nd

」
B-
l 
ba
sЛ
t.
 G
eo
Dt
tα
tt
Fc
a′
JO
ur
n河
,V
ol
.8
17
5-
19
2(
19
74
)

原
産
地
原
石
群
名

析 数

分 個

一 死
素

Ca
/K

T1
/K

Mn
/Z
r

Fe
//
Zr

Rb
/Z
r

Sr
//
Zr

Y/
Zr

bl
b/
Zr
A1
/K

Si
/K

鹿
児
島
県
ON
l遺
物
群

03
03
±
00
12
01
67
±
00
06
00
38
±
00
07
11
57
±
00
44
04
47
■
00
20
04
35
■
00
16
01
26
■
00
25
00
89
■
00
16
00
32
±
00
04
03
76
±
00
12

ON
2遺
物
群

02
76
±
00
19
00
53
±
00
04
00
84
±
00
17
24
91
■
01
28
14
92
■
00
88
06
67
■
00
46
02
H±
00
32
01
08
±
00
28
00
80
±
00
04
03
45
±
00
11

北
朝
鮮

会
寧
城
外
遺
跡
遺
物
群

01
35
±
00
12
00
6ツ
±
00
06
00
17
■
00
08
11
18
±
00
51
05
85
■
00
36
00
68
±
00
19
01
50
■
00
22
03
72
■
00
35
00
25
■
00
04
03
19
■
00
12

ロ
シ
ア

イ
リ
ス
タ
ヤ

18
88
8±
21
00
60
88
±
08
68
02
93
±
00
32
27
96
8±
26
08
00
55
±
00
17
27
16
±
01
62
01
63
±
00
19
00
36
■
00
30
01
73
■
00
29
16
74
±
0

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
I

07
06
■
00
48
02
25
±
00
11
00
4思
±
00
10

85
1±
01
80
02
46
±
00
14
07
52
■
00
70
00
75
±
00
16
00
15
±
00
08
00
41
■
00
04
04
82
±
00
22

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
2

07
17
±
00
18
02
69
■
00
06
00
31
■
00
06

60
4±
00
43
01
19
■
00
07
03
98
■
00
16
00
95
±
00
0S
00
16
±
00
06
00
31
■
00
03
04
02
■
00
10

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
3

03
84
■
00
08
00
97
■
00
04
00
43
■
00
07

64
2■
00
53
02
62
±
00
H
07
53
±
00
26
00
66
±
00
26
00
13
±
00
62
00
17
±
00
03
01
76
±
0

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
4

01
41
■
00
07
00
74
■
00
03
00
29
±
00
04

06
9■
00
25
02
03
±
00
07
01
50
■
00
06
01
06
■
00
09
00
24
■
00
06
00
16
±
00
02
01
46
■
0

ナ
テ
キ

02
20
±
00
08
01
04
■
00
04
00
99
■
00
16

26
1■
00
62
00
08
■
00
28
05
00
±
00
26
01
22
±
00
30
00
64
±
00
23
00
24
■
00
03
03
40
±
0

ア
バ
チ
ャ

02
55
±
00
07
01
60
±
00
05
00
29
±
00
04

12
1■
00
34
01
92
■
00
07

0
15
1■
00
08
01
06
±
00
09
00
24
±
00
07
00
26
■
00
03
03
03
±
00
07

標
準
試
料
JG
-1
。

07
55
■
00
10
02
02
■
00
05
00
76
±
00
11
87
59
■
01
H
09
93
■
00
36
13
31
■
00
46
02
51
■
00
27
01
05
±
00
17
00
28
±
00
02
03
42
■
00
04

表
2 
明
後
沢
遺
跡
出
土
黒
曜
石
製
石
鏃
、
石
鏃
未
製
品
の
元
素
比
分
析
結
果

析 号

分 番

元
  
素
  
 
比

Ca
/K
  
Ti
/K
 M
n/
Zr
 F
e/
Zr
 R
b/
Zr
 S
r/
Zr
  
Y/
Zr
 N
Э
/Z
r 
A1
/K
  
Si
/K

89
56
7

89
56
8

0 
66
6 
  
 0
.1
89
  
  
0.
07
9 
  
 1
 9
14
  
  
0.
31
0 
  
 0
.4
55
  
  
0.
23
6 
  
 0
.0
56
  
  
0,
04
9 
  
 0
.5
91

0,
48
8 
  
 0
.1
40
  
  
0.
05
5 
  
 1
,7
14
  
  
0.
33
9 
  
 0
.3
84
  
  
0.
20
8 
  
 0
.0
15
  
  
0,
03
8 
  
 0
.5
13

」
G-
1
0,
78
6 
  
 0
 2
09
  
  
0,
07
2 
  
 3
.8
14
  
  
0 
95
6 
  
 1
 2
83
  
  
0.
24
5 
  
 0
.0
84
  
  
0,
02
5 
  
 0
.3
07



明後沢遺跡群第16次調査の自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

明後沢遺跡群は、明後沢、八郎舘、宗角舘、熊野、幅、鳥子沢、前堀の七つの遺跡で構成されている。本

遺跡は、胆沢扇状地の東端部に位置し、松ノ木沢川と明後沢川に開析された、標高70～ 72mの舌状台地に立

地する。本遺跡は古瓦が出土する遺跡として知られており、平成 14年度の発掘調査では平安時代の竪穴住居

跡、溝跡、平安時代以降の溝跡、縄文時代の陥し穴、その他に土坑・柱状土坑・墓穴、焼土遺構、粘土採掘

穴等が検出されている。出土遺物は、土師器、須恵器、陶器片、磁器片、手づくねかわらけ、土鈴、縄文土

器片、瓦片、石器、鉄製品等が確認されている。

今回の分析調査では、出土した種実遺体の同定を行い、植物利用に関する資料を得る。

1.試料

試料は、長軸2.5m、 短軸1.7mの墓穴埋土の上位から炭化物に混じつて出上した種実遺体 1点である。墓

穴の下位からは渥美産 ?と思われる陶器片が数十点出土している。

2.方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体の形態的特徴と当社所有の現生標本との比較から種類を同定

し、写真撮影を行う。同定の種実遺体は、種類別に乾燥剤とともにビンに入れて保存する。

3.結果

種実遺体は、ブナ科コナラ属 (Quercus)の 子葉に同定された。 2枚からなる子葉の合わせ目に沿って割

れた半分の状態で、完全に炭化している。炭化子葉は黒色を呈す。完形ならば狭卵形体か。長さ19mm、 径 8

mm程度。子葉頂部を欠損する。表面には縦方向に走る維管束の圧痕が明瞭にみられる。子葉の合わせ目の面

は平滑で、正中線上はやや凹む。岡本 (1979)は 、 日本産ブナ科植物の子葉には 2枚が離れやすいものと非

常に離れにくいものがあることを指摘し、コナラ属ではアカガシ亜属イチイガシ、コナラ亜属クヌギ節ア
ベ

マキ・クヌギを後者と報告している。これに従えば、今回出土した子葉は合わせ日に沿つて 2つ に割れてい

るため、前者の離れやすいタイプとみられ、上述以外のコナラ属の可能性が考えられる。

4.考察

コナラ属には、常緑性のアカガシ亜属と落棄性のコナラ亜属がある。岡本 (1979)の 指摘に従えば、今回

の試料ではヨナラ亜属のクヌギ節は除外される。また、アカガシ亜属のうち、イチガシも除外され、イテイ

ガシ以外のアカガシ亜属またはコナラ亜属コナラ節に由来することが推定される。アカガシ亜亜属について

は、現在の分布状況などから考えにくく、出土した種実遺体はヨナラ節に由来する可能性が高い。

コナラ節は、暖温帯の落葉広葉樹林に極めて普通にみられる種類であり、現在の本地域周辺の山林にもみ

られるコナラやミズナラが見られる。ヨナラ節の果実は、アク抜きを必要とするが、食用可能であり、長期

保存にも適する。このことから、遺跡内でもヨナラ節が食用などに利用されていた可能性がある。今回の種

実遺体については、食用とする部位が炭化出土しているため、利用前に何らかの理由で焼かれ、炭化したこ

とが推定される。
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明後沢遺跡の胎土分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

明後沢遺跡群は、岩手県胆沢郡前沢町に所在し、北上川中流右岸に広がる胆沢扇状地の東部を構成する舌

状台地上に位置している。この舌状台地は、大上・吉田 (1984)に よれば、胆沢段丘高位面である桐原面に

区分されており、その形成年代は南関東における武蔵野面ないし小原台面に対比されている (大上ほか,1986)。

本遺跡では、発掘調査で認められた遺物等の様相から、古代の城柵、寺院、窯跡といった性格を持つ遺跡

とされているが、判然としていない。今回、当遺跡で実施された発掘調査 (第 16次調査)では、平安時代の

所産と考えられる竪穴住居跡や中世の上坑、墓坑、溝跡、焼土遺構といった多様な遺構が検出されている。

なお、発掘調査成果から、粘土を採掘したと考えられる土坑などが検出されていることや、窯業を営む集落

から出土すると言われている「土鈴」が出土していることから、窯跡の存在や窯業を営む集落の可能性が示

唆されている。

そこで、本報告では、本遺跡の発掘調査で出土した土師器、須恵器および手づくねかわらけなどの胎上の

特徴を明らかにし、さらに、粘土採掘坑と考えられる土坑から採取された粘土や焼成粘土塊といった、これ

ら素地となり得る試料も対象に分析を行い、これら各試料の結果の比較から、粘土―焼成粘土塊―土器の関

係について検討を行う。

1.試料

試料は、粘土を採掘したと考えられる土坑群の底面から採取された粘土 (試料番号 1)、 S110(住居跡)

から出土した土師器片 (試料番号 2)お よび須恵器片 (試料番号 3)、 SIH(住居跡)か ら出土した土師器

片 (試料番号 4)、 SD78か ら出土した手づくねかわらけ (試料番号 5)、 焼成遺構の可能性があると考え

られているS109(住居跡)か ら出上した焼成粘土塊 (試料番号 6)の計 6点である。

なお、S110(住居跡)と SIH(住居跡)では、住居跡内のカマ ドの位置が異なっていることから、時期差

があると考えられている。また、SD78か ら出土した手づくねかわらけは、同様のものが平泉遺跡群でも認

められており、両遺跡の関連性を示す資料として注目されている。

2.分析方法

胎上分析には、現在様々な分析方法が用いられているが、大きく分類すると鉱物組成や岩片組成を求める

手法や化学組成を求める手法がある。前者は、試料を粉砕し行う重鉱物分析や薄片作製などが主として用い

られており、後者では蛍光 X線分析が最もよく用いられている。また、前者の方法は、縄文土器や弥生土器、

土師器のような比較的粗粒の砂粒を含み、比較的低温焼成のため鉱物の変質が少ない胎土をもつ試料に有効

である。当手法の利点としては、胎土の特徴が捉えやすいことや地質との関連性を考えやすいことなどが挙

げられる。一方、後者の手法は、土器の材質 (種類)に拘わらず再現性の高い数値によるデータが得られる

ことが利点として挙げられる。本報告では、対象とする試料が土師器や須恵器、かわらけ、粘土と多様であ

ることから、薄片作製観察と蛍光X線分析の2種類の手法を用いて試料間のデータを比較検討する。以下に、

各分析方法の処理過程を述べる。

(1)薄片作製観察

薄片は、試料の一部 (粘土試料は樹脂による固化の後)をダイアモンドカッターで切断、正確に0,03mmの
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厚さに研磨して作製した。薄片は岩石学的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる砂粒を構成する鉱物片

および岩石片の種類構成を明らかにし、また胎土の基質については、孔隙の分布する程度と砂の配列や孔隙

などに方向性が認められるかどうか、および基質を構成する粘土が焼成によりどの程度ガラス化してどの程

度粘土鉱物として残存しているかということと酸化鉄などの鉄分の含まれる程度について定性的に記載した。

(2)蛍光 X線分析

主要10元素のSi0 2、 A1203、 Fe2 0 3、 Ti0 2、 MnO、 MgO、 CaO、 Na2 0、 K20、 P205お よび

LOIについて測定した。以下に各分析条件を記す。

1)装置

理学電機工業社製RIX1000(FP法 のグループ定量プログラム)

2)試料調製

試料を振動ミル (平工製作所製T1100;10ml容タングステンカーバイ ト容器)で微粉砕し、105℃で 4時

間乾燥させた。この微粉砕試料についてガラスビー トを以下の条件で作成した。

溶融装置 ;自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビー トサンプラー (3491Al)

溶剤及び希釈率 ;融剤 (ホウ酸リチウム)5.000g:試 料0.500g

剥離剤 ;LiI(溶融中 1回投入 )

溶融温度 ;1200℃ 約 7分

3)測定条件

X線管 ;Cr(50Kv-50mA)

スペクトル ;全元素Kα

分光結晶 ;LiF,PET,TAP,Ge

検出器 ,F― PC,SC

計数時間 ;PeaK40sec,Back20sec

3.結果

(1)薄片作製観察

結果を表 1に示す。各試料の観察の結果得られた特徴は、鉱物片および岩石片の種類構成において比較的

明瞭である。以下に、各試料の特徴を述べる。

・試料番号 1(粘土採掘坑群 :粘土)

最大径約 5 mmに もなる淘汰不良の砂を多量に含む。鉱物片では石英が多く、他に少量の斜長石と微量のカリ

長石、黒雲母、角閃石、緑レン石などを含む。また、岩石片では、少量の凝灰岩と微量のチャー ト、安山岩、

花聞岩、火山ガラス、結晶片岩など多種の岩石が認められる。さらに珪藻化石や植物珪酸体などの微化石類

も認められる。

・試料番号 2(S110:土 師器片 )

最大径約0.9mmの 淘汰不良の砂を中量程度含む。鉱物片では石英と斜長石が少量含まれ、他に微量のカリ

長石、斜方輝石、単斜輝石、黒雲母、角閃石などを含む。岩石片では、頁岩、砂岩の堆積岩類と凝灰岩、花

蘭岩、火山ガラスが微量含まれる。また、植物珪酸体も認められる。

・試料番号 3(S110:須 恵器片)

最大径約1.Ommの 洵汰不良の砂を中量程度含む。鉱物片では石英と斜長石が少量含まれ、カリ長石、斜方輝
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石、単斜輝石およびジルコンなどが微量認められる。岩石片では微量の火山ガラスが認められる。

・試料番号 4(SIH:土 師器片 )

最大径約1.lmmの 淘汰不良の砂を中量程度含む。鉱物片では石英と斜長石が少量含まれ、他に微量のカリ長

石、斜方輝石、単斜輝石、自雲母、角閃石、緑レン石などを含む。岩石片では、チャー ト、砂岩の堆積岩類

と疑灰岩、安山岩、花蘭岩、火山ガラスなど多種類の岩石片が微量含まれる。また、植物珪酸体も認められ

る。

・試料番号 5(SD78:手 づくねかわらけ)

上記試料番号 4と ほぼ同様の特徴を有する。試料番号 4との違いは、鉱物片において白雲母ではなく、黒雲

母が認められる。

・試料番号 6(焼成粘土塊)

最大径約0,9■■の淘汰が中程度の砂が少量含まれる。鉱物片では、少量の斜長石と微量の石英、カリ長石、

斜方輝石、単斜輝石、自雲母、角閃石などが認められる。岩石片では、微量のチャー ト、凝灰岩、火山ガラ

スが認められる。

(2)蛍光X線分析

Si0 2、 A1203については、いずれの試料もそれぞれ60～ 70%、 20%前後の範囲にはぼ収まり、試料間で

の系統的な差異は認められない。一方、Fe2 0 3、 Ti0 2、 MgO、 CaO、 Na2 0の 5元素においては、試料

番号 1の粘土試料と他の試料と差異が認められる。また、Fe2 0 3、 Ti0 2、 K20の 3元素では、試料番

号 6の焼成粘土塊と他の試料と差異が認められる。

4.考察

今回の分析結果、胎上の特徴が、 6試料のすべてに共通する結果は得 られなかった。特に、各試料に含有

される砂粒の量と粒径の特徴を比較すると、粘土試料 (試料番号 1)と土器類試料 (試料番号 2～ 5)の間

で差異が顕著である。ただし、薄片観察における鉱物片や岩石片の種類構成では、須恵器試料 (試料番号 3)

以外の試料において、石英・不透明鉱物を除いても、カリ長石、斜長石、角閃石の鉱物片とチャー ト、凝灰

岩、火山ガラスの岩石片が各試料に共通して含まれ、さらに黒雲母や安山岩、花商岩は粘土試料と土器類試

料に共通して含まれるなど、差異よりも共通点の方が多い傾向がある。須恵器試料 (試料番号 3)は、土器

類の中でも異なる胎土を有している。一方、元素組成においては、主要な元素であるSi0 2、 A1203では、

粘土試料と須恵器試料も含めた土器類および焼成粘土塊 (試料番号 6)と の間に特に大きな差異は認められ

ない。前述の粘土試料 (試料番号 1)と他の試料との間に差異が認められるとしたFe2 03、 Ti0 2、 MgO、

CaO、 Na2 0の組成は、おそ らく含有される砂の量に起因すると考えられる。以上の状況から、粘土を採

掘したと考えられる土坑から採取した粘上が、何も手を加えられずそのまま土器類の素地となった可能性は

低いものの、水簸などにより砂の量を調整して土器の素地としたり、他の土と混ぜ土器の素地を調整した可

能性がある。これは、焼成粘土塊との関係においても同様な事が言える。

ここで、明後沢遺跡の位置する胆沢扇状地周辺の地質から、今回の試料に認められた砂粒の由来を検討し

てみる。なお、地質に関する資料としては、広川・吉田 (1954)、 北村 (1965)、 経済企画庁総合開発局

(1974)、 日本の地質 「東北地方」編集委員会 (1989)な どを参照した。

まず、明後沢遺跡から採取された自然堆積物である粘土試料 (試料番号 1)は、多種類の岩石片を含むこ

とが特徴である。これは、試料を採取した粘土層が、様々な地質を起源とする砕屑物が集まる北上川の河川
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料

号

試

番
種 類 出土遺構 層位 Ti02 A1203 Fe203 Mn0 Mg0 Ca0 Na20 K20 P205 Ig lcss 合 計

1 粘 土 粘土採掘土坑群 底面採取 65 06 0 77 1 35 100 00

2 土師器片 Ы10 (住居跡) 埋土中 60 22 20 40 l14 100 00

3 須恵器片 創10 鮭 居腕 埋土 中 68 22 22 38 100 00

4 土師器片 Ыll 鮭居腕 pp2埋土中 61 27 21 63 100 00

5
手づくね

かbら セナ
SD78 埋土中 67 16 22 89 100 00

6 焼成粘土塊 S109 埋土中 61 44 100 00

*単位は重量%

表 2 蛍光 X線分析結果 (化学組成)

堆積物に由来することを示唆している。粘土試料 (試料番号 1)に認められた各種岩石片の起源としては、

チャー ト (今回の場合珪質頁岩に近いが)は南部北上帯と呼ばれる中・古生層、凝灰岩は北上山地西縁部に

分布する新第二紀中新世の安山岩および凝灰岩からなる稲瀬層、安山岩は胆沢扇状地の背後の山地に広く分

布する新第二紀鮮新統とされる国見山安山岩や胆沢川上流域に分布する焼石岳安山岩など、花蘭岩は北上山

地南部を構成する白亜紀花南岩類、火山ガラスは胆沢扇状地に降下堆積した第四紀のテフラ、そして結晶片

岩は胆沢扇状地と北上川を挟んで広がる北上山地西縁部に分布する母体変成岩の各地質に相当すると考えら

れる。

土師器試料 2点 (試料番号 2・ 4)お よび手づくねかわらけ試料 (試料番号 5)は、いずれも前述の粘土

試料 (試料番号 1)と ほぼ同様な岩石片の種類構成を示す。このことから、これら胎土の特徴が明後沢遺跡

の位置する地域の地質学的背景をよく反映していると言える。すなわち、今回の土器類試料 (試料番号 2～

5)が、明後沢遺跡を含む胆沢扇状地付近の北上川流域という範囲内で製作された土器類であることは確実

である。したがって、今後、同様な地質学的背景を有する地域内における土器類の製作地の検証については、

さらに、分析調査例を蓄積するとともに、考古学的な土器分類に基づく遺跡間の様相の把握や、窯跡や粘土

採掘坑といった遺構の検出などが重要となる。

なお、須恵器試料 (試料番号 3)は、鉱物片、岩石片ともに他の土器類試料 (試料番号 2・ 4・ 5)と 比

較すると産状が異なっている。すなわち、黒雲母や角閃石などの鉱物片が認められず、また、岩石片では火

山ガラス片のみが含まれる。含まれる鉱物片や岩石片の種類は、本遺跡の地質学的背景と整合するが、これ

らの種類構成は特徴的と言える。また、須恵器試料 (試料番号 3)胎土全体の質として、他の上器類 (試料

番号 2。 4・ 5)と元素組成で共通点も多い。現時点では、このことが製作地や素地土の調整などの何を反

映するか明らかではないが、さらに、試料を蓄積し検討する必要がある。

今後は、本遺跡における土器類製作の可能性を検証するため、粘土採掘坑から採取された粘土や出土した

土器の胎土の特徴やそのばらつきを把握することが必要である。さらに、これら胎上の特徴を近隣の遺跡に

おける分析調査例を比較することで、本遺跡を指標とした北上川流域における土器類の様相を明らかにでき

ると期待される。
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図版 1 胎土薄片 (1)

1.試料番号 1 粘土採掘土坑群 底面採取 粘土

2.試料番号 2 S110(住居跡) 埋土中 土師器片

3.試料番号 3S110(住居跡) 埋土中 須恵器片

Qz:石英.Kf:カ リ長石.Opx:斜方輝石。Cpx:単斜輝石.Ho:
Tf:凝灰岩.Gr:花蘭岩.P:孔隙. 写真左列は下方ポーラー、

0.5mm

角閃石 .

写真右列は直交ポーラー下。

第89図 胎土写真 (1)
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図版 2 胎土薄片 (2)

4.試料番号 4 S111(住居跡)pp2埋 土中 土師器片

5。 試料番号 5 SD78 埋土中 手づくねかわらけ

Qz:石英.Pl:斜長石.
写真左列は下方ポーラー

Bi:黒雲母.Ch:チ ャート.
、写真右列は直交ポーラー下。

0,5mm

Vg:火 山ガラス.P:孔 隙 .

第90図 胎土写真 (2)

-182-

6.試料番号 6 S109 埋土中 焼成粘土塊



判図茸童





明後沢遺跡群調査区遠景 (西→)

調査区 (南→)空中写真

写真図版 1 調査区全景 (空中写真 )
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遺跡遠景写真

β´４

鞘

中国産磁器

写真図版 2 出土遺物

(上 2段)。 国産陶器

(中国産磁器)・ 遺跡遠景写真

-186-



常滑産陶器

渥美産陶器

写真図版 3 出土遺物 (渥美産・常滑産 )

―-187-―



調査前北側遠景

調査前南側遠景

写真図版 4 調査前違景

―-188-―



(南北)断面

鞠
一
一一ゝ

中央区 (東西)

写真図版 5 基本土層序
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南区 (東西)断面

南区東側終了
南区南側終了

写真図版 6 調査終了写真

-100-



緯鴻

鼻1募|

を軽
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|'|lri霧 |√ 徽 ．
一一一い
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・一一・一一一．一村碑

一一
Ｉ
■
転一

一一・一一一一一一一持

写真図版 7 S106堅 穴住居跡
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一一一一～一謙
″
一一一一オ

筆帯響勢転協壌

|

面

カマド検出状況



面 (E― W)
1燕1転鮎

写真図版 8 S107堅 穴住居跡 (1)

-192-

カマ ド覆土断面カマ ド検出状況



炭化材検出状況

カマ ド平面

ピット (P2)断 面(Pl)断 面

写真図版 9 S107堅 穴住居跡 (2)
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平   面

カマ ド断面 (N― S)

面 (N― S)

写真図版10 S108竪穴住居跡

―-194-―

遺物出土状況



カマ ド平面

面 (E― W)

写真図版 1l S 110堅 穴住居跡 (1)

-195-

カマ ド・袖部・燃焼部断面



貼床平面

:・ ■々

導
輩

常ヽ単| -1'■
(

貼床断面 (E― W)

壁溝断面 (E― W)

写真図版12 S110堅穴住居跡 (2)
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土坑断面



断   面 (N― S)

遺物出土状況 遺物出土状況

写真図版 13 S111堅穴住居跡 (1)

一-197-―



カマ ド覆土 (南北)断面 カマ ド覆土 (東西)断面

カマ ド平面 カマ ド平面

カマ ド燃焼部 (南北)断面 カマ ド燃焼部 (東西)断面

カマ ド袖部断面 (N― S) 焼土断面

写真図版14 S111堅穴住居跡 (2)

-198-



驚錢||1鰯 彗庵

貼り床平面

断面 (E― W)

遺物出土状況 土坑断面

写真図版15 S112堅穴住居跡

―-199-―



面 (東西)

面 (南北)

写真図版 16 S113竪 穴住居跡

―-200-―



遺構検出状況

面 (E― W)

写真図版 17 1号堅穴遺構

-201-

遺物出土状況



S D147 平面 S D147 出FF百

S D148 断面S D148 平面

SXl焼 土平面 SXl焼 土断面

SX2焼 土平面 SX2焼 土断面

写真図版18 S D147～ 148溝  SXl・ 2焼土遺構
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SX3焼 土平面 SX3焼 土断面

SX4焼 土平面 SX4焼 土断面

SX5焼 土平面

SX6焼 土平面 SX6焼 土断面

写真図版19 SX3～ 6焼土遺構
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SX7焼 土平面 SX7焼 土断面

S X13 不明遺構平面 S X13 不明遺構断面

S X14 不明遺構平面              S X14

写真図版20 SX7焼 土、 S X13～ 14焼土遺構

S X14 不明遺構断面

―-204-―



S K31 平面 S K31 断面

S K32 関FF面

S K33 平面

写真図版21 S K31～ 34土坑

―-205-―

S K32 平面

S K34 耳苛面 S K34 断面



S K35 耳ZF面 S K36 遺物出土

S K36  平面

十∵■rr■4 -.■

I韓、熱 .

写真図版22 S K35～ 36土坑

―-206-―

S K36 断面



儀議磯轟議艤麟爾酵罐麟騨
撥簾離拶嗜諄

韓
…

S K37 耳二F面

S K38 耳二F面 S K38 四FF面

S K40 断面

写真図版23 S K37～ 40土坑
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S X02陥 し穴 (旧 S K41) 平面

S K42 耳二F面

S K43 平面

S X02陥 し穴 (旧 S K41)

S K42

i予 |

断面

S K43 平面

写真図版24 S K41～ 44土坑

―-208-―

S K44 再苛面 S K44 耳二F百



S K45 耳二F面

S K46 耳二F面

S K47 平面 S K47 断面

写真図版25 S K45～ 47土坑

―-209-―

S K45 断面

醸 簸

S K46 凶FF面

S K47 遺物出土 S K47 遺物出土



，電
だ％
マ
一S K48 耳二F面 S K48

S K49 平面

S K50 平面 S K50 断面

写真図版26 S K48～ 51土坑

-210-

S K49 断面

S K51 平面 S K51 断面



S K52 翼二F面 S K52 閣FF面

S K53 耳二F百 S K53 断面

S K54 断面

1号陥し穴 (旧 S K56) 平面 1号陥し穴 (旧 S K56) 断面

写真図版27 S K52～ 54土坑・ S X01陥 し穴
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1号墓壌 (十日S K57)

1号墓壊 遺物出土 1号墓壊

2号墓境 断面2号墓境 (十日S K58)

写真図版28 1・ 2号墓境・ S K59土坑

-212-

S K59 耳二「面 S K59 断面



S K60 平面

S K62 平面 S K62 凶FF面

写真図版29 S K60～ 63土坑

―-213-―

S K60 断面

S K61 平面

S K63 平面 S K63 断面



3号陥し穴 (旧 S K64)

簿
蕉Ⅲ

S K65 平面

3号陥し穴 (旧 S K64)

S K65 凶F「面

5号陥し穴 (旧 S K66)平 面 5号陥し穴 (旧 S K66) 断面

写真図版30 S K64～ 67土坑
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S K67 凶『F面S K67 平面



6号陥し穴 (旧 S K68) 平面

S K69 耳二F面

S K70 平面

|―  ‐妻|  |す |||
iヽ. ||.  ―|‐     ―.■ ||l ili

6号陥し穴 (旧 S K68) 断面

S K70 断面

写真図版31 S K68～ 71土坑

-215-

S K71 平面



S K72 耳二F百 S K72 断面

S K73 平面 S K73 断面

S K74 平面

S K75 耳ZF面 S K75 断面

写真図版32 S K72～ 75土坑
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S K76 平面 S K76 断面

S K77 平面

S K78 署ZF面

一　
●
‘^
●
■
■

一
．．
一一・一一一一一一一鰈
一

絲

工
．
一

一一

写真図版33 S K76～ 79土坑

―-217-―

S K78 耳二F面

S K79 平面 S K79 耳二F面



S K80 平面

S K81 平面

S K82 平面

S K80  断面

S K81 断面

S K82 断面

写真図版34 S K80～ 83土坑
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iⅢ
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方|・■■|ヾ騨駆T案イち

S K83 耳二F百



S K84 耳苛面

ぜ手

―
榛:
ミ,オ 1普

S K85 耳二[面

S K86 平面

平 面

S K86

4号陥し穴 (旧 S K87)

写真図版35 S K84～ 87土坑
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4号陥し穴 (旧 S K87) 断面



S K88 再二F百 S K88 断面

!■―遼銹|=|
S K89  断面

一賊
．
ｉ
一本
・
一
　
・一
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オ一ｉ一ユ
一一一
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〓

　
一一　
Ａ

写真図版36 S K88～ 91土坑
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螺
一S K89 耳二F面

S K90 耳二F面 S K90 関FF面

≠々

,ヽ|

麟111

議≫

S K91 平面 S K91 断面



ふ

1麟1苧

i,・ 主II

■癖鰻ギ飴

騒
F''     |

1義群' FI

S D67 断面

S D67 断面S D67 平面

写真図版37 S D67～ 68溝跡
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S D68 断面S D68 平面



S D69・ 70・ 71 平面

S D69 断面 S D70 断面

斡
!∵

i縄
S D71 断面

写真図版38 S D69～ 71溝跡
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S D72 断面

S D72 耳二F面 S D72 関FF面

S D72 断面

写真図版39 S D72溝 跡

-223-

S D72 出土遺物S D72 平面



S D73 断面

S D73 平面 S D73 断面

出土遺物

写真図版40 S D73溝 跡

―-224-―



S D74 耳二F面

S D75 平面 S D75 断面

S D76 断面

S D76 耳二「面

写真図版41 S D74～ 76溝跡

―-225-―

S D76 凶F[面



S D77、  78 平面

S D77 断面

写真図版42 S D77～ 78溝跡

-226-

S D78 断面

作業風景



S D79 平面 S D79 断面

静揉■ず争|
IFI14:■―|■|||
rl― ■|■ ||ょ ||1予■|
WI譲―手オ|■ |

写真図版43 S D79～ 81・ 85溝跡
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S D80・ 81・ 85 耳二F可



窓評

|―|ギIⅢ手ご:

S D80

為 |―

●欝
―■

長|・・■
‐

断 面 S D80 断面

S D81 断面

聯解 醒蝉
騨1韻☆jユ壮ΥI軽課籐籐!|||-1-■ liltill■

S D81 断面

S D82 断面

S D82 平面

写真図版44 S D80～ 82溝跡

―-228-―

S D82 断面



S D84～ 86 平面

写真図版45 S D83～ 86溝跡
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S D84 凶FF団

S D86 断面 S D86 断面

S D87 断面

S D88 平面 S D88 断面

写真図版46 S D84・ 86～88溝跡

―-230-―



V44,二
泳君1嫁に

S D89、  90 耳二F面

S D89 断面 S D90 断面

S D91 断面

S D91 平面 作業風景

写真図版47 S D89～ 91溝跡
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S D92

S D92 断面

噺
一顧

S D92 平面

S D93

写真図版48 S D92～ 93溝跡

-232-

S D93 平面



S D94 断面

S D94 平面

S D95 閏斤F面

写真図版49 S D94～ 95溝跡

-233-

S D95 断面S D95 平面



S D96 断面

S D96・ 97 平面

S D98、  99 平面

写真図版50 S D96～ 99溝跡

―-234-―

S D97 断面

S D98 断面 S D99 断面



S D100 断面

S D100 平面 S D100 S K69 断面

S D101、 102 平面

写真図版51 S D100～ 102溝跡

-235-

S D101 断面 S D102 凶斤F面



S D103 平面

S D104 平面

S D105 平面

トレンチ遺物出土

写真図版52

S D103 断面

S D104 断面

S D105 断面

S D103～ 105溝状遺構、

-236-

トレンチ遺物出土

トレンチ遺物出土状況



S D106、 114 平面 S D107, 108, 110 平面

回                     s Dl14 断面

写真図版53 S D106～ 108・ 110・ 114溝跡
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S D107 断面



S Dlll、 116 平面
響簸卑ギII凛1盤
S Dl16 断面

S Dl12、  113 平二i百

写真図版54 S Dlll～ 113・ 116溝跡
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S Dl13 断面



S Dl15 断面

I

S Dl17 平面
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一醤韓
連

為体ⅢⅢ  Ⅲ■

S Dl19 断面

写真図版55 S Dl15・ 117～ 120溝跡
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S D120 平面 S D120 断面



S D121、  122、  123 平面

S D121 断面

写真図版56 S D121～ 123溝跡

―-240-―

S D121 断面

S D122,123 断面 S D122, 123 断面



S D124 平面 S D124 断面

S D125 脳斤F面

SD呵 25 平面

写真図版57 S D124～ 125・ 128溝跡

―-241-―

S D128 断面S D128 平面



S D126 断面

S D126、  128 平面 S D126 断面

S D127 断面

写真図版58 S D126～ 128溝跡
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S D127 鶴FF面S D127 平面



S D129 断面

S D129 平面

S D130 耳二F百

1筆
―
|  IⅢ

S D130

写真図版59 S D129～ 130溝跡
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中央区自然落ち込み地形 断面



S D131 断面

S D133 断面

写真図版60 S D131～ 133溝跡

―-244-―

S D131、  132 平面

iイ■Ⅲ●.
|■,撃■■■■
i ・ II‐  4ド .

・ ■ヽギ |

|||―弯甲1第爾

S D133 平面 S D133 断面



S D134 断面

S D134 耳二F面

S D135 断面

写真図版61 S D134～ 135溝跡

―-245-一

S D134 断面

S D135 平面 作業風景



S D136 平面

S D136 断面

S D136 断面

S D137 断面

写真図版62 S D136～ 137溝跡

―-246-―

S D137 平面
調査前風景



S D138 断面

S D138 平面

写真図版63 S D138～ 140溝跡

―-247-―

S D138 断面

S D139 平面

S D140 平面



S D141 平面 S D141 断面

S D142 平面

S D143 平面

S D142 断面

S D143 断面

S D147 耳二F百

写真図版64 S D141～ 143・ 147溝跡

―-248-―



S D144 平面

S D145 平面

S D148 平面

S D145 断面

S D146 平面

写真図版65 S D144～ 146・ 148溝跡

―-249-―

S D146 断面



全景平面

写真図版66 粘土採掘坑遺構
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写真図版67 出土遺物 (1)

一-251-―



写真図版68 出土遺物 (2)
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写真図版69 出土遺物 (3)
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写真図版70 出土遺物 (4)
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写真図版71 出土遺物 (5)
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写真図版72 出土遺物 (6)
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写真図版73 出土遺物 (7)
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写真図版74 出土遺物 (8)
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写真図版75 出土遺物 (9)
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写真図版76 出土遺物 (10)
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写真図版77 出土遺物 (11)
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写真図版78 出土遺物 (12)
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写真図版79 出土遺物 (13)
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写真図版80 出土遺物 (14)
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写真図版81 出土遺物 (15)
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所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ冷鼻 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

明後沢遺跡群 岩手県胆沢

郡前沢町古

城高代寺33

-2ほか

03382 N E36-

2175

39度

05分

15秒

141度

08分

53秒

2002.04.12

2002.10.31

7,330nr ほ場整備姥沢

上野地区工事

に伴う緊急発

掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

明後沢遺跡群 散布地

集落跡

縄文時代

平安時代

中 世

時期不明

陥し穴状遺構 6基

竪穴住居跡  6棟

溝跡     9条

土坑     13基

墓墳

溝跡

2基

7条

土坑

溝跡

37基き

65夕腱

縄文土器

石器

土師器 (杯・甕)

須恵器 (杯・甕)

鉄製品

瓦片

渥美産陶器片

常滑産陶器片

中国産磁器片

手づくねかわらけ
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所

〔管理課〕

課

主

主

〔調査第一課〕

〔調査第二課〕

課

査 中 嶋 賢 一

事 猿 橋 幸 子

長 木 村 昇

長 韮 沢 正 吾

課 長 補 佐 山 岸 直 美

副 所 長 平 野 允 苗

文化財調査員 北 村 忠 昭
″   八 木 勝 枝
〃  丸 山 浩 治
〃   北 田   勲
″  島 原 弘 征

期限付調査員 坂 郡 恵 造
〃   小 林 弘 卓
〃  藤 原 大 輔
〃  小 針 太 志
″   太田代 一 彦
″   新井田 えり子

文化財調査員 星   雅 之
″   佐 藤 淳 一
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〃   本 多 準一郎
″   丸 山 直 美
〃  福 島 正 和
〃   米 田   寛
〃   須 原   拓
〃  中 村 絵 美
〃   川 又   晋
〃   村 田   淳
〃    (村  上 拓)

期限付調査員 斉 藤 麻紀子
〃   石 崎 高 臣
〃  吉 田 里 和
〃   立 花   裕
〃   江 藤   敦
〃   駒木野 知 寛

雄

子

斤

子

照

邦

テ

滋

橋

沢

田

藤

高

湯

沼

伊

託嘱

課    長 佐々木   勝
課 長 補 佐 佐々木 清 文

文化財専門員 金 子 昭 彦
文化財調査員 吉 田   充
〃    亀   大二郎
″   野 中 真 盛
〃   新 妻 伸 也
″   阿 部 勝 則
〃    杉 沢 昭太郎
〃    西 澤 正 晴
〃   村 木   敬

長 三 浦 謙 一

課 長 補 佐 中 ナ
「I重 紀

高 橋 義 介

文化財専門員 小山内   透

″

金 子 佐如子
濱 田   宏

文化財調査員 赤 石
阿 部 員 澄

水 上 明 博

阿 部   憲
早 坂   淳
小 松 則 也
阿 部 徳 幸

窓 岩 伸 吾

亀 澤 盛 行

飯 坂 一 重

鈴 木 裕 明

林     勲
阿 部 孝 明

羽 柴 直 人



岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第442集

明後沢遺跡群第16次発掘調査報告書
ほ場整備姥沢上野地区工事関連遺跡発掘調査

印 刷  平成16年 2月 12日
発 行  平成16年 2月 19日

発 行 動岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡H地割185番地
電 話  (019)638-9001
FAX (019)638-8563

印 刷 株式会社 白ゆり
〒020-0122 盛岡市みたけ 6丁目 1番 50号

電 話  (019)643-6060
FAX (019)643-6065

⑥ 側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2004




